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２０００年（第５０回）学生生活実態調査の結果

ま え が き

本学の学生生活実態調査は２０００年度で第５０回を迎えた。その結果がまとまったので、学内広報の場を借りて報告する。
２０００年１１月１日現在で、東京大学に在籍する学部学生は、１５，２３１人にのぼる。その中から男女ともに８分の１の学生
を無作為に抽出して行われたのがこの調査である。回収率は５４．４％で、１，０４２名の回答を得ることができた。１９９９年度
は、大学院生が対象であったので、学部学生に対しては２年ぶりの調査ということになる。
調査項目は、毎回必ず使用する基本的な項目のほかに、数年ごとに調査する項目や、その年度の特色となる項目があ

る。大学生の学力や教養が問題視される今日、このたびの調査でとくにとりあげた「入学までの学習」や「読書」（苅
部 直委員による特殊分析）などの調査結果は、興味をもってもらえるものではないかと思う。また、自由記述で得ら
れた「大学への要望」や「卒業後の社会貢献」も、現在の学生の思いが伝わってくるものが多い。
委員会の教官、担当の事務職員、回答者の学生の協力でできあがったこの資料が、各方面で利用され、大学教育の改

善にもつながっていくことを切に望みたい。

学生生活実態調査委員会委員長 市 川 伸 一
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調査の概要

１．調査票の作成

２０００年（平成１２年）５月から１０月にかけて、学生生
活実態調査委員会で調査内容の企画立案を行った。

２．調査の期間

２０００年（平成１２年）１１月下旬～１２月下旬。
３．調査の対象及び抽出率

学部男子・女子学生。学部系統別無作為抽出法で、
在籍者数の１／８を抽出。

４．調査の方法

郵送調査で行い、対象者自身が記入する（自記式）
方法。

５．調査の内容

Ⅰ．基本的事項、Ⅱ．家庭の状況、Ⅲ．生活費の状
況、Ⅳ．通学・住居、Ⅴ．奨学金、Ⅵ．アルバイト、
Ⅶ．生活時間、Ⅷ．学内施設の利用、Ⅸ．読書、Ⅹ．
入学までの学習、ⅩⅠ．入学・進学・学業、ⅩⅡ．教科
外学習、ⅩⅢ．コンピュータ、ⅩⅣ．サークル活動、ⅩⅤ．
学生生活の満足度、ⅩⅥ．就職、ⅩⅦ．大学への要望、
ⅩⅧ．具体的記述

調査の結果

今回は、１９８８年（第４８回）と同様に、学部男子・女子学生を対象として学生生活実態調査を行った。

グラフと表について

１．今回、本文に掲載した経年変化のグラフと表については、１９７１年調査にまでさかのぼって取り上げた項目がいくつ
かあり、「表１」に１９７１年以降の調査の実施状況を表示した。

２．本文中に掲げたグラフについては、それぞれの年の比較を見やすくするため「無回答」及び「その他の分類」の項
目について若干の数値を省略したものがある。そのため、合計が１００％に満たないものもある。また、個々の数値を
四捨五入しているため、合計が１００％に満たないものと１００％を超えるものがある。

３．各表の２０００年の集計結果は、太枠で示してある。
４．１９８４年調査で抜本的改正を行った家計支持者の職業分類については、１９９８年調査に引き続き三重クロス集計（「職
業」×「従事先の規模」×「雇用形態」）の一元化表を作成した。「表３」７ページを参照されたい。
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表１ 学生生活実態調査実施状況一覧表

回 数 調査年月 対 象 学 生 抽 出 率 対象者数 回 収 率 調査方法

第２１回 １９７１年１２月 学 部 男 子 １／４・１／１５ 人
７９７

％
６７．３ 郵送自記式

第２２回 １９７２年１１月 学部男子・女子 男子 １／１５
女子 １／５

６４８
１０７

６８．２
７８．５ 〃

第２３回 １９７３年１２月 学部男子・女子 男子 １／１５
女子 １／２

７９４
３４０

７６．２
７５．０ 〃

第２４回 １９７４年１１月 学 部 男 子 １／５～１／１５ １，００４ ６７．８ 〃

第２５回 １９７５年１１月 学 部 男 子 １／５～１／１５ １，０４１ ７５．３ 〃

第２６回 １９７６年１１月 学 部 男 子 １／５～１／１５ １，０６３ ７５．５ 〃

第２７回 １９７７年１１月 学 部 女 子 全 数 ８１１ ７５．８ 〃

第２８回 １９７８年１２月 大 学 院 学 生 男子 １／４
女子 全数

８６２
３１５

６６．１
６６．３ 〃

第２９回 １９７９年１１月 学 部 男 子 １／５～１／１５ １，０６９ ７８．６ 〃

第３０回 １９８０年１１月 学 部 男 子 １／５～１／１５ １，０６４ ７３．８ 〃

第３１回 １９８１年１１月 学 部 男 子 １／５～１／１５ １，０３１ ７４．２ 〃

第３２回 １９８２年１１月 学 部 女 子 全 数 ９１０ ７７．６ 〃

第３３回 １９８３年１１月 学 部 男 子 １／５～１／１５ １，００８ ７５．０ 〃

第３４回 １９８４年１１月 学部男子・女子 男・女 １／１０ １，３８０ ７６．１ 〃

第３５回 １９８５年１１月 大 学 院 学 生
男子 １／２～１／４
女子 １／２
OM・OD １／２

９６８
１６５
２４９

６９．８
６７．９
５１．４

〃

第３６回 １９８６年１１月 学部男子・女子 男・女 １／１０ １，３８５ ７２．６ 〃

第３７回 １９８７年１１月 学部男子・女子 男・女 １／１０ １，４３２ ７３．９ 〃

第３８回 １９８８年１１月 学部男子・女子 男・女 １／１０ １，４５９ ７０．９ 〃

第３９回 １９８９年１１月 学部男子・女子 男・女 １／１０ １，４８０ ７８．５ 〃

第４０回 １９９０年１１月 学部男子・女子 男・女 １／１０ １，５０４ ６３．１ 〃

第４１回 １９９１年１１月 学部男子・女子 男・女 １／１０ １，５３０ ６２．２ 〃

第４２回 １９９２年１１月 大 学 院 学 生 男子 １／２～１／６
女子 １／２ １，４９６ ５９．８ 〃

第４３回 １９９３年１１月 学部男子・女子 男・女 １／１０ １，５９３ ６４．８ 〃

第４４回 １９９４年１１月 学部男子・女子 男・女 １／８ ２，００５ ６０．６ 〃

第４５回 １９９５年１１月 学部男子・女子 男・女 １／８ ２，０１１ ６４．０ 〃

第４６回 １９９６年１１月 学部男子・女子 男・女 １／８ ２，００４ ６０．９ 〃

第４７回 １９９７年１１月 学部男子・女子 男・女 １／８ １，９９０ ６０．２ 〃

第４８回 １９９８年１１月 学部男子・女子 男・女 １／８ １，９６４ ６０．３ 〃

第４９回 １９９９年１１月 大 学 院 学 生 男・女 １／４
OM・OD １／４ ２，０９９ ４９．５ 〃

第５０回 ２０００年１１月 学部男子・女子 男・女 １／８ １，９１７ ５４．４ 〃

（注１）「休学者」「外国人学生」は、対象学生から除かれている。１９９２年調査は「外国人学生」を含む。
（注２）１９７１年調査で、抽出率に２つの数字が掲げられているのは、前者は医学部であり、後者は医学部を除く他の学

部である。また、１９７４年以降の調査で抽出率に幅がある場合は、学部（大学院）の規模により、その数字の範囲
内で抽出率をそれぞれ定めている。
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Ⅰ．基本的事項

表２ ２０００年（第５０回）学生生活実態調査回収状況一覧

男女別

学部等名 項目

男 子 女 子 全 体

在籍者数 対象者数 回収数 回収率 在籍者数 対象者数 回収数 回収率 在籍者数 対象者数 回収数 回収率

教養学部（前期）

文 科 小 計

文 科 一 類

文 科 二 類

文 科 三 類

理 科 小 計

理 科 一 類

理 科 二 類

理 科 三 類

人

２，３９８

１，０１９

６７６

７０３

３，４６１

２，４１８

８８４

１５９

人

３００

１２７

８４

８９

４３６

３０５

１１１

２０

人

１７４

７５

５１

４８

２４７

１７５

６１

１１

％

５８．０

５９．１

６０．７

５３．９

５６．７

５７．４

５５．０

５５．０

人

６９１

２３０

１０４

３５７

４９５

１５６

３１２

２７

人

８６

２８

１３

４５

６３

２０

４０

３

人

６９

２２

１０

３７

５３

１６

３５

２

％

８０．２

７８．６

７６．９

８２．２

８４．１

８０．０

８７．５

６６．７

人

３，０８９

１，２４９

７８０

１，０６０

３，９５６

２，５７４

１，１９６

１８６

人

３８６

１５５

９７

１３４

４９９

３２５

１５１

２３

人

２４３

９７

６１

８５

３００

１９１

９６

１３

％

６３．０

６２．６

６２．９

６３．４

６０．１

５８．８

６３．６

５６．５

法 学 部

経 済 学 部

文 学 部

教 育 学 部

理 学 部

工 学 部

農 学 部

薬 学 部

医 学 部

教養学部（後期）

１，３５１

７０８

６４８

１３７

５９４

１，９１２

５０３

１２７

３９３

３２８

１７３

９０

８１

１７

７４

２４０

６３

１６

５０

４１

６９

４１

３５

９

４０

１２２

２４

８

２１

１６

３９．９

４５．６

４３．２

５２．９

５４．１

５０．８

３８．１

５０．０

４２．０

３９．０

２９２

１１５

２７５

７６

８２

１５５

１９４

４７

１１７

１３３

３７

１５

３５

１０

１０

１９

２４

６

１５

１６

２０

５

２１

６

６

１４

１５

４

１２

１１

５４．１

３３．３

６０．０

６０．０

６０．０

７３．７

６２．５

６６．７

８０．０

６８．８

１，６４３

８２３

９２３

２１３

６７６

２，０６７

６９７

１７４

５１０

４６１

２１０

１０５

１１６

２７

８４

２５９

８７

２２

６５

５７

８９

４６

５６

１５

４６

１３６

３９

１２

３３

２７

４２．４

４３．８

４３．８

５５．６

５４．８

５２．５

４４．８

５４．５

５０．８

４７．４

合 計 １２，５６０ １，５８１ ８０６ ５０．０ ２，６７１ ３３６ ２３６ ７０．２１５，２３１ １，９１７ １，０４２ ５４．４

１９９８年（第４８回）

調 査
１３，０１３ １，６２７ ９１８ ５６．４ ２，６９５ ３３７ ２６７ ７９．２１５，７０８ １，９６４ １，１８５ ６０．３

注） 「在籍者数」は２０００年（平成１２年）１１月１日現在の学生数（休学者、外国人学生を除く）である。
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Ⅱ．家庭の状況

家庭の所在地は５７．５％が関東

主たる家計支持者は「父」が９０．７％、職業は「管理的職業」が４７．２％

年収額１，０１６万円、９１年以降もっとも落ち込む

家庭の所在地は、「東京都」２４．３％、東京都以外の「関東」が３３．２％、合計すると５７．５％で、前回（１９９８年）調査と
比較して８．５ポイントの減少となっている。男女別では、「東京都」と「関東」で男子の５６．４％に対し、女子は６１．０％で
前回調査と同様男子を上回っている。
「東京都」の比率は全体で前回の３３．８％から９．５ポイント減の２４．３％で、男女別に見ると、男子は３０．６％から２２．８％と
７．８ポイント減少し、女子は４４．６％から２９．２％と１５．４ポイント減少している（図１―１～２、資料１―Ⅱ―１表）。
主たる家計支持者は「父」が９０．７％を占め、「母」は５．２％で前回調査とほぼ同じである（資料１―Ⅱ―３表）。
その職業は例年どおり「管理的職業」が最も多く４７．２％、次いで「専門的、技術的職業」１６．４％、「教育的職業」１１．７％

と続き、前回調査と同順となっている（表３、資料１―Ⅱ―４表）。
次に家計支持者の年収額の全体平均は１，０１６万円で、前回調査（１，０３４万円）に比べ１．７％、最高額を示した９５年調査

（１，０９５万円）より７．２％の減少で、９１年調査（１，０７３万円）以降の年収額で最も低くなっている。
年収の分布状況は、「９５０万円未満」が４４．７％を占めて、「１，０５０万円以上」３３．０％、「９５０万円以上１，０５０万円未満」２２．５％

の順となっている。前回調査で最も多かった「９５０万円未満」は４１．８％から２．９ポイント増加している（図２～３、資料
１―Ⅱ―５～６表）。

調査年 東京都 関 東 北海道 東 北 中 部 近 畿 中 国 四 国 九州・沖縄

１９７３年 ２７．０％ ３１．０％ １．０％ ３．０％ １１．０％ １１．０％ ４．０％ ４．０％ ７．０％

１９８８年 ２４．５ ３０．４ ０．９ ２．３ １１．６ １３．７ ５．７ ２．５ ８．４

１９９３年 ２５．７ ３２．１ １．１ ２．６ １１．４ １４．９ ４．１ ２．４ ５．５

１９９６年 ２５．２ ３４．２ １．１ ２．６ １２．０ １１．０ ４．２ ２．６ ７．０

１９９７年 ２４．７ ３２．６ ０．７ １．８ １１．４ １４．６ ３．８ ２．８ ７．５

１９９８年 ３０．６ ３３．６ ０．７ ２．０ ９．５ ９．６ ５．１ ２．０ ６．９

２０００年 ２２．８ ３３．６ １．５ ３．２ １２．９ １１．５ ３．１ ２．２ ８．７

図１―１ 家庭の所在地の推移（男子学生）
単位：％

２００１．１２．１４ №１２２７
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調査年 東京都 関 東 北海道 東 北 中 部 近 畿 中 国 四 国 九州・沖縄

１９７３年 ４２．０％ ３２．０％ １．０％ ― ％ ９．０％ ５．０％ ４．０％ ３．０％ ４．０％

１９８８年 ３７．６ ３４．２ ０．９ ― １０．３ ７．７ ６．０ ― ３．４

１９９３年 ４２．２ ３４．２ ０．６ ２．５ ７．５ ５．６ １．９ １．２ ４．３

１９９６年 ２９．３ ３２．９ １．２ １．６ １５．０ ８．１ ３．３ ２．０ ６．５

１９９７年 ３１．５ ３５．９ ０．４ ２．０ ９．７ ６．９ ５．６ ３．２ ４．４

１９９８年 ４４．６ ２７．７ １．１ ０．７ ８．２ ４．５ ２．２ ３．４ ６．４

２０００年 ２９．２ ３１．８ １．７ ３．４ １１．０ ７．６ ２．１ ３．０ ９．７

図１―２ 家庭の所在地の推移（女子学生）
単位：％

№１２２７ ２００１．１２．１４
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表３ 「家計支持者の職業分類」三重クロス集計の一元表 （「職業」×「勤務先の規模」×「雇用形態」）

区

分

専門的、技術的職業 教 育 的 職 業 管 理 的 職 業 事

務

販

売

農

・

林

・

漁

業

生
産
工
程
・
採
掘
作
業

運
輸
・
通
信
・
保
安
・
サ
ー
ビ
ス

無

職

そ
の
他
・
分
類
不
能

無

回

答

合

計

事

例

数

被

雇

用

者

単
独
又
は
、
雇
用
主

小

計

専
の
教
授
・
助
教
授

大
学（
研
究
所
）、
短
大
、
高

校

長

・

教

頭

小
・
中
・
高
校
の

一

般

教

員

小

計

（
従
業
員
一
、
〇
〇
〇
人
以
上
）

民
間
企
業
大
規
模

（
従
業
員
一
、
〇
〇
〇
人
未
満
）

中

規

模

以

下

民

間

企

業

（
従
業
員
一
、
〇
〇
〇
人
以
上
）

大

規

模

雇
用
主
・
経
営
者

（
従
業
員
一
、
〇
〇
〇
人
未
満
）

中

規

模

以

下

雇
用
主
・
経
営
者

官

公

庁

小

計

１９８４年
全 体

％
６．９

％
３．６

％
１０．５

％
５．２

％
２．４

％
６．７

％
１４．３

％
１９．１

％
９．２

％
１．６

％
７．７

％
８．６

％
４６．２

％
６．４

％
５．６

％
１．６

％
５．５

％
５．６

％
２．８

％
１．４

％
１００．０

人
１，０５０

男 子
女 子

６．５
１０．２

３．２
８．０

９．７
１８．２

５．０
８．０

２．４
２．３

７．０
３．４

１４．４
１３．７

１９．１
１９．３

９．１
１０．２

１．７
１．１

７．８
６．８

８．６
８．０

４６．３
４５．４

６．５
４．５

５．９
２．３

１．８
―

５．９
１．１

５．６
５．７

２．５
５．７

１．２
３．４

１００．０
１００．０

９６２
８８

１９９７年
全 体

％
１０．７

％
６．１

％
１６．８

％
５．８

％
１．８

％
２．８

％
１０．４

％
２２．９

％
９．９

％
１．８

％
５．２

％
５．８

％
４５．６

％
６．９

％
４．６

％
０．９

％
３．５

％
４．７

％
２．４

％
２．６

％
１．７

％
１００．０

人
１，１９８

男 子
女 子

１０．８
１０．１

６．７
３．６

１７．５
１３．７

５．１
８．５

１．７
２．４

２．２
４．８

９．０
１５．７

２３．６
２０．２

９．６
１１．３

１．８
１．６

５．２
５．２

５．５
７．３

４５．７
４５．６

７．２
６．０

４．８
３．６

０．８
１．２

３．７
２．８

５．３
２．４

２．１
３．６

２．５
２．８

１．５
２．４

１００．０
１００．０

９５０
２４８

１９９８年
全 体

％
１１．４

％
５．７

％
１７．１

％
４．６

％
１．６

％
３．６

％
９．８

％
２１．９

％
９．５

％
１．６

％
４．５

％
６．６

％
４４．１

％
６．５

％
５．３

％
０．４

％
３．５

％
５．１

％
２．６

％
２．４

％
３．０

％
１００．０

人
１，１８５

男 子
女 子

１０．６
１４．２

６．１
４．５

１６．７
１８．７

４．７
４．５

１．４
２．２

３．５
４．１

９．６
１０．８

２２．１
２１．３

９．８
８．６

１．０
３．７

４．６
４．１

６．５
６．７

４４．０
４４．４

６．６
６．０

５．４
４．９

０．５
―

４．０
１．９

５．２
４．５

２．２
４．１

２．４
２．６

３．３
１．９

１００．０
１００．０

９１８
２６７

２０００年
全 体

％
５．５

％
１０．７

％
１６．２

％
６．０

％
２．０

％
３．５

％
１１．４

％
１８．５

％
１２．７

％
０．７

％
５．７

％
８．２

％
４５．７

％
７．４

％
４．０

％
０．７

％
４．０

％
３．２

％
３．４

％
２．３

％
１．７

％
１００．０

人
１，０４２

男 子
女 子

５．２
６．４

１１．７
７．６

１６．９
１４．０

５．１
８．９

２．４
０．８

３．２
４．２

１０．７
１４．０

１９．１
１６．５

１３．０
１１．４

０．５
１．３

５．３
６．８

７．７
９．７

４５．７
４５．８

８．１
５．１

３．６
５．５

０．６
０．８

４．５
２．５

３．３
２．５

３．２
３．８

１．６
４．７

１．９
１．３

１００．０
１００．０

８０６
２３６

注）「専門的、技術的職業」、「教育的職業」及び「管理的職業」の各区分において「勤務先の規模」または「雇用形態」について不明の者が合わせて２１名おり、それらは、「その
他・分類不能」または「無回答」の区分へ移行し集計した。従って、「職業分類」のみを挙げたⅡ―４表とでは、集計値に若干の相違がある。

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７
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図２ 主たる家計支持者の年収額分布

図３ 主たる家計支持者の平均年収額の推移

№１２２７ ２００１．１２．１４

8



Ⅲ．生活費の状況

生活費は自宅生６９，５００円、自宅外生１５２，８００円

自宅外生の「住居費」は支出総額の４１．８％

収入形態で大きな割合を占めるのは、自宅生が「アルバイト・雑収入」、自宅外生が「家庭からの仕送り」

１か月当たりの生活費（１００円未満四捨五入）をみると、「支出総額」は、自宅生６９，５００円、自宅外生１５２，８００円で、
前回（１９９８年）調査結果と比較すると自宅生で６，０００円、自宅外生では４，７００円減少している。
自宅外生の「住居費」は、６３，９００円で前回調査と比べ１，９００円減っているが、支出総額の４１．８％を占め、前回調査と

同じ割合になっている。また、７割を超える賃貸マンションの平均額は、男子７１，９００円、女子７７，９００円で前回調査から
横ばいである。
「通学費」は、自宅生８，１００円、自宅外生４，２００円で、支出総額に占める割合は自宅生が１１．７％、自宅外生は２．８％であ
る（表４、図４、資料１―Ⅲ―１表）。
一方、「収入総額」は、自宅生７５，５００円、自宅外生１６７，６００円で、前回調査とほぼ同じである。自宅外生の生活費は自

宅生に比べ、支出総額で前回調査より若干増え２．２倍、収入総額でも前回調査同様２．２倍となっている。
収入のうち、「家庭からの仕送り・小遣い」は、自宅生４１，０００円、自宅外生１２８，２００円で、前回調査より自宅生で

１，０００円、自宅外生では４，６００円増加している。「アルバイト・雑収入」は自宅生、自宅外生とも５０，０００円を切り前回調
査を下回っている（表４、資料１―Ⅲ―２表）。
収入形態の推移をみると、「仕送り＋アルバイト・雑収入」が最も大きな割合を占めている（表５）。

表４ 生活費の状況の推移（支出総額・収入総額）

区 分
支 出 総 額 収 入 総 額

自 宅 マ ン シ ョ ン ・
アパート・下宿他 学 寮 その他の寮 自 宅 マ ン シ ョ ン ・

アパート・下宿他 学 寮 その他の寮

１９７１年（男子）
円

１５，６００
円

３７，６００
円

２５．１００
円

３０，４００
円

１６，８００
円

３９，０００
円

２７，５００
円

３２，１００
１９７２年（男子） ２０，１００ ４０，９００ ２７，６００ ３１，４００ ２１，１００ ４２，２００ ２９，９００ ３２，２００
１９７６年（男子） ３２，６００ ７３，５００ ４９，４００ ５９，３００ ３５，９００ ７６，９００ ５５，１００ ６３，９００
１９７７年（女子） ３１，０００ ７６，７００ ５１，０００ ８５，３００ ３６，２００ ８２，０００ ５６，９００ ９２，０００
１９７９年（男子） ４１，０００ ８８，１００ ６１，０００ ７７，７００ ４５，６００ ９３，１００ ６８，５００ ８３，６００
１９８０年（男子） ４１，１００ ９２，９００ ６２，６００ ７８，３００ ４８，１００ １００，２００ ６６，８００ ８４，４００
１９８１年（男子） ４４，３００ １００，５００ ６９，９００ ８２，２００ ５０，１００ １０７，０００ ７５，５００ ９１，３００
１９８２年（女子） ４１，７００ １０５，４００ ６４，９００ １０８，７００ ４９，６００ １１５，４００ ７５，５００ １１９，２００
１９８３年（男子） ５４，９００ １１０，９００ ７１，３００ ８６，７００ ６０，８００ １１８，６００ ７８，６００ ９６，７００
１９８４年（男子） ６１，３００ １１６，１００ ７７，７００ ８５，５００ ６７，６００ １２４，２００ ８６，１００ ９５，３００
〃 （女子） ５６，５００ １１４，９００ ６４，７００ １０７，２００ ５６，７００ １２５，４００ ７８，３００ １１２，８００

１９９１年（男子） ７７，３００ １６１，３００ ８１，０００ １１５，１００ ８６，９００ １７５，１００ １０９，１００ １３２，３００
〃 （女子） ７６，１００ １６２，２００ ９１，４００ １３４，０００ ８１，３００ １８２，５００ ９０，６００ １４１，０００

１９９３年（男子） ７７，６００ １６３，８００ ９７，７００ １０８，５００ ８２，３００ １７６，０００ １０３，０００ １２６，４００
〃 （女子） ７７，４００ １５７，８００ １３３，０００ １４７，５００ ７７，０００ １７２，６００ １５１，５００ １６８，３００

１９９４年（男子） ７５，３００ １６４，３００ ９１，４００ １１９，１００ ８２，０００ １７３，２００ １１６，４００ １３１，８００
〃 （女子） ７４，７００ １６２，２００ ９２，６００ １２７，３００ ８２，０００ １８０，３００ １１５，６００ １４２，９００

１９９５年（男子） ７４，０００ １６１，６００ ９６，４００ １３０，３００ ８０，５００ １７６，２００ １０９，５００ １５６，２００
〃 （女子） ６５，７００ １６６，０００ ９４，８００ １４３，０００ ７４，９００ １８７，０００ １３０，１００ １５６，８００

１９９６年（男子） ７６，０００ １６６，５００ １０５，９００ １１１，３００ ８３，０００ １７６，８００ １２９，５００ １３０，９００
〃 （女子） ７９，５００ １５７，５００ １１５，３００ １４２，１００ ８１，５００ １６９，６００ １９，５００ １７３，６００

１９９７年（男子） ７１，５００ １６２，３００ ９６，８００ １２６，５００ ７８，４００ １７５，２００ １１７，３００ １４９，２００
〃 （女子） ７４，５００ １５５，２００ ９４，０００ １４８，３００ ８３，９００ １７７，１００ １１６，４００ １６１，９００

１９９８年（男子） ７５，１００ １６２，５００ ９９，５００ １１３，６００ ７５，４００ １７１，１００ １１４，８００ １２３，４００
〃 （女子） ７７，０００ １７２，３００ ８３，８００ １５４，３００ ７３，８００ １８２，３００ １２５，８００ １６１，３００

２０００年（男子） ６９，４００ １５９，６００ ６５，９００ １０８，２００ ７６，５００ １７２，０００ １００，１００ １２９，０００
〃 （女子） ６９，９００ １６７，３００ ７９，５００ １５８，３００ ７２，３００ １８２，８００ １０４，３００ １７５，０００
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表５ 収 入 形 態 の 推 移

区 分 仕送り
のみ

奨学金
のみ

アルバ
イトの
み

アルバ
イト・
雑収入
のみ

仕送り
＋

奨学金

仕送り
＋

アルバイト

奨学金
＋

アルバイト

仕送り
＋奨学
金＋ア
ルバイ
ト

仕送り
＋アル
バイト
・雑収
入

奨学金
＋アル
バイト
・雑収
入

仕送り＋
奨学金＋
アルバイト
・雑収入

その他 雑収入 無回答 合 計 事例数

１９７１年（男子）
％

３６．０
％
１．０

％
５．０

％
―

％
７．０

％
３６．０

％
３．０

％
１４．０

％
―

％
―

％
―

％
―

％
―

％
―

％
１００．０ ５３６

１９７２年（男子）３８．０ ― ７．０ ― １１．０ ２９．０ ２．０ １３．０ ― ― ― ― ― ―１００．０ ４４２
１９７６年（男子）３０．９ ０．３ ８．２ ― ６．７ ３９．０ ３．４ １１．６ ― ― ― ― ― ―１００．０ ８０３
１９７７年（女子）２８．６ ０．２ １０．９ ― ４．７ ３８．９ ３．１ ６．３ ― ― ― ― ― ７．３１００．０ ６１５
１９７９年（男子）３１．１ ０．４ ７．３ ― ７．４ ３８．６ ２．７ １０．８ ― ― ― ― ― １．７１００．０ ８４０
１９８０年（男子）３０．６ ０．１ ９．６ ― ７．６ ３７．１ ３．４ ９．４ ― ― ― ― ― ２．２１００．０ ７８５
１９８１年（男子）３２．０ ０．１ ８．６ ― ６．７ ３６．３ ２．８ ９．９ ― ― ― ― ― ３．５１００．０ ７６５
１９８２年（女子）２４．８ ０．３ １７．０ ― ２．８ ４１．１ ３．５ ５．８ ― ― ― ― ― ４．７１００．０ ７０６
１９８３年（男子）２８．４ ０．１ ７．４ ― ４．９ ４２．５ ３．２ １０．３ ― ― ― ― ― ３．２１００．０ ７５６
１９８４年（男子）２５．５ ― ８．０ ― ６．１ ４５．７ ３．３ ８．８ ― ― ― ― ― ２．５１００．０ ９６２
〃 （女子）２５．０ ― １２．５ ― １．１ ５２．３ ２．３ ５．７ ― ― ― ― ― １．１１００．０ ８８

１９９１年（男子）１８．７ ５．３ ― ― ３．３ ５０．４ ３．１ １２．５ ― ― ― ５．５ ― １．３１００．０ ８１９
〃 （女子）１２．１ ４．５ ― ― ３．８ ４８．５ １．５ １６．７ ― ― ― ９．１ ― ３．８１００．０ １３２

１９９３年（男子）２２．３ ０．２ ３．１ ― ５．２ ５１．１ ２．２ ９．８ ― ― ― ４．８ ― １．４１００．０ ８７１
〃 （女子）１４．９ ０．６ ５．０ ― ３．１ ５５．９ １．９ １１．２ ― ― ― ５．６ ― １．９１００．０ １６１

１９９４年（男子）２３．８ ０．３ ３．６ ― ４．４ ４９．６ １．９ ９．７ ― ― ― ５．６ ― １．２１００．０１，００８
〃 （女子）２５．６ ― ４．８ ― ２．９ ４８．３ １．０ １０．６ ― ― ― ４．３ ― ２．４１００．０ ２０７

１９９５年（男子）２０．５ ０．４ ３．２ ― ３．７ ４０．４ １．８ ７．５ ― ― ― ― １９．６ ２．９１００．０１，０５６
〃 （女子）１７．７ ０．４ ６．５ ― ３．０ ３５．８ １．７ ６．５ ― ― ― ― ２６．７ １．７１００．０ ２３２

１９９６年（男子）２０．９ ０．３ ― ３．９ ５．５ ― ― ― ５３．１ ２．４ １０．３ ― ― ３．６１００．０ ９７４
〃 （女子）１８．７ ０．８ ― ５．７ ２．８ ― ― ― ５７．３ １．２ １１．４ ― ― ２．０１００．０ ２４６

１９９７年（男子）２２．７ ０．５ ― ４．２ ５．８ ― ― ― ５３．６ １．２ ９．６ ― ― ２．４１００．０ ９５０
〃 （女子）２０．２ ０．４ ― ４．８ １．２ ― ― ― ５３．６ ４．０ １２．５ ― ― ３．２１００．０ ２４８

１９９８年（男子）２２．０ ０．３ ― ６．６ ５．１ ― ― ― ５１．５ ２．１ ９．２ ― ― ３．２１００．０ ９１８
〃 （女子）２３．６ ０．７ ― ９．０ ４．１ ― ― ― ４９．８ ０．７ １０．５ ― ― １．５１００．０ ２６７

２０００年（男子）２７．２ ０．９ ― ５．２ ５．６ ― ― ― ４３．９ １．６ １１．５ ― ― ４．１１００．０ ８０６
〃 （女子）２２．９ ０．４ ― ７．２ ３．０ ― ― ― ４７．９ ３．４ １１．４ ― ― ３．８１００．０ ２３６

※ １９９５年から、「その他」を「雑収入」に変更し、１９９６年から、「アルバイト」と「雑収入」を「アルバイト・雑収入」
に変更した。

図４ 支出総額の上昇率（男子学生）
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Ⅳ．通学・住居

現在の居住地は７０．８％が「都内」

「賃貸マンション、アパート（バスつき）」は７４．６％、後期課程の女子では８８．０％

「通学所要時間」は平均５０．９分、自宅生は自宅外生の２倍以上の６８．３分

都内在住者は７０．８％で、「２３区内」５７．６％、「２３区外」１３．２％となっている（資料１―Ⅳ―１表）。
自宅生の現住所分布は、東京都４８．３％（区内３５．８％、区外１２．５％）、神奈川県２１．７％、千葉県１３．９％、埼玉県１２．５％

で、前回（１９９８年）調査と同順だが、おのおのについてみると、２３区内で４．１ポイント、２３区外で４．０ポイント減少し、
埼玉県で２．７ポイント、神奈川県で１．７ポイント、千葉県で１．５ポイント増加している（図５―１）。
自宅外生の現住所分布を課程別にみると、前期課程は「世田谷・渋谷・目黒」２８．５％、「２３区外」が２１．１％、「台東・

文京・豊島」と「中野・杉並・新宿」が共に１６．８％、後期課程では「台東・文京・豊島」が４３．４％、「板橋・練馬・北」
が１８．０％、「世田谷・渋谷・目黒」が１０．２％を占め、前回調査同様上位に分布している。分布を前回調査と比較すると、
前期課程の上位区で「世田谷・渋谷・目黒」が６．７ポイント減少し、「２３区外」が３．３ポイント増加している。後期課程
の上位区では「台東・文京・豊島」が１．０ポイント増加、「板橋・練馬・北」が１．６ポイント、「世田谷・渋谷・目黒」が
５．８ポイント減少している（図５―２）。
自宅外生の住居区分は「賃貸マンション、アパート（バスつき）」が最も多く７４．６％、「学寮以外の寮」８．８％の順で、

他は「アパート（バスなし）」４．７％、「東大学寮・三鷹国際学生宿舎」４．５％など少なめとなっている。前回調査と比較
すると、「分譲及び賃貸マンション、アパート（生活設備の備わった）」は７６．１％から７８．５％に２．４ポイント増えており、
男子で２．０ポイント、女子で４．１ポイント増えている。とくに後期課程の学生では男子８４．９％、女子９２．０％に上っている
（図６―１～２、資料１―Ⅳ―２表）。
通学に利用する交通機関では、後期課程の学生で自転車の利用が比較的多く、とくに男子では「電車」６４．９％に次い

で２４．４％となっている（資料１―Ⅳ―３表）。
通学所要時間は、片道平均５０．９分で前回調査より若干少なくなっている。自宅生は自宅外生３３．２分の倍以上の６８．３分

を要している（資料１―Ⅳ―４表）。

図５―１ 現住所の分布（自宅生）
単位：％
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図６―１ 自宅外生の住居区分の推移（男子学生） 単位：％

図５―２ 現住所の分布（自宅外生）
単位：％

図６―２ 自宅外生の住居区分の推移（女子学生） 単位：％
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Ⅴ．奨 学 金

奨学金を希望している者３８．２％

奨学生のうち８４．８％が日本育英会から貸与を受けている

用途は「生活費」、「勉学費」、「教養・娯楽費」が中心

奨学金を希望している学生は、「受けている」２０．７％「受けたいが受けられなかった」１７．５％合わせて３８．２％となり、
前回（１９９８年）調査と比較すると３６．６％から１．６ポイントの微増となっている（図７、資料１―Ⅴ―１表）。
「受けたいが受けられなかった」または「受けたくない」と回答した理由としては、「資格がない」２４．８％が最も多く、
次いで「出願はしたが採用されなかった」２１．４％、「貸与なので申請しなかった」２０．５％、「事務手続が煩雑だから」１４．５％、
「掲示等に気がつかなかった」１０．３％となっている（資料１―Ⅴ―２表）。
受領している奨学金の内訳は、「日本育英会のみ」が７３．２％と前回調査同様過半数で、これに「他の奨学金との併用」

１１．６％を含め日本育英会から貸与を受けている奨学生は８４．８％を占め、前回調査と比べると６．１ポイント増加している
（資料１―Ⅴ―３表）。
奨学金はどんな面で役立っているかについては、例年どおり「家庭の経済的負担が軽減される」が７６．４％でもっとも

多く、次いで「多少ともゆとりのある生活ができる」３９．８％、「奨学金があるので生活が成り立っている」３０．１％が上
位になっている（資料１―Ⅴ―４表）。
奨学金の主たる支出目的（用途）は、前回調査とほぼ同順で「生活費（衣・食・住居費）」７７．３％、「勉学費」４９．５％、

「教養・娯楽費」４５．４％、「授業料」２８．７％、「貯金」１８．５％の順となっている。また前回調査との比較では、「授業料」
が５．５ポイント、「生活費（衣・食・住居費）」が１．０ポイント増加しており、逆に「教養・娯楽費」が９．８ポイント、「勉
学費」が５．６ポイント減少している（資料１―Ⅴ―５表）。

図７ 奨学金受領状況の推移

単位：％
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Ⅵ．アルバイト

アルバイトをしている者８０．７％

「家庭教師」が約半数、女子では「販売・サービス業」が続く

週に１０．６時間、月額で４７，９００円

アルバイトをしていると回答した学生は、全体の８０．７％（「継続的」５５．０％、「臨時」１２．５％、「継続的＋臨時」１３．２％）
で、前回（１９９８年）調査と比較し全体で０．２％減少している。また、男子学生の７９．３％に対し、女子学生は８５．６％を占
め女子が男子を上回っている（図８―１～２、資料１―Ⅵ―１表）。
アルバイトの種類は「家庭教師」がほぼ半数で、男子の場合は「家庭教師」４２．７％、「塾講師」３１．５％、「販売・サー

ビス業」２３．５％、「肉体労働」１９．９％と続き、女子では「家庭教師」５４．５％、「販売・サービス業」３５．１％、「塾講師」２９．２％
と続いている。（資料１―Ⅵ―２表）。
アルバイトの従事時間数は１週間当たり１０．６時間、１か月当たりの収入額は４７，９００円となっている。前回調査と比べ

ると、時間では週１．１時間、収入では月額５，３００円減少している（資料１―Ⅵ―３表）。
アルバイトの紹介者は「友人・知人等」、「新聞広告・アルバイト広告誌」、「アルバイト先と直接」、「大学の担当事務」

が主である（資料１―Ⅵ―４表）。
アルバイトをした理由では、「学生生活を楽しむため」を挙げている学生が４１．１％で最も多く、次いで「家庭の経済

的負担を軽減するため」２８．１％、「社会経験のため」２４．０％と続き、前回調査と同順である（資料１―Ⅵ―５表）。
アルバイト収入の主たる使途は男女とも「教養・娯楽費」が７１．０％で前回調査同様最も多く、次いで「生活費（衣・

食・住居費）」５３．４％、「旅行（帰省旅行も含む）」１９．３％、「貯金」１８．８％、「勉学費」１０．３％の順となっているが、「旅
行（帰省旅行も含む）」では女子が男子を１３．１ポイント上回っている（資料１―Ⅵ―６表）。
継続的アルバイトが勉学の妨げになりませんかという問に、「かなり妨げになった」と回答した学生と「多少妨げに

なった」と回答した学生を含めると５５．３％になり、前回調査と比べると８．６ポイントの増加となっている（資料１―Ⅵ
―７表）。
現在の暮らし向きについては、８１．７％の学生が「かなり楽な方」、「やや楽な方」、「普通」であると答えている反面、

３．４％の学生が「大変苦しい方」と答えている（資料１―Ⅵ―８表）。

図８―１ アルバイト状況の推移（男子学生）
単位：％

図８―２ アルバイト状況の推移（女子学生）
単位：％
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Ⅶ．生 活 時 間

生活必需行動（睡眠、食事、身の回りの用事等）が約１０時間

勉学時間は約８時間

今回の生活時間の設問には、前回（１９９７年）調査の生活行動内容に「パソコンでの通信・情報収集・ゲーム」の項目
を加えた。
図９に、各生活行動内容に該当する平均的な生活時間が示されている。ただし、それらは各生活行動について回答し

た学生の平均時間であり、本学学生全体の平均的な生活行動像を示しているというわけではない。
「睡眠」約７時間をはじめ、「食事・団らん」、「身の回りの用事」等といった生活必需行動が約１０時間、「大学での学
習」、「自宅・図書館等での学習」及び「大学以外の教育機関での学習」を合わせた勉学時間はおよそ８時間となってい
る。
男女別の比較では、男子が「睡眠」、「アルバイト」、「大学以外の教育機関での学習」、「テレビ・ラジオ」、「パソコン

での通信・情報収集・ゲーム」及び「その他」の６項目で１０ポイント以上多いのに対し、女子は「食事・団らん」、「身
の回りの用事」及び「家事」の３項目で１０ポイント以上多くなっている。
自宅と自宅外との比較では、自宅生の方が往復の「通学」でおおむね０．５時間、「食事・団らん」で比較的多くの時間

を費やしている。他方、自宅外生では「アルバイト」、「大学での学習」、及び「家事」等が多くなっている。
前期・後期課程別の勉学時間をみてみると、後期課程学生の方が前期課程学生より「大学での学習」、「自宅・図書館

等での学習」及び「大学以外の教育機関での学習」の３項目の学習総時間が１．５時間程多くなっている。また、同様に
文科系・理科系別の勉学時間をみてみると、理科系学生の方が文科系学生より２時間程多くなっている（資料１―Ⅶ表）。

図９ 生 活 時 間 分 布 （ 全 体 ）

単位：時間

２００１．１２．１４ №１２２７

15



屋�

Ⅷ．学内施設の利用

学部等の図書館・図書室の利用者７３．７％、情報教育棟（駒場）５３．６％、

総合図書館の利用者４８．７％、各学部の端末室・情報処理室（本郷）３０．３％

学内食堂・喫茶室の利用者は８５．８％、毎日利用する学生は２８．９％

月１回以上使用している学内施設を回答の多い順にあげると、「学内食堂・喫茶室」が８５．８％で最も多く、次いで「学
部等の図書館・図書室」が７３．７％、「情報教育棟（駒場）」が５３．６％、「総合図書館」が４８．７％、「各学部の端末室・情報
処理室（本郷）」が３０．３％「サークル部室」が２９．８％となる。
本学では、前期課程学生は駒場地区、後期課程学生は本郷地区に所属することが多い。そのため、学内施設の所在地

により、利用する学生集団に偏りがみられる。例えば、本郷地区にある「総合図書館」の場合、前期課程学生の利用が
２０．５％であるのに対して、後期課程学生の利用は７９．２％にのぼる。同様に、駒場地区にある「情報教育棟（駒場）」の
場合、前期課程学生の利用が９１．５％にのぼるが、後期課程学生の利用は僅かに１２．６％となっている（図１０、資料１―Ⅷ
表）。
前回（１９９６年）調査と比べると、いくつかの施設（各学部の端末室・情報処理室（本郷）、情報教育棟（駒場）、総合

図書館の談話室・ラウンジ（本郷）など）において無回答が大幅に減っているのが目につく。なお、利用率で男子と女
子で大きな差がある施設は見当たらず、著しく女子が利用しにくいといった問題はないようである。

図１０ 学 内 施 設 の 利 用 度
単位：％
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Ⅸ．読 書

毎月の本代は１２，８００円

最も感銘を受けた本は、『ノルウェイの森』と『バトル・ロワイアル』

好きな作家、「夏目漱石」が３位に転落

高校時代の読書冊数の平均（参考書など受験対策用のものを除く）は、「マンガ・コミック」１０７．０冊、「小説・文芸
書」５３．８冊、「その他」３７．４冊、「教養書」２３．２冊の順となっている（資料１―Ⅸ―１表）。
２０００年４月から調査時までの読書冊数の平均は、「勉学に直接必要な本」（以下「勉学書」）が１９．３冊、「小説・文芸書」

１６．８冊、「教養書」１２．０冊、「マンガ・コミック」３５．８冊、「その他」１６．９冊で、合計７８．２冊である。今回調査で新たに
質問した「マンガ・コミック」については、前期・後期課程、文科系・理科系の別による違いは見られず、「小説・文
芸書」と「教養書」とを比較すると、前期課程で前者が後者を３冊上回り、後期課程では逆転している。前回（１９８９年）
調査からは、「マンガ・コミック」の数を差し引けば大きな変化はないが、「勉学書」が１１．９冊から１９．３冊へと増加を見
た。また、本の入手先は、「自分で買った本」３８．４冊、「貸本屋、友人・知人などから借りた本」２６．０冊、「その他（東
大以外）の図書館の本」２３．２冊、「東大図書館」１４．６冊の順となっている（資料１―Ⅸ―２・３表）。
毎月の本代は、平均１２，８００円。そのうち最も多くを占める「勉学書」は６，９００円で前回調査から７００円増えたが、他方

で「教養書」は３，０００円で前回調査から１，１００円減り、「マンガ・コミック」の３，４００円よりも少ない数字となった。（図１１、
資料１―Ⅸ―４表）。
蔵書数は、「勉学書」「小説・文芸書」「教養書」の合計について、５０冊以下が３７．１％（文科系２８．６％、理科系４４．２％）

と最も多く、２００冊を越える学生は１５．８％にすぎない。「マンガ・コミック」についてもまた、５０冊以下が文科系・理科
系のどちらも６７％を占める（資料１―Ⅸ―５・６表）。
最近読んだ本のうち最も関心を持ったもの、あるいは感銘の深かったものは、村上春樹の『ノルウェイの森』と高見

広春の『バトル・ロワイアル』とが同数で１位であり、ダニエル・キイスの『アルジャーノンに花束を』が３位となっ
た。前回調査１位の『ノルウェイの森』は今回も１位であったが、前回調査２位の『アルジャーノンに花束を』は３位
に後退している（資料１―Ⅸ―７表）。
好きな著者、作家名は、村上春樹が前回３位から１位に上がり、司馬遼太郎は前回同様２位のままで、前回１位で

あった夏目漱石が３位に下がっている（資料１―Ⅸ―８表）。

図１１ 毎 月 の 書 籍 購 入 金 額

単位：円
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Ⅹ．入学までの学習

東大志望の時期は「高校時代」が７４．８％

浪人経験者のうち、「塾・予備校に通った者」８４．５％

「大学受験」が人生にとって意味がある、大切なことだと考える者９５．６％

入学者の出身高校は、「国立（大学附属）」１０．９％、「公立」３４．２％、「中・高一貫型の私立」４９．０％、「その他の私立」
３．９％、「大学入学資格検定」０．２％、「その他」・「無回答」合わせて１．７％となっている。前回（１９８８年）調査との比較
では、「公立」は１３．４ポイントの減、逆に「中・高一貫型の私立」が１１．８ポイントの増となっている（資料１―Ⅹ―１
表）。
東大へ入学したいと思い始めたのは「高校時代」が７４．８％で、最も多い。この傾向は過去の調査にも同様にみられる

が、その比率は今回が最高である（図１２、資料１―Ⅹ―２表）。
入学前に家庭教師に付いていた学生は、「小学生時代」２．２％、「中学生時代」２．５％、「高校生時代」２．８％、「高校卒

業後」にいたっては０．３％にすぎない（資料１―Ⅹ―３表）。
塾・予備校に通っていた学生については、「小学生時代」５９．２％、「中学生時代」４９．３％、「高校生時代」６３．１％、「高

校卒業後」８３．５％となっており、前回調査と比較すると、「小学生時代」１１．０ポイント、「中学生時代」９．９ポイント、「高
校生時代」２４．１ポイントの増となっているが、「高校卒業後」は５．３ポイントの減となっている（資料１―Ⅹ―４表）。
入学前に家庭教師に付いていた学生と塾・予備校に通っていた学生に対して「それはあなた自身の希望でしたか」の

問では、「小学生時代」は自分の希望が３８．５％、親の希望が５５．５％で親の勧めによるものが大であるが、「中学生時代」
からはそれが逆転して、自分の希望６６．７％、親の希望２７．６％、「高校生時代」・「高校卒業後」にいたっては自分の希望
が８９％を超えている。また、「それは、勉学や受験に役立った、あるいは意味があったと思いますか」の問では、「大い
にある・かなりある・まあまあ・少し」の回答を合わせると、「小学生時代」９４．８％、「中学生時代」９３．６％、「高校生
時代」９６．５％、「高校卒業後」９７．３％となっており、それぞれの時代に塾・予備校等へ通ったことが役立ったと答えて
いる学生が９０％以上を占めている（資料１―Ⅹ―５～６表）。
小・中学生が学習塾で勉強することについては、６１．７％の学生が肯定している（資料１―Ⅹ―７表）。
受験経験では、「幼稚園受験」４．２％、「小学校受験」１０．１％、「中学校受験」５７．７％、「高校受験」５１．８％の経験があ

ると答えている。「中学校受験」と「高校受験」の受験経験率は、入学者の出身高校「国立・公立・その他の私立」４９．０％、
「中・高一貫型の私立」４９．０％からもうかがえる（資料１―Ⅹ―８表）。
入試のための勉強は、人生にとって意味があるかの問では、「意味がある」と答えた学生が「中学受験」で７１．９％、「高

校受験」７９．９％、「大学受験」９５．６％となっており、学年が上がるにつれて肯定する学生が増えている（資料１―Ⅹ―
９表）。

図１２ 東 大 志 望 時 期 の 推 移
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ⅩⅠ．入学・進学・学業

ⅩⅠ―１．入学について

本学に「どうしても入りたかった」は４９．５％

入学の動機（第１位）は「社会的評価が高いから」

入学時に進学希望学部までを６６．８％が決める

東大に入学することを、どの程度希望していたかの問では、「どうしても入りたかった」と回答する学生は４９．５％で
あり、男子５０．６％の方が女子４５．８％より４．８ポイント上回っている。「だめなら他大学でもよいと思った」では、女子
４４．１％が男子３５．９％を８．２ポイント上回っている（資料１―ⅩⅠ―１表）。
東大入学の動機（第１位）は、「社会的評価が高いから」が１９．８％で、１９９３年（第４３回）調査以降最も多かった前回

（１９９８年）調査１９．９％とほぼ同じである。次いで「スタッフ・設備が優れているから」１８．３％、「入学後に学部の選択
が可能だから」１６．１％、「東大の伝統や雰囲気に憧れて」１０．６％、「将来の就職を考えて」８．４％、「難関を突破したかっ
たから」８．３％と続いている（資料１―ⅩⅠ―２表）。
入学時に進学する学部・学科等を決めていた学生が６６．８％で、その内、学科等まで決めていた学生が２９．７％となって

いる（図１３、資料１―ⅩⅠ―３表）。

ⅩⅠ―２．進学について

「希望通り・ほぼ希望通り」進学決定した８９．０％

在籍学部・学科等に「満足・まあ満足」している７２．１％

進学振分け制度「現行のままでよい」は３３．６％

学部・学科等の選択に際し、どのような点を重視したかは、「自分が惹きつけられた学問分野であること」８１．９％、
「将来なりたい職業に就くのに必須であること」３４．５％、「社会のためになる分野であること」２１．４％が前回調査と同
様上位を占めている（資料１―ⅩⅠ―４表）。
進学の決定については、「希望通り決定した」７３．２％、これに「ほぼ希望通り決定した」１５．８％を合わせると、総じ

て希望通り進学したと回答した学生は８９．０％に達するが、前回調査より２．８ポイント減少した（図１４―１、資料１―ⅩⅠ
―５表）。
現在在籍している学部・学科等に満足しているかについては、「満足している」が前回調査より２．０ポイント増え

３８．５％、これに「まあまあ満足している」３３．６％を合わせると７２．１％となり、９４年調査以降満足している学生が７０％を
超えている（資料１―ⅩⅠ―６表）。
進学振分け制度についてどのように考えているかでは、「現行のままでよい」が３３．６％で、「特にない」１４．４％を合わ

せても４８．０％で、何らかの変更を希望する学生が半数を超えている（図１４―２、資料１―ⅩⅠ―７表）。

図１３ 入学時に進学する学科等・学部を決めていたか
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図１４－１ 進 学 の 決 定 に つ い て

図１４―２ 進学振り分け制度についての要望
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ⅩⅠ―３．カリキュラムについて

カリキュラムに「満足・まあ満足している」４５．５％

カリキュラムの消化が「できる・まあまあできる」７３．０％

現在のカリキュラムに満足しているかでは、総じて満足していると回答した学生は４５．５％で、不満と回答した３３．１％
を上回っている。１９９０年調査では不満が２０ポイント程上回ったが、１９９４年調査以降は逆転し、次第に満足していると回
答する学生の方が多くなった。前回調査でその差が８．８ポイントであったものが、今回の調査ではその差は１２．４ポイン
トになった（図１５―１、資料１―ⅩⅠ―８表）。
カリキュラムの消化ができているかどうかについては、「できる」「まあまあできる」を合わせると７３．０％になり、前

回調査より２．９ポイントの増加となっている。他方、カリキュラムの消化に困難を感じる学生は２５．９％で、前回調査よ
り２．８ポイントの減少となり、年々増加の傾向にあったものが９６年調査とほぼ同じ割合となった（図１５―２、資料１―
ⅩⅠ―９表）。
カリキュラムの消化が「多少困難」「できない」と回答した理由第１位は、前回調査同様「授業の内容が高すぎて理

解できない科目がある」を２２．７％が挙げている。次いで「授業に対する自分の意欲や努力が足りない」１８．６％、「進学・
卒業に必要な単位が多過ぎる」１８．２％、「カリキュラムの組み方に問題がある」１１．５％を上位に挙げている（資料１―
ⅩⅠ―１０表）。

図１５―１ 現在のカリキュラムに満足していますか

図１５―２ 現在のカリキュラムは消化できますか

２００１．１２．１４ №１２２７

21



ⅩⅠ―４．学部卒業後の進路等について

文科系は就職希望者が、理科系では進学希望者が半数を超える

進学希望者では、文科系は博士課程、理科系は修士課程までの予定者が半数を超える。

主な進学の理由第１位は、文科系、理科系共に「高度の専門知識・技術を身につけるため」

学部卒業後、どのような進路を予定しているかについては「進学する」４５．６％、「就職する」２９．８％、「まだわからな
い」２１．３％で、前回調査と同順となっているが、「進学する」は前回より５．３ポイントの増、「就職する」は５．１ポイント
の減となっている。文科系と理科系の比較では、「進学する」は理科系６８．１％に対し文科系１８．１％、「就職する」は文科
系５０．７％、理科系１２．６％と割合が逆転している（図１６―１、資料１―ⅩⅠ―１１表）。
進学予定者のうち「大学院修士課程」までが５６．２％、「大学院博士課程」までが４１．１％となっている。ただし、文科

系は「博士課程」までを５６．５％、理科系では「修士課程」までを６０．０％の学生が希望している（図１６―２、資料１―ⅩⅠ
―１２表）。
大学院へ進学する理由としては、「高度の専門知識・技術を身につけるため」が７９．９％でもっとも多く、次いで「将

来研究者になるため」４６．３％、「まだ社会に出たくないから」が２２．９％で続き、前回調査と同順となっている（資料１
―ⅩⅠ―１３表）。

図１６―１ 学部卒業後の進路

図１６―２ 学部卒業後の進学予定
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ⅩⅡ．教科外学習

教科外に何かを学んでいる３０．２％

その４４．８％が「学校・塾等」で学ぶ

学んでいるのは「法律関係」１８．１％、「外国語」１４．０％

費用は月額で２２，４００円

３０．２％の学生が、本学の授業以外で何かを学んだり習ったりしている。これを男女別にみると、男子は２８．７％、女子
は３５．６％となっている。（図１７、資料１―ⅩⅡ―１表）
学んだり習ったりしているものの上位は、「法律関係」１８．１％、「外国語」１４．０％、「音楽・美術」１１．７％となってい

る（資料１―ⅩⅡ―２表）。
その方法は、前回（１９９７年）調査と同様、「学校・塾等」が４４．８％を占め、以下「個人授業」１４．９％、「学内外のサー

クル」９．８％と続いている（資料１―ⅩⅡ―３表）。
教科外学習を始めた理由では、「資格取得のため」が２０．６％で最も多く、次いで「趣味を楽しむため」１９．０％、「将来

進みたい分野で役に立ちそうだから」１４．６％と続き、前回調査と同順となっている（資料１―ⅩⅡ―４表）。
なお、教科外学習の費用（月額）は、男子２４，７００円、女子１６，１００円で、前回調査との比較では男子で４，３００円、女子

で７，６００円の減額となっている（資料１―ⅩⅡ―５表）。

図１７ 教科外学習者の推移
単位：％
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ⅩⅢ．コンピュータ

９４．５％の学生がコンピュータを使用

使用目的では、「電子メールの送受信」が９７．７％

使用頻度は、「ほとんど毎日使用している」が６９．１％、「週数回程度」が２１．５％

１日の使用時間は「１時間未満」が３８．０％、「１時間以上２時間未満」が３５．２％

「自分のパソコン」を使用が６５．０％「情報基盤センターのコンピュータ」が５４．６％

コンピュータを既に使用している学生が９４．５％を占める一方で、「使用したいができずにいる」学生も僅かではある
が２．２％いる（資料１―ⅩⅢ―１表）。
コンピュータの使用目的は、回答数の多い順にあげると「電子メールの送受信」が９７．７％、「ワードプロセッサ」が

８９．６％、「情報管理・検索」が８２．１％、「ホームページへのアクセス」が７８．１％となっている。これらは、前期課程と後
期課程、文科系と理科系の違いに関係なく利用が多いアプリケーションソフトウェアである。一方、「表計算」や「各
種計算・制御・製図」では、前期課程より後期課程、文科系より理科系が利用するという結果になっている。なお、
「メーリングリストへの加入・発信」と「ホームページの作成」が、前期後期、文理を通して、３０％程度存在すること
が、積極的情報発信者の存在を伺わせて心強い。そのなかで「ホームページの作成」で後期課程の文科系の利用率が顕
著に低いのは気になる点である（資料１―ⅩⅢ―２表）。
使用頻度は、「ほとんど毎日使用している」が６９．１％、「よく使用している（週数回程度）」が２１．５％である。前回（１９９７

年）調査の結果と比べると、双方で２０ポイント近く増え、コンピュータが普及していることが分かる（資料１―ⅩⅢ―
３表）。
１日の使用時間は「１時間未満」が３８．０％、「１時間以上２時間未満」が３５．２％、「２時間以上」が２６．６％であり、前

回調査と比べると、使用時間が若干長くなる傾向にある。なお後期課程の理科系では、「２時間以上」が４６．７％「３時
間以上」だけでも２３．９％で、利用時間が顕著に長い（資料１―ⅩⅢ―４表）。
どこのコンピュータを使用しているかについては、「自分のパーソナルコンピュータ」が６５．０％、「情報基盤センター

のコンピュータ」が５４．６％、「学部・研究室のコンピュータ」が３５．０％の順で、前回調査と比べて、パーソナルコン
ピュータを所有している学生が相当増加した（資料１―ⅩⅢ―５表）。
費用については、「ハードウェア購入費用」が２１８，８００円、「１カ月にかかる費用（電話回線使用料等）」が５，９００円で、

前回調査と比べて、コンピュータの価格低下のためか「ハードウェア購入費用」は５０，６００円減り、逆に、「１カ月にか
かる費用（電話回線使用料等）」が１，３００円増えている。前期課程と後期課程で購入費用に大きな差がないことから、
「ハードウェア購入費用」には、ソフトウェアの購入費用が含まれないように思われる。次回はソフトウェアの購入費
用も調査することが望まれる（資料１―ⅩⅢ―６表）。
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ⅩⅣ．サークル活動

サークル加入は５７．９％

「スポーツ関係」６７．７％、「芸術・趣味のサークル」３７．６％

活動時間は、週８．４時間、費用は月額８，４００円

サークルの種別を回答の多い順にあげると、「スポーツ同好会」が４７．６％、「東大運動会加入の運動部」が２０．１％で、
合わせるとスポーツ関係のサークルが２／３を占める。次いで、「芸術・趣味のサークル」が３７．６％、「学術的なサーク
ル」は僅か１２．７％である。（図１８、資料１―ⅩⅣ―１表）。
サークルの構成員は、「本学の学生（学部学生・大学院学生・研究生）のみ」が４５．９％、「本学及び他大学の学生（本

学の学生が主体）」が４９．８％で、「本学の学生を中心として他大学の学生が加わることがある」ものがほとんどである（資
料１―ⅩⅣ―２表）。サークルの規模は「１０～５０人未満」が４８．８％と約半数を占めるが、「５０～１００人未満」も３１．３％、「１００
～３００人未満」も１４．９％存在する（資料１―ⅩⅣ―４表）。活動場所は「学内施設（駒場）」が５３．４％であるが、「学外施
設」も２１．０％の利用がある（資料１―ⅩⅣ―３表）。
参加目的は、「活動内容そのものをやりたい」が７８．４％、「友人を得たい」が６４．９％、「サークルに入ると大学での居

場所ができる」が３１．４％、「体力をつけ健康を増進させたい」が２８．１％、「知識・技能を得たい」２３．９％の順となってお
り前回（１９９６年）調査と大きな変化はない（資料１―ⅩⅣ―５表）。
満足度については、「満足」が５５．３％、「どちらかといえば満足」が２８．３％と合わせて８３．６％の学生が満足している（資

料１―ⅩⅣ―６表）。「サークルに入っていた」が２８．６％ある（資料１―ⅩⅣ―１表）ことを考えると、これは「満足」で
なければ止めるということの裏返しであろう。実際、調査時点で学内外のサークルに入っている学生は５７．９％で、前回
調査より、やや大幅（１１．４％）な減少となっている。また、やめた理由のうち、３３．９％の「学業と両立しない」以外に、
「活動内容に興味を失った」が２７．５％、「サークルの方針に不満」が１４．４％、「人間関係の不和」が１４．１％あり、不満足
のため止めたものが多い（資料１―ⅩⅣ―８表）。
活動の時間及びそれに係る費用は、週平均８．４時間で月平均８，４００円となっている。前回調査より活動時間がやや

減ったのに比例して費用も少し減ったということのようである（資料１―ⅩⅣ―７表）。
サークルに入ったことのない１３．２％の学生の、入らない理由は、「個人的にできる趣味・娯楽で満足だ」が３９．９％、

「入りたいと思うサークルがない」が３１．２％、「学業と両立しない」が２６．１％、「人間関係が煩わしい」が１８．８％の順に
なっている（資料１―ⅩⅣ―９表）。前回調査と比べて、「個人的にできる趣味・娯楽で満足」してしまう傾向が強まっ
ている。

図１８ サークル活動「加入状況」の推移
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ⅩⅤ．学生生活の満足度

大学に来るのは１週間に「４回」以上が８６．４％

大学生活の目的は、理科系は「専門的学問・研究をする」、文科系は「豊な教養を身につける」が第１位

学生生活の満足感は「友人」が１位、全体では７８．１％が満足

１週間のうち大学に来る回数は、「５回」が４８．１％で最も多く、「６回」１９．１％、「４回」１４．４％、「３回」６．４％、「７
回」４．８％、「２回」３．０％、「１回」２．０％、「ほとんど来ない」１．９％の順となっている。また、「４回」以上を合わせる
と８６．４％になり、前回（１９９８年）調査より６．７ポイントの増となっている（資料１―ⅩⅤ―１表）。
自分の大学生活の目的は、第１位が「専門的学問・研究をする」３１．６％でもっとも多く、次いで、「高度な専門知識・

技術を身につける」２３．７％、「豊かな教養を身につける」１８．０％、「学生生活を楽しむ」９．６％、「学歴・資格を得る」５．６％、
と続いている（資料１―ⅩⅤ―２表）。
学生生活の満足度については、「満足している」、「まあ満足している」と回答した学生の方が、「不満である」、「やや

不満である」と回答した学生よりも全９項目で上回っている。項目別には、「経済的状況」は「満足している」、「まあ
満足している」合わせて５２．８％と前回の５１．９％とほぼ同等であり、日本経済不況の影響は学生生活には大きく影響して
いない様である。この一方「余暇・レジャー」の満足率は前回調査より５．８ポイント減少し、４３．６％となっている（図１９、
資料１―ⅩⅤ―３―１～９表）。
全体として大学生活に満足しているかどうかの問に対し、「満足している」２７．７％、「まあ満足している」５０．４％合わ

せて７８．１％の学生が満足していると答えている。いろいろ考えてみて、あなたは幸福ですかの問には、「幸福だ」５６．５％、
「どちらかといえば幸福だ」３４．１％合わせて９０．６％の学生が幸福であると答えている（資料１―ⅩⅤ―４～５表）。

図１９ 学生生活の諸側面における満足度
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ⅩⅥ．就 職

就職希望種の第１位は「大学・官公庁の教育・研究職」２５．３％

希望職種に就きたい理由第１位は「自分の特技・能力や専門知識が活かせる」４２．１％

仕事や職場を選ぶ際に重視するもの第１位は「やりがいがある」５０．２％

どのような職業に就きたいか（第１位）の問に、前回（１９９８年）調査と同様「大学・官公庁の教育・研究職」が２５．３％
でもっとも多く、これに「企業等の研究職」１３．５％、「教育職（大学を除く）」１．６％、を合わせた教育・研究職を望む
学生は前回調査と比較すると、０．９ポイント増の４０．４％である。また、「大学・官公庁の教育・研究職」に次いで多い「専
門職（医師、弁護士、公認会計士等）」１８．４％で、「行政職（公務員）」１２．３％が続いている。特に理科系は「大学・官
公庁の教育・研究職」を望む学生が男子３１．１％、女子３５．６％と文科系よりかなり多いが、文科系は男子が「専門職」
３０．６％、「行政職（公務員）」２３．４％を、女子が「行政職（公務員）」２０．５％を望む学生が比較的多い。理科系では第１
位、第２位とも「大学・官公庁の教育・研究職」、「企業等の研究職」と研究職志向が高い。文科系では「大学・官公庁
の教育・研究職」は第３位の人気となっている。（資料１―ⅩⅥ―１表）。
その職業に就きたい理由（第１位）も前回調査と同様「自分の特技・能力や専門知識が活かせる」が４２．１％で最も多

く、「人を助けたり社会に奉仕する」１６．６％、「安定した生活が保証されている」９．４％、「独創性や創造性を発揮できる」
８．８％がそれに続いている（資料１―ⅩⅥ―２表）。
仕事や職場を選ぶ際に重視するものとしては、前回調査と同様に「やりがいがある」が５０．２％で５割を超え、「能力

が発揮できる」１７．２％、「給料がよい」９．０％、「技術や知識を身につけられる」５．２％と続いている（資料１―ⅩⅥ―３
表）。
就職活動としては、「インターネット等で、情報を収集する」３６．２％、「企業等のセミナーや説明会に参加する」１８．６％、

「職業資格を取るために、大学以外の場所で勉強する」１２．６％、「就職に有利なように、大学以外の場所で勉強する」
７．７％の順となっている。（資料１―ⅩⅥ―４表）
就職する場所としては、前回調査と同様に「東京圏（東京近郊）を希望する」が５６．５％であり、前回を５．１ポイント

上回った。男女別では、男子の５４．７％に対して女子が６２．７％で６割を超えている（資料１―ⅩⅥ―５表）。
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ⅩⅦ．大学への要望

「授業の方法の工夫・改善」が第１位

「カリキュラムの改革」、「図書館の充実」が増加

大学への要望や期待することとして主たるものを３つ選んでもらった結果は、今回新たに加わった項目「授業の方法
の工夫・改善」が４３．２％で第１位、次いで、前回（１９９８年）調査で第１位の「カリキュラムの改革」が３３．９％、「図書
館の充実」２４．０％、「進学振分け制度の改善」２３．２％、「教室・実験室の充実」２２．２％、「教育スタッフの充実」２１．９％
「小人数教育の実施」２０．７％が上位で２０％以上を示している。
ただし、学部・科類で要望項目は若干異なっている。第１位の要望項目として、文科三類が「進学振分け制度の改善」

４３．５％を、理科三類は「授業の方法の工夫・改善」４６．２％と同率で「課外活動諸施設の拡充」の２項目を、文科三類を
除く前期課程の各科類・法・医・工・経・養（文科系）が「授業の方法の工夫・改善」を、文・育が「カリキュラムの
改革」を、理・養（理科系）が「図書館の充実」を、農・薬が「教室・実験室の充実」をそれぞれ１位に挙げている。
前回調査との比較で要望が増えた項目は、「カリキュラムの改革」と「図書館の充実」の２項目のみで、他の項目に

ついての要望はすべて減少している。これは、今回新たに加わった項目「授業の方法の工夫・改善」への要望や期待の
大きさを示していると思われる。また、興味深いことに「カリキュラムの改革」は年々増加しているが、「教室・実験
室の充実」は年々減少している（図２０、資料１―ⅩⅤⅡ表）。

図２０ 大学への要望や期待
単位：％
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特 殊 分 析

今回の調査の特色は、「入学までの学習」「教科外学習」
と並べて、学生の「読書」についての質問を行なったこ
とである。これまでの調査で読書生活をとりあげたのは、
１９７０年代以降では、第１９回（７０年）、２４回（７４年）、２９回
（７９年）、３１回（８１年）、３２回（８２年）、３４回（８４年）、３６
回（８６年）、３９回（８９年）の８回であった（３１回までは
男子学生のみの調査、３２回は女子学生のみ、３４回以降は
男女双方）。したがって、今回の調査は実に１１年ぶりの
ことになるが、７０年代から現在に至るまで、学生の読書
生活はいかに変わったのか、あるいは変わっていないの
か、調査結果をもとにして、ややふみこんだ分析を試み
たい。

１．「教養崩壊」の神話
昨今、大学生の学力低下が指摘されるのと並行して、

語学力や数学の問題を解く力に代表されるような「学力」
にとどまらず、学生のいわゆる「一般教養」の質・量が
低下していると嘆く声が、大学の内外を問わずよく聞か
れる。“最近の学生は本を読まなくなった”という文句
は、すでに大学教員の間での、格好の会話の種となって
いるし、学術書の出版不況の原因を学生の読書量（正確
には書籍購入金額）の低下に求める主張も、巷間しばし
ば耳にする。もちろんクレタ島の陶片云々の古典ジョー
クにもあるように、“近ごろの若い者は……”式の紋切
型の発想から自由になることは、常に難しい。だがそう
した心情をさしひいたとしても、この「教養崩壊」の傾
向を、多くの大学教員が日々実感しているのは、確かな
事実であろう。
しかし、今の学生は本当に本を読まなくなっているの

だろうか。７０年代から継続して調査が行なわれている男
子学生に関して、４月から調査時までの平均読書冊数の
推移を検討してみた（表１）。質問の方法が一貫してお
らず、また今回は「小説・文芸書」「マンガ・コミック」
の項目を新設したので、「教養書」「その他」として算入
する書目が従来と変わっていると思われ、厳密な比較に
はなりえないが、大体の傾向として、７０年代後半にある
程度減少した後は、おおむね一定していることがわかる。
現在ジャーナリズムを賑わせている「学力低下」「教養
崩壊」は、特に９０年代、早く見ても８０年代以降の動向と
して指摘されていると思われるが、東大生については、
その間の読書量の大きな変化は見られない。読書冊数に
関する限り、近年の動向としての「教養崩壊」はまった
くの神話にすぎないと言える。
なお、「よく読む雑誌」の上位から総合雑誌が消えて、

情報誌・娯楽誌・漫画誌が独占する傾向（資料１―Ⅸ―
９表）もまた、すでに８１年の調査から定着していた。書
籍の購入金額についても、７０年以来の各調査を通観して
大きな実質的減少は見あたらず、出版不況の責任を大学
生に負わせるのは、少なくとも東大生に関しては誤りだ
とわかる。要するに、その傾向の端緒をもっとも近く見

積もったとしても、すでに７０年代末から一貫して、学生
は本など大して読んでいないのであり、その度合いに変
化はない。

２．漫画と教科書
このように、全体の読書冊数や購入金額が変わらない

のに、近年特に「教養」の低下が実感されるようになっ
たのはなぜだろうか。考えられる原因は、読む本の内容
の方が変わったことであろう。今回新たに「小説・文芸
書」のジャンルを設定し、従来の調査では「読み捨てに
する」本として除外していた「マンガ・コミック」につ
いても質問することにしたのは、そうした読書生活の内
実を探って、現状を確認するためであった。
漫画に関して言えば、「マンガ・コミック」を除いた

読書冊数・購入金額は、前回調査（８９年）から大きく変
わっていないことからすると、ここ１０年で漫画の読書量
が増えたことが一般書の方を減らしたといった因果関係
は、考えられない。むしろ、今回調査では高校時代の読
書冊数も質問したが（資料１―Ⅸ―１表）、読書冊数の
うち漫画の占める割合が、大学に入ると大きく低下して
いる事実は、旧来の「教養」の崩壊を嘆く向きから、もっ
と高く評価されていいのではないか。また、男子は読書
冊数の３８．６％を漫画が占め、第１位となっているのに対
し、女子においては「勉学に直接必要な本」に次ぐ第２
位で、２７．２％と男子よりはるかに低い数字であり、代
わって「小説・文芸書」が男子よりも顕著に高い割合を
示している（表２）。この特徴は高校時代に関する調査
でもすでに見え、女子は男子よりも漫画離れの傾向が強
い（もしくは早い）のである。ちなみに、江川達也の漫
画『東京大学物語』を「感銘を受けた本」として挙げた
回答は、幸か不幸か皆無であった。
ただし気になるのは、前回調査と比べて、特に購入金

額の点で「勉学に直接必要な本」が増え、「教養書」が
大きく減っている点である（資料１―Ⅸ―４表）。これ
は「小説・文芸書」を別項目にしたせいもあろうが、想
像をたくましくすれば、学生が「勉学に直接必要な本」
ばかりを取り揃えることに追われ、「勉学」に一見関係
のない「教養書」には向かわなくなったことが、現在「教
養崩壊」として実感される現象を作りだしているのでは
ないか。今や講義の教科書・参考書と漫画とが、学生の
二大愛読書と化しているのである。「好きな作家」とし
て夏目漱石の名が、７０年代以来、上位を占め続けている
が、肝腎の漱石の小説の方は、「感銘を受けた本」の上
位に挙がるわけでは必ずしもなく、年度によっては漱石
作品を挙げた回答が多数は見られない場合さえある（８１、
８２年と今回）。これもおそらく高校時代・受験生時代の
勉学の「必要」と関連するのだろう。今後、中学・高校
の教科書や入試の世界から漱石作品が退場すれば、“読
まれない人気作家”夏目漱石の名はたちまち消えてしま
うのではないか。
これは、学生のせちがらい実利志向（“単位亡者”！）

を批判するだけですまされる問題ではない。学生の「教
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養」の欠如を嘆くなら、まず教員各自が、自分の著書を
教科書と称して買わせることを控え、専門にとどまらな
い幅広い知の領域に学生を誘うような授業を、工夫すべ
きであろう。また、本の入手先について東大図書館が

「その他の図書館」より低い数字になっているのも、
少々反省する必要がありはしないか（資料１―Ⅸ―３表）。
学生の「教養崩壊」の問題には、教職員の側の努力で解
決できる部分も、少なくないように思われる。

表１ 男子学生の、４月から調査時までの平均読書冊数

調 査 年 ７４年 ７９年 ８１年 ８４年 ８６年 ８９年 ００年

平均読書冊数 ４２．０ ３６．４ ３６．８ ３５．６ ３７．６ ３４．２ ３９．１

（００年については「小説・文芸書」「マンガ・コミック」を除いた合計冊数の
平均。また、７４年から８４年までは、一か月当たりの書籍購入冊数を質問してい
るため、二種類の質問をした８６年の調査結果を参照して、４月から調査時まで
の読書冊数はその４倍の回答になると見積もり、推定数を算出した。）

表２ 全体の読書冊数に占める割合（資料１―Ⅸ―２表関係）

区分
勉 学 に 直 接
必 要 な 本

小説・文芸書 教 養 書
マ ン ガ ・
コ ミ ッ ク

そ の 他 合 計

全体
冊 ％ 冊 ％ 冊 ％ 冊 ％ 冊 ％ 冊 ％

１９，１１０ ２４．２ １４，７０４ １８．６ ９，７７５ １２．４ ２８，６３６ ３６．２ ６，８０３ ８．６ ７９，０２８ １００．０

男子 １４，３１９ ２２．９ １０，４８９ １６．８ ７，９５６ １２．７ ２４，１３１ ３８．６ ５，５４７ ８．９ ６２，４４２ １００．０

女子 ４，７９１ ２８．９ ４，２１５ ２５．４ １，８１９ １１．０ ４，５０５ ２７．２ １，２５６ ７．６ １６，５８６ １００．０

前期 ８，３９０ ２０．９ ８，２８０ ２０．６ ４，４７１ １１．１ １５，６５６ ３９．０ ３，３１０ ８．３ ４０，１０７ １００．０

後期 １０，７２０ ２７．５ ６，４２４ １６．５ ５，３０４ １３．６ １２，９８０ ３３．３ ３，４９３ ９．０ ３８，９２１ １００．０

文科 １０，０８７ ２４．９ ７，８２６ １９．３ ６，１５６ １５．２ １２，６２４ ３１．２ ３，７８３ ９．３ ４０，４７６ １００．０

理科 ９，０２３ ２３．４ ６，８７８ １７．８ ３，６１９ ９．４ １６，０１２ ４１．５ ３，０２０ ７．８ ３８，５５２ １００．０
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Ⅰ．基本的事項

ここでは、「調査票」のそれぞれの設問項目と、所要な基本項目とのクロス集計を行ったものを一括して順次掲載し
た。また、比較のため１９８８年（第３８回）・１９８９年（第３９回）・１９９６年（第４６回）・１９９７年（第４７回）・１９９８年（第４８回）調
査で、今回調査と同じ設定をしている調査項目の数値を、適宜、各集計表の中で（ ）内に示した。

表の見方
１．百分率（パーセント）表示については、小数点第一位までを有効数字として算出した。
２．作表の説明変数として用いた用語の定義は、次のとおりである。
「全体」…………………回答者全員の比率を示す。
「自宅」…………………自宅通学者（親と同居）の者を示す。
「自宅外」………………分譲マンション・賃貸マンション、アパート、下宿、学寮、他寮を一括して示す。
「東大学寮」……………本学の学生寮、三鷹国際学生宿舎の居住者を示す。
「その他の寮」…………地方公共団体等が設置した学生寮の居住者を示す。
「前期課程」……………１、２年生を示す。
「後期課程」……………３、４年生（医学部医学科・農学部獣医学課程は５、６年生を含む。）を示す。
「文科系」「理科系」……在籍する学部、学科等により二つの系に区分したものを示す。

資 料 １

集 計 表

Ⅰ―２表 文科・理科系

区 分 文 科 系 理 科 系 合 計

１９９８年調査 人 ％ 人 ％ 人 ％
（４８回）（５５２）（４６．６）（６３３）（５３．４）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ４６９ ４５．０ ５７３ ５５．０ １，０４２ １００．０

男 子 ３３７ ４１．８ ４６９ ５８．２ ８０６ ７７．４
女 子 １３２ ５５．９ １０４ ４４．１ ２３６ ２２．６

男
子

前期課程 １７４ ４１．３ ２４７ ５８．７ ４２１ ４０．４

後期課程 １６３ ４２．３ ２２２ ５７．７ ３８５ ３６．９

女
子

前期課程 ６９ ５６．６ ５３ ４３．４ １２２ １１．７

後期課程 ６３ ５５．３ ５１ ４４．７ １１４ １０．９

Ⅰ―３表 現役・浪人等

区 分 現 役 １ 浪 ２ 浪 以 上 学 士 入 学 そ の 他 無 回 答 合 計

１９９８年調査 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％
（４８回）（７６７）（６４．７）（３３８）（２８．５）（４５）（３．８）（１３）（１．１）（１７）（１．４）（５）（０．４）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ７１７ ６８．８ ２５４ ２４．４ ４３ ４．１ ８ ０．８ ２０ １．９ ― ― １，０４２ １００．０

男 子 ５４６ ６７．７ ２０７ ２５．７ ３３ ４．１ ５ ０．６ １５ １．９ ― ― ８０６ ７７．４
女 子 １７１ ７２．５ ４７ １９．９ １０ ４．２ ３ １．３ ５ ２．１ ― ― ２３６ ２２．６

Ⅰ―１表 課 程

区 分 前 期 課 程 後 期 課 程 合 計

１９９８年調査 人 ％ 人 ％ 人 ％
（４８回）（５８４）（４９．３）（６０１）（５０．７）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ５４３ ５２．１ ４９９ ４７．９ １，０４２ １００．０

男 子 ４２１ ５２．２ ３８５ ４７．８ ８０６ ７７．４
女 子 １２２ ５１．７ １１４ ４８．３ ２３６ ２２．６
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Ⅱ．家庭の状況

Ⅱ―２表 家庭の所在地（Ｂ．都市規模）

区 分 大都市 中都市 小都市 郡 部 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回）（３９．７）（４１．４）（１０．８）（６．９）（１．３）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ３７．１ ４２．８ １０．２ ９．５ ０．４ １，０４２ １００．０

男 子 ３５．４ ４３．４ １０．４ １０．４ ０．４ ８０６ ７７．４
女 子 ４３．２ ４０．７ ９．３ ６．４ ０．４ ２３６ ２２．６

Ⅱ―３表 主たる家計支持者

区 分 父 母 本人
兄
弟
姉
妹

祖
父
母

配
偶
者

は
い
え
な
い

だ
れ
と
一
口
に

そ
の
他

無
回
答

事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回）（９０．５）（５．１）（―）（―）（０．２）（０．２）（１．９）（１．８）（０．４）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ９０．７ ５．２ ０．７ ０．１ ０．４ ０．１ １．８ ０．８ ０．３ １，０４２ １００．０

男 子 ９１．１ ４．２ ０．９ ０．１ ０．５ ― ２．１ ０．７ ０．４ ８０６ ７７．４
女 子 ８９．４ ８．５ ― ― ― ０．４ ０．８ ０．８ ― ２３６ ２２．６

Ⅱ―４表 主たる家計支持者の職業

区 分
専門的、
技 術 的
職 業

教育的
職 業

管理的
職 業

事 務 販 売
農・林
・漁業

生産工
程・採
掘作業

運輸・通
信・保安・
サービス

無 職 その他 無回答 事 例 数

１９９８年 調 査
（４８回）

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（１７．１）（１０．１）（４５．２）（６．５）（５．３）（０．４）（３．５）（５．１）（２．６）（１．１）（３．０）（１，１８５）（１００．０）

全 体 １６．４ １１．７ ４７．２ ７．４ ４．０ ０．７ ４．０ ３．２ ３．４ １．３ ０．７ １，０４２ １００．０

男 子 １７．０ １０．９ ４７．１ ８．１ ３．６ ０．６ ４．５ ３．３ ３．２ ０．９ ０．７ ８０６ ７７．４
女 子 １４．４ １４．４ ４７．５ ５．１ ５．５ ０．８ ２．５ ２．５ ３．８ ３．０ ０．４ ２３６ ２２．６

男 子 文科系 １４．２ ７．４ ５１．９ １０．１ ３．６ ０．９ ３．９ ３．９ ３．３ ０．６ ０．３ ３３７ ４１．８
理科系 １９．０ １３．４ ４３．７ ６．６ ３．６ ０．４ ４．９ ３．０ ３．２ １．１ １．１ ４６９ ５８．２

女 子 文科系 １５．２ １２．９ ５０．０ ５．３ ５．３ ― ４．５ ０．８ １．５ ３．８ ０．８ １３２ ５５．９
理科系 １３．５ １６．３ ４４．２ ４．８ ５．８ １．９ ― ４．８ ６．７ １．９ ― １０４ ４４．１

男

子

自 宅 １７．９ ５．６ ５４．６ ５．６ ３．０ ― ３．３ ３．６ ４．３ ０．７ １．３ ３０２ ２９．０
分譲マンション ２４．０ １３．３ ４６．７ ５．３ ２．７ ― ２．７ １．３ ４．０ ― ― ７５ ７．２
賃貸マンション・アパート（バスつき） １６．８ １４．４ ４２．８ １０．２ ３．９ ０．９ ５．１ ３．６ ０．９ ０．９ ０．６ ３３４ ３２．１
アパート（バスなし） １２．５ ２０．８ ３３．３ ８．３ ４．２ ― ８．３ ― １２．５ ― ― ２４ ２．３
下 宿 １４．３ １４．３ ５７．１ ― ― ― ― ― １４．３ ― ― ７ ０．７
東 大 学 寮 １０．５ ― ２６．３ ― １０．５ ５．３ １５．８ １５．８ ５．３ １０．５ ― １９ １．８
その他の寮 ７．１ １１．９ ４７．６ １９．０ ４．８ ２．４ ２．４ ― ４．８ ― ― ４２ ４．０
そ の 他 ― １００．０ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ２ ０．２
無 回 答 ― ― ― ― ― ― １００．０ ― ― ― ― １ ０．１

女

子

自 宅 １２．８ １４．９ ５９．６ １．１ ６．４ ― ― ２．１ ２．１ １．１ ― ９４ ９．０
分譲マンション １５．４ １９．２ ４６．２ ７．７ ― ― ３．８ ― ３．８ ３．８ ― ２６ ２．５
賃貸マンション・アパート（バスつき） １５．３ １３．３ ３７．８ ７．１ ４．１ ２．０ ４．１ ４．１ ６．１ ５．１ １．０ ９８ ９．４
アパート（バスなし） ― ― ― １００．０ ― ― ― ― ― ― ― １ ０．１
下 宿 ― ― ４０．０ ２０．０ ２０．０ ― ２０．０ ― ― ― ― ５ ０．５
東 大 学 寮 ２５．０ ― ２５．０ ― ５０．０ ― ― ― ― ― ― ４ ０．４
その他の寮 ― ５０．０ ５０．０ ― ― ― ― ― ― ― ― ４ ０．４
そ の 他 ５０．０ ― ５０．０ ― ― ― ― ― ― ― ― ４ ０．４
無 回 答 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

Ⅱ―１表 家庭の所在地（Ａ．地区）

区 分 東京都 関 東 北海道 東 北 中 部 近 畿 中 国 四 国
九州・
沖 縄

その他 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （３３．８）（３２．２）（０．８）（１．７）（９．２）（８．４）（４．５）（２．３）（６．８） （―）（０．４）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ２４．３ ３３．２ １．５ ３．３ １２．５ １０．７ ２．９ ２．４ ８．９ ０．３ ０．１ １，０４２ １００．０

男 子 ２２．８ ３３．６ １．５ ３．２ １２．９ １１．５ ３．１ ２．２ ８．７ ０．２ ０．１ ８０６ ７７．４
女 子 ２９．２ ３１．８ １．７ ３．４ １１．０ ７．６ ２．１ ３．０ ９．７ ０．４ ― ２３６ ２２．６

№１２２７ ２００１．１２．１４
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Ⅱ―５表 主たる家計支持者の年収分布 （無回答を除く）

区 分

３５０万円

未満

３５０万円～

４５０万円
未満

４５０万円～

５５０万円
未満

５５０万円～

６５０万円
未満

６５０万円～

７５０万円
未満

７５０万円～

８５０万円
未満

８５０万円～

９５０万円
未満

９５０万円～

１，０５０万円
未満

１０５０万 円～

１，１５０万円
未満

１，１５０万円～

１，２５０万円
未満

１，２５０万円～

１，３５０万円
未満

１，３５０万円～

１，４５０万円
未満

１，４５０万円～

１，５５０万円
未満

１，５５０万円

以上

事 例 数

１９９８ 年 調 査
（４８回）

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（６．９） （３．５） （４．０） （４．９） （５．６） （９．８） （７．１） （２３．６） （２．８） （９．６） （３．７） （１．６） （７．１） （９．８） （９７１） （１００．０）

全 体 ７．６ ３．３ ５．０ ６．８ ５．８ １０．４ ５．８ ２２．５ ２．３ ９．８ ３．３ １．５ ５．７ １０．４ ８８４ １００．０

男 子 ７．８ ３．６ ５．８ ６．４ ６．１ １０．４ ５．６ ２２．６ ２．５ １０．６ ２．９ １．３ ５．５ ９．０ ６９１ ７８．２
女 子 ６．７ ２．１ ２．１ ８．３ ４．７ １０．４ ６．２ ２２．３ １．６ ７．３ ４．７ ２．１ ６．２ １５．５ １９３ ２１．８

男

子

自 宅 ４．９ ３．３ ６．２ ３．７ ５．３ ８．６ ２．１ ２３．９ ２．５ １１．１ ４．１ １．６ ９．９ １２．８ ２４３ ２７．５
分譲マンション ６．７ １．７ ― ６．７ ― ８．３ ５．０ ２５．０ ５．０ １５．０ ６．７ ― ３．３ １６．７ ６０ ６．８
賃貸マンション・アパート（バスつき） ７．０ ４．０ ５．７ ８．３ ６．７ １１．７ ８．３ ２４．７ １．７ １０．７ １．３ １．７ ２．７ ５．７ ３００ ３３．９
アパート（バスなし） １９．０ ４．８ ９．５ ― １４．３ １９．０ ９．５ ４．８ ４．８ ４．８ ４．８ ― ４．８ ― ２１ ２．４
下 宿 ― ― ― ― ― ― ２０．０ ２０．０ ― ― ― ― ２０．０ ４０．０ ５ ０．６
東 大 学 寮 ５０．０ ― １１．１ １１．１ ― ― ― ― ― １６．７ ― ― ５．６ ５．６ １８ ２．０
その他の寮 ９．８ ４．９ ９．８ ９．８ １４．６ １７．１ ７．３ １４．６ ４．９ ２．４ ― ― ２．４ ２．４ ４１ ４．６
そ の 他 ― ５０．０ ― ― ― ― ― ― ― ― ５０．０ ― ― ― ２ ０．２
無 回 答 ― ― ― ― ― ― ― １００．０ ― ― ― ― ― ― １ ０．１

女

子

自 宅 ２．７ ２．７ ― ５．４ ― ５．４ ４．１ ２５．７ ２．７ １０．８ ４．１ １．４ ８．１ ２７．０ ７４ ８．４
分譲マンション ５．６ ５．６ ― １１．１ １１．１ ５．６ ５．６ １６．７ ― ５．６ ２２．２ ５．６ ５．６ ― １８ ２．０
賃貸マンション・アパート（バスつき） ９．４ １．２ ３．５ ９．４ ５．９ １４．１ ８．２ ２１．２ １．２ ５．９ ２．４ ２．４ ５．９ ９．４ ８５ ９．６
アパート（バスなし） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
下 宿 ２０．０ ― ― ― ２０．０ ２０．０ ― ４０．０ ― ― ― ― ― ― ５ ０．６
東 大 学 寮 ３３．３ ― ― ３３．３ ３３．３ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ３ ０．３
その他の寮 ― ― ２５．０ ２５．０ ― ２５．０ ２５．０ ― ― ― ― ― ― ― ４ ０．５
そ の 他 ― ― ― ― ― ２５．０ ― ２５．０ ― ― ― ― ― ５０．０ ４ ０．５
無 回 答 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

Ⅱ―６表 主たる家計支持者の職業別にみた年収平均（単位：十万円）
（無回答を除く）

区 分

専門的・技術的
職 業

教 育 的 職 業 管 理 的 職 業 事 務 販 売 農・林・漁業
生産工程・採掘
作 業

運輸・通信・保
安・サービス

無 職 分 類 不 能 事 例 数

平均値 人 数 平均値 人 数 平均値 人 数 平均値 人 数 平均値 人 数 平均値 人 数 平均値 人 数 平均値 人 数 平均値 人 数 平均値 人 数 平均値 人 数

１９９８年調査
（４８回） （１１５．３７） （１６７）（１０５．０７） （９８）（１１７．１２） （４５６）（７１．５１） （６７）（７０．８６） （５６）（６４．５０） （４）（６１．８３） （４０）（８３．５２） （５０）（３１．２５） （２０）（８５．２７） （１１）（１０３．４０） （９６９）
全 体 １２３．７６ １４２ ９７．３２ １０８ １１１．７２ ４２５ ６９．２５ ６３ ７８．６７ ３３ ４３．８６ ７ ６３．８５ ４１ ８０．６７ ２７ ３２．５０ ２６ １１２．９２ １２ １０１．６２ ８８４

男 子 １１４．８６ １１６ ９４．７８ ７９ １１０．６９ ３３１ ７０．０９ ５３ ７９．４８ ２３ ４３．００ ５ ６０．９２ ３６ ７５．５７ ２１ ３５．１６ １９ ８１．２５ ８ ９８．８５ ６９１
女 子 １６３．４６ ２６ １０４．２４ ２９ １１５．３５ ９４ ６４．８０ １０ ７６．８０ １０ ４６．００ ２ ８５．００ ５ ９８．５０ ６ ２５．２９ ７ １７６．２５ ４ １１１．５１ １９３

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７
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Ⅲ．生活費の状況

Ⅲ―Ⅰ表 支 出 額（１ヶ月平均、単位：千円）

区 分
衣 料 費 食 費 住 居 費 勉 学 費 教養・娯楽費 通 学 費 雑 費 支 出 合 計

平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数 平均値 人数

１９９８年調査（４８回） （１２．０１） （９６９）（２６．９５）（１，１４９）（６５．４６） （４９４）（１０．１９）（１，０８３）（１７．２３）（１，１２７） （８．０４） （９３６）（１２．９７）（１，０６３）（１０９．６１）（１，１５７）
全 体 ９．５３ ９８５ ２６．５７ １００４ ６４．４０ ５４２ ８．８５ ９９１ １４．０８ ９９８ ６．１５ ９８２ １２．１３ ９８６ １１１．２３ １，００５

男 子 ８．２１ ７６４ ２７．６８ ７７７ ６２．６７ ４３２ ８．９２ ７７０ １３．９９ ７７５ ５．９７ ７６４ １１．９８ ７６４ １１０．９０ ７７８
女 子 １４．０８ ２２１ ２２．７９ ２２７ ７１．２１ １１０ ８．６０ ２２１ １４．３８ ２２３ ６．７７ ２１８ １２．６４ ２２２ １１２．３６ ２２７

自 宅 ８．７１ ４８７ １７．８０ ５００ ― ― ８．４１ ４９２ １３．２３ ４９６ ８．１１ ４８８ ８．７１ ４８５ ６９．５３ ５０１
自 宅 外 １０．３６ ４９６ ３５．３３ ５０２ ６３．９２ ５００ ９．３２ ４９７ １４．９１ ５００ ４．２３ ４９２ １５．４５ ４９９ １５２．８０ ５０２
無 回 答 ２．５０ ２ ２２．５０ ２ ６７．５０ ２ ― ― １５．００ ２ ― ２ １５．００ ２ １２２．５０ ２

男

子

自 宅 ７．２８ ３６８ １８．６１ ３７６ ― ― ８．６２ ３７３ １２．８６ ３７６ ８．０４ ３７１ ８．４０ ３６６ ６９．４３ ３７７
自 宅 外 ９．１１ ３９４ ３６．２５ ３９９ ６１．８２ ３９７ ９．２６ ３９５ １５．０５ ３９７ ４．０３ ３９１ １５．２９ ３９６ １５０．０３ ３９９
無 回 答 ２．５０ ２ ２２．５０ ２ ６７．５０ ２ ― ― １５．００ ２ ０．００ ２ １５．００ ２ １２２．５０ ２

分譲マンション １０．８１ １６ ４６．１８ １７ ２９．５３ １７ １３．４１ １７ １９．４１ １７ ５．６５ １７ １０．８２ １７ １３５．１８ １７
賃貸マンション・アパート（バスつき） ９．６５ ２８７ ３６．８４ ２９１ ７１．８５ ２８９ ９．２７ ２８９ １５．７６ ２９１ ３．９９ ２８４ １７．０９ ２８８ １６３．４８ ２９１
アパート（バスなし） ５．００ ２４ ３６．５０ ２４ ５０．５８ ２４ ８．８８ ２４ １４．７８ ２３ ２．２２ ２３ １３．７５ ２４ １３１．００ ２４
下 宿 ６．００ ７ ５４．２９ ７ ５４．７１ ７ ８．２９ ７ １４．７１ ７ ３．００ ７ １７．８６ ７ １５８．８６ ７
東 大 学 寮 ６．００ １８ ２６．６７ １８ ８．８３ １８ ６．７１ １７ ９．２８ １８ ３．０６ １８ ５．７８ １８ ６５．９４ １８
そ の 他 の 寮 ８．７８ ４０ ２８．５５ ４０ ３７．５３ ４０ ９．０８ ３９ １０．９０ ３９ ５．０８ ４０ ８．８０ ４０ １０８．２０ ４０
そ の 他 ２５．００ １ ５０．００ １ ２０．００ １ ７．００ １ ２０．００ １ ６．００ １ １７．００ １ １４５．００ １
無 回 答 ３．００ １ ３０．００ １ ― ― ３．００ １ ５．００ １ １２．００ １ ２０．００ １ ７３．００ １

女

子

自 宅 １３．１４ １１９ １５．３４ １２４ ― ― ７．７８ １１９ １４．４０ １２０ ８．３２ １１７ ９．６８ １１９ ６９．８５ １２４
自 宅 外 １５．１７ １０２ ３１．７６ １０３ ７２．０２ １０３ ９．５５ １０２ １４．３５ １０３ ４．９７ １０１ １６．０７ １０３ １６３．５４ １０３
無 回 答 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

分譲マンション １７．００ ２ １５．００ ２ ― ― １２．５０ ２ １２．５０ ２ ５．００ ２ ７．５０ ２ ６９．５０ ２
賃貸マンション・アパート（バスつき） １６．０４ ８３ ３２．６４ ８４ ７７．８６ ８４ ９．５２ ８３ １４．７０ ８４ ４．７１ ８２ １６．１１ ８４ １７１．１５ ８４
アパート（バスなし） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
下 宿 ４．２０ ５ ２２．００ ５ ４２．２０ ５ ９．００ ５ ７．２０ ５ ８．４０ ５ ８．２０ ５ １０１．２０ ５
東 大 学 寮 ７．７５ ４ ３０．００ ４ ８．００ ４ ８．２５ ４ ６．７５ ４ ４．５０ ４ １４．２５ ４ ７９．５０ ４
そ の 他 の 寮 ８．７５ ４ ３２．５０ ４ ６６．２５ ４ ８．００ ４ １７．５０ ４ ５．２５ ４ ２０．００ ４ １５８．２５ ４
そ の 他 ２３．７５ ４ ３４．７５ ４ ９２．５０ ４ １２．２５ ４ ２１．２５ ４ ６．２５ ４ ２７．２５ ４ ２１８．００ ４
無 回 答 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

※ 平均値の算出は該当者平均を求めた（無回答を除く）

№
１２２７

２００１
．
１２
．
１４
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Ⅲ―２表 収 入 額（１ヶ月平均，単位：千円）

区 分
家庭からの仕送り・小遣い 奨 学 金 アルバイト・雑収入 収 入 合 計

平 均 値 人 数 平 均 値 人 数 平 均 値 人 数 平 均 値 人 数

１９９８年調査（４８回） （７５．９８） （１，０４１） （４５．２１） （１９６） （５１．４８） （８２４） （１１３．３６） （１，１５２）
全 体 ８７．０７ ９１２ ５２．７１ ２０１ ４７．７８ ６６７ １２１．６３ １，００２

男 子 ８７．０１ ７１１ ５２．５０ １５８ ４８．４８ ５０２ １２１．７７ ７７６
女 子 ８７．２９ ２０１ ５３．４７ ４３ ４５．６５ １６５ １２１．１３ ２２６

自 宅 ４０．９９ ４３１ ４５．８０ ４６ ４９．３９ ３６４ ７５．５０ ５００
自 宅 外 １２８．１８ ４８０ ５４．７５ １５５ ４５．６７ ３０２ １６７．６１ ５００
無 回 答 ２１５．００ １ ― ― １００．００ １ １５７．５０ ２

男

子

自 宅 ４２．２３ ３２７ ４５．６１ ３３ ５０．１５ ２７０ ７６．５３ ３７７
自 宅 外 １２４．９１ ３８３ ５４．３２ １２５ ４６．３１ ２３１ １６４．５５ ３９７
無 回 答 ２１５．００ １ ― ― １００．００ １ １５７．５０ ２

分 譲 マ ン シ ョ ン １１８．５３ １７ ５０．００ １ ２５．６３ ８ １３３．５３ １７
賃貸マンション・アパート（バスつき） １３５．２１ ２８７ ５３．５７ ８２ ４８．５４ １７０ １７７．４１ ２９０
アパート（バスなし） １１６．６５ ２０ ６５．１３ ８ ３８．７５ １２ １３８．２９ ２４
下 宿 １３８．３３ ６ ５０．００ １ ５２．５０ ４ １５５．７１ ７
東大学寮・三鷹宿舎 ５２．３１ １３ ５７．４２ １２ ４３．３０ １０ １００．１１ １８
そ の 他 の 寮 ８０．３４ ３８ ５１．７６ ２１ ４０．７２ ２５ １２８．９５ ４０
そ の 他 ８５．００ １ ― ― ８０．００ １ １６５．００ １
無 回 答 ４０．００ １ ― ― ３５．００ １ ７５．００ １

女

子

自 宅 ３７．１０ １０４ ４６．３１ １３ ４７．２０ ９４ ７２．３３ １２３
自 宅 外 １４１．１０ ９７ ５６．５７ ３０ ４３．５９ ７１ １７９．４１ １０３
無 回 答 ― ― ― ― ― ― ― ―

分 譲 マ ン シ ョ ン ６０．００ １ ― ― ８０．００ １ ７０．００ ２
賃貸マンション・アパート（バスつき） １４５．０９ ８１ ５６．６３ ２４ ４６．１５ ５９ １８８．５０ ８４
アパート（バスなし） ― ― ― ― ― ― ― ―
下 宿 ７６．２５ ４ １３１．００ １ ２０．５０ ４ １０３．６０ ５
東大学寮・三鷹宿舎 ７６．６７ ３ ２６．７５ ４ ２６．６７ ３ １０４．２５ ４
そ の 他 の 寮 １２０．００ ４ １００．００ １ ４０．００ ３ １７５．００ ４
そ の 他 ２１５．００ ４ ― ― １０．００ １ ２１７．５０ ４
無 回 答 ― ― ― ― ― ― ― ―

※ 平均値の算出は該当者平均を求めた（無回答を除く）

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７
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Ⅳ．通学・住居

Ⅳ―１表 現 在 の 居 住 地

区 分

足立区

�飾区

荒川区

江戸川区

江東区

墨田区

台東区

文京区

豊島区

千代田区

中央区

港 区

板橋区

練馬区

北 区

中野区

杉並区

新宿区

世田谷区

渋谷区

目黒区

品川区

大田区

東京都

（２３区外）
横浜市 川崎市 神奈川県

浦和・川
口・蕨・
与野・大
宮の各市

埼玉県

千葉・船
橋 ・ 市
川・習志
野の各市

千葉県 その他 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （２．９）（２．１）（１３．６）（１．５）（９．５）（９．５）（１６．５）（３．０）（１３．９）（６．６）（２．０）（４．３）（２．１）（４．１）（４．４）（３．２）（０．８） （―）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ２．６ １．７ １８．２ １．５ ８．３ ９．８ １３．４ ２．１ １３．２ ６．４ ３．０ ２．７ ３．１ ４．４ ３．５ ３．９ １．６ ０．４ １，０４２ １００．０

男 子 ２．５ １．９ １７．９ １．４ ９．１ ９．３ １３．６ ２．１ １３．５ ６．２ ３．１ ２．７ ３．１ ４．５ ３．１ ４．０ １．７ ０．４ ８０６ ７７．４
女 子 ３．０ １．３ １９．５ ２．１ ５．９ １１．４ １２．７ ２．１ １２．３ ７．２ ２．５ ２．５ ３．０ ４．２ ４．７ ３．８ １．３ ０．４ ２３６ ２２．６

自 宅 ２．３ ３．０ ６．８ １．１ ５．５ ６．５ ７．６ ３．０ １２．５ １２．０ ４．８ ４．９ ５．１ ７．４ ６．３ ７．６ ３．０ ０．４ ５２６ ５０．５
自 宅 外 ２．９ ０．４ ３０．１ ２．０ １１．３ １３．３ １９．３ １．２ １４．１ ０．６ １．２ ０．４ １．０ １．４ ０．６ ０．２ ０．２ ― ５１２ ４９．１
無 回 答 ― ― ― ― ― ― ２５．０ ― ― ２５．０ ― ― ― ― ― ― ― ５０．０ ４ ０．４

男

子

自 宅 ２．０ ３．３ ６．６ １．３ ５．１ ６．１ ７．４ ３．０ １２．４ １１．９ ５．１ ５．１ ５．３ ７．６ ６．１ ８．１ ３．３ ０．３ ３９４ ３７．８
自宅外 ２．９ ０．５ ２８．９ １．５ １３．０ １２．５ １９．６ １．２ １４．７ ０．５ １．２ ０．５ １．０ １．５ ０．２ ― ０．２ ― ４０８ ３９．２
無回答 ― ― ― ― ― ― ２５．０ ― ― ２５．０ ― ― ― ― ― ― ― ５０．０ ４ ０．４

女

子

自 宅 ３．０ ２．３ ７．６ ０．８ ６．８ ７．６ ８．３ ３．０ １２．９ １２．１ ３．８ ４．５ ４．５ ６．８ ６．８ ６．１ ２．３ ０．８ １３２ １２．７
自宅外 ２．９ ― ３４．６ ３．８ ４．８ １６．３ １８．３ １．０ １１．５ １．０ １．０ ― １．０ １．０ １．９ １．０ ― ― １０４ １０．０
無回答 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

前
期
課
程

自 宅 ２．５ １．８ ４．２ １．４ ５．７ ６．０ ７．１ ４．６ １３．４ １２．０ ４．２ ４．９ ４．９ １０．２ ７．８ ５．３ ３．５ ０．４ ２８３ ２７．２
自宅外 １．６ ０．４ １６．８ ３．１ ４．７ １６．８ ２８．５ １．２ ２１．１ ０．８ ０．８ ０．４ １．６ １．２ ０．８ ０．４ ― ― ２５６ ２４．６
無回答 ― ― ― ― ― ― ２５．０ ― ― ２５．０ ― ― ― ― ― ― ― ５０．０ ４ ０．４

後
期
課
程

自 宅 ２．１ ４．５ ９．９ ０．８ ５．３ ７．０ ８．２ １．２ １１．５ １１．９ ５．３ ４．９ ５．３ ４．１ ４．５ １０．３ ２．５ ０．４ ２４３ ２３．３
自宅外 ４．３ ０．４ ４３．４ ０．８ １８．０ ９．８ １０．２ １．２ ７．０ ０．４ １．６ ０．４ ０．４ １．６ ０．４ ― ０．４ ― ２５６ ２４．６
無回答 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

№
１２２７

２００１
．
１２
．
１４
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Ⅳ―２表 現 在 の 住 居 区 分

区 分 分譲マンション
賃貸マンショ
ン、アパート
（バスつき）

ア パ ー ト
（バスなし）

下 宿 東 大 学 寮 その他の寮 そ の 他 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （１．４） （７４．７） （３．３） （３．７） （３．７） （９．３） （１．６） （２．３） （４８６） （１００．０）
全 体 ３．９ ７４．６ ４．７ ２．３ ４．５ ８．８ １．０ ０．２ ５１２ １００．０

男 子 ４．２ ７３．０ ５．９ １．７ ４．７ １０．０ ０．２ ０．２ ４０８ ７９．７
女 子 ２．９ ８０．８ ― ４．８ ３．８ ３．８ ３．８ ― １０４ ２０．３

男
子

前期課程 ３．０ ６６．３ ７．４ １．５ ５．４ １５．８ ０．５ ― ２０２ ３９．５
後期課程 ５．３ ７９．６ ４．４ １．９ ３．９ ４．４ ― ０．５ ２０６ ４０．２

女
子

前期課程 １．９ ７４．１ ― ３．７ ７．４ ５．６ ７．４ ― ５４ １０．５
後期課程 ４．０ ８８．０ ― ６．０ ― ２．０ ― ― ５０ ９．８

男
子

文科系 ３．７ ７４．２ ６．７ １．２ ３．１ １０．４ ― ０．６ １６３ ３１．８
理科系 ４．５ ７２．２ ５．３ ２．０ ５．７ ９．８ ０．４ ― ２４５ ４７．９

女
子

文科系 １．６ ７９．４ ― ６．３ ３．２ ６．３ ３．２ ― ６３ １２．３
理科系 ４．９ ８２．９ ― ２．４ ４．９ ― ４．９ ― ４１ ８．０

自宅外のみ

Ⅳ―３表 通学に利用している交通機関（第１位）

区 分 電 車 バ ス 自家用車 バ イ ク 自 転 車 徒歩のみ そ の 他 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （８０．０） （０．５） （０．１） （０．５） （１３．０） （３．７） （０．１） （２．１） （１，１８５） （１００．０）
全 体 ７８．５ ０．６ ０．２ １．７ １５．０ ３．５ ０．３ ０．３ １，０４２ １００．０

男 子 ７７．９ ０．５ ０．１ ２．１ １５．０ ３．６ ０．４ ０．４ ８０６ ７７．４
女 子 ８０．５ ０．８ ０．４ ０．４ １４．８ ３．０ ― ― ２３６ ２２．６

男
子

前期課程 ８９．８ ０．５ ― ０．２ ６．４ ２．１ ０．２ ０．７ ４２１ ４０．４
後期課程 ６４．９ ０．５ ０．３ ４．２ ２４．４ ５．２ ０．５ ― ３８５ ３６．９

女
子

前期課程 ９１．８ ０．８ ― ― ７．４ ― ― ― １２２ １１．７
後期課程 ６８．４ ０．９ ０．９ ０．９ ２２．８ ６．１ ― ― １１４ １０．９

（第 ２ 位）
全 体 ７．２ ５．３ １．５ １．１ ２５．３ １３．７ ０．５ ４５．４ １，０４２ １００．０

Ⅳ―４表 通学所要時間

区 分 平均時間 事 例 数

１９９８年調査 分 人
（４８回） （５３．４） （１，１５６）
全 体 ５０．９ １，０３９

男 子 ５０．１ ８０３
女 子 ５３．８ ２３６

自 宅 ６８．３ ５２５
自 宅 外 ３３．２ ５１２
無 回 答 ３０．０ ２

男

子

自 宅 ６８．５ ３９３
自 宅 外 ３２．５ ４０８
無 回 答 ３０．０ ２

女
子
自 宅 ６８．０ １３２
自 宅 外 ３５．７ １０４

片道、単位：分

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７
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Ⅴ．奨 学 金

Ⅴ―１表 奨学金を受けていますか

区 分 受けている
受けたいが
受けられな
かった

受けたくな
い

受ける必要
がない 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （１７．５） （１９．１） （６．０） （５４．７） （２．８） （１，１８５） （１００．０）
全 体 ２０．７ １７．５ ５．０ ５５．８ １．１ １，０４２ １００．０

男 子 ２１．３ １７．６ ５．５ ５４．５ １．１ ８０６ ７７．４
女 子 １８．６ １６．９ ３．４ ６０．２ ０．８ ２３６ ２２．６

Ⅴ―３表 受領している奨学金の内訳

区 分
日本育英会
第一種奨学
金

日本育英会第
二種奨学金・
きぼう２１プラ
ン奨学金

日本育英会第一
種と第二種の併
用又はきぼう２１
プランの併用

育英会と財
団・地方公
共団体の併
用

財団・地方
公共団体等
の奨学金

無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （４５．４） （１９．３） （―） （１４．０） （２０．８） （０．５） （２０７） （１００．０）
全 体 ３８．０ ３２．４ ２．８ １１．６ １３．０ ２．３ ２１６ １００．０

男 子 ４１．９ ３１．４ １．７ １１．６ １１．６ １．７ １７２ ７９．６
女 子 ２２．７ ３６．４ ６．８ １１．４ １８．２ ４．５ ４４ ２０．４

Ⅴ―４表 奨学金はどんな面で役立っていますか
（２項目選択）

区 分
家庭の経済的
負担が軽減さ
れる

多少ともゆと
りのある生活
ができる

アルバイトが
軽減される

奨学金がある
ので生活が成
り立っている

定期的な収入
があるので助
かる

その他 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（４８回） （７７．８） （３６．７） （１７．９） （２４．６） （２０．３） （１．９） （０．５） （２０７）
全 体 ７６．４ ３９．８ １５．７ ３０．１ １９．９ ２．３ ０．９ ２１６

男 子 ７６．７ ４０．７ １３．４ ３２．０ １９．８ ２．３ １．２ １７２
女 子 ７５．０ ３６．４ ２５．０ ２２．７ ２０．５ ２．３ ― ４４

Ⅴ―５表 奨学金の主たる支出目的（用途） （３項目選択）

区 分
生 活 費
（衣・食
住居費）

授業料 勉学費 教養・
娯楽費

旅行（帰
省旅行も
含む）

技術・資
格等取得
の費用

耐久消費
財購入費
用

貯 金 その他 無回答 事例数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（４８回） （７６．３） （２３．２）（５５．１）（５５．２） （９．７） （４．８） （４．８） （２１．７）（０．５） （０．５） （２０７）
全 体 ７７．３ ２８．７ ４９．５ ４５．４ １０．６ ５．１ ９．７ １８．５ １．９ ０．９ ２１６

男 子 ７９．７ ２７．３ ５０．６ ４５．９ ８．７ ５．８ １０．５ １８．０ １．２ １．２ １７２
女 子 ６８．２ ３４．１ ４５．５ ４３．２ １８．２ ２．３ ６．８ ２０．５ ４．５ ― ４４

Ⅴ―２表 「奨学金を受けたいが受けられなかった」又は「奨学金を受けたくない」と答えた理由

区 分
事務手続
きが煩雑
だから

掲示等に
気がつか
なかった

書類を期限
までに整え
られなかっ
た

出願はした
が採用され
なかった

貸与なの
で申請し
なかった

資格がな
い そ の 他 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （２０．２） （１７．８） （７．１） （２１．２） （２５．９） （―） （７．４） （０．３） （２９７）（１００．０）
全 体 １４．５ １０．３ ４．７ ２１．４ ２０．５ ２４．８ ３．０ ０．９ ２３４ １００．０

男 子 １４．５ ９．７ ５．９ ２２．６ ２０．４ ２２．６ ３．２ １．１ １８６ ７９．５
女 子 １４．６ １２．５ ― １６．７ ２０．８ ３３．３ ２．１ ― ４８ ２０．５

№１２２７ ２００１．１２．１４
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Ⅵ―２表 アルバイトの種類 （２項目選択）

区 分 家庭教師塾 講 師試 験 監
督・採点

特殊技術を
要すること 一般事務

販 売・セ ー ル
ス・サービス業 肉体労働

宿直・
警 備 その他 無回答 事例数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（４８回） （５４．６）（２６．５） （８．６） （７．０）（１０．２） （２５．５）（１５．０） （―） （６．２） （０．２） （９５８）
全 体 ４５．５ ３０．９ ９．８ ６．９ ７．４ ２６．３ １５．９ １．５ ６．４ ― ８４１

男 子 ４２．７ ３１．５ ９．７ ７．５ ７．４ ２３．５ １９．９ ２．０ ５．８ ― ６３９
女 子 ５４．５ ２９．２ ９．９ ５．０ ７．４ ３５．１ ３．５ ― ８．４ ― ２０２

Ⅵ―３表 アルバイト所要時間と収入金額

区 分
ア ル バ イ ト 所 要 時 間 ア ル バ イ ト 収 入 金 額

１週間当たりの平均時間 人 数 １ヶ月当たりの平均収入 人 数

時間 人 千円 人
１９９８年調査（４８回） （１１．７０） （９４３） （５３．１５） （９４３）
全 体 １０．６４ ８１６ ４７．９３ ８２０

男 子 １０．７８ ６２０ ４８．５３ ６２２
女 子 １０．２２ １９６ ４６．０６ １９８

Ⅵ．アルバイト

Ⅵ―１表 過去一年間にアルバイトをしましたか

区 分
継続的（１ヶ
月以上）アル
バイトをした

臨時的（１ヶ
月未満）アル
バイトをした

継続的＋臨
時的アルバ
イトをした

しなかった 無 回 答 事 例 数

％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
１９９８年調査（４８回） （５２．９） （１０．４） （１７．６） （１９．２） （―） （１，１８５） （１００．０）
全 体 ５５．０ １２．５ １３．２ １９．０ ０．３ １，０４２ １００．０

男 子 ５４．８ １２．７ １１．８ ２０．３ ０．４ ８０６ ７７．４
女 子 ５５．５ １１．９ １８．２ １４．４ ― ２３６ ２２．６

男
子

前 期 課 程 ５４．２ １２．６ １３．８ １９．０ ０．５ ４２１ ４０．４
後 期 課 程 ５５．６ １２．７ ９．６ ２１．８ ０．３ ３８５ ３６．９

女
子

前 期 課 程 ４９．２ １３．１ ２３．０ １４．８ ― １２２ １１．７
後 期 課 程 ６２．３ １０．５ １３．２ １４．０ ― １１４ １０．９

男

子

自 宅 ５９．９ ９．９ １３．２ １６．２ ０．７ ３０２ ２９．０
分譲マンション ６４．０ ６．７ １６．０ １２．０ １．３ ７５ ７．２
賃貸マンション・アパート（バスつき） ４９．４ １６．５ １０．５ ２３．７ ― ３３４ ３２．１
アパート（バスなし） ３７．５ ２０．８ ８．３ ３３．３ ― ２４ ２．３
下 宿 ２８．６ １４．３ １４．３ ４２．９ ― ７ ０．７
東 大 学 寮 ５２．６ １０．５ １０．５ ２６．３ ― １９ １．８
そ の 他 の 寮 ５９．５ ９．５ ７．１ ２３．８ ― ４２ ４．０
そ の 他 １００．０ ― ― ― ― ２ ０．２
無 回 答 ― ― ― １００．０ ― １ ０．１

女

子

自 宅 ５３．２ １１．７ １８．１ １７．０ ― ９４ ９．０
分譲マンション ６５．４ ３．８ ２３．１ ７．７ ― ２６ ２．５
賃貸マンション・アパート（バスつき） ５６．１ １１．２ １９．４ １３．３ ― ９８ ９．４
アパート（バスなし） １００．０ ― ― ― ― １ ０．１
下 宿 ４０．０ ２０．０ ２０．０ ２０．０ ― ５ ０．５
東 大 学 寮 ５０．０ ５０．０ ― ― ― ４ ０．４
そ の 他 の 寮 ７５．０ ２５．０ ― ― ― ４ ０．４
そ の 他 ２５．０ ２５．０ ― ５０．０ ― ４ ０．４
無 回 答 ― ― ― ― ― ― ―

２００１．１２．１４ №１２２７
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Ⅵ―５表 アルバイトの目的

区 分
家庭の経済
的負担を軽
減するため

学生生活を
楽しむため

社会経験の
ため そ の 他 無 回 答 事 例 数

％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
１９９８年調査（４８回） （２６．１） （４３．２） （２３．１） （６．８） （０．８） （９５８） （１００．０）
全 体 ２８．１ ４１．１ ２４．０ ６．５ ０．２ ８４１ １００．０

男 子 ２８．３ ４１．６ ２３．８ ５．９ ０．３ ６３９ ７６．０
女 子 ２７．２ ３９．６ ２４．８ ８．４ ― ２０２ ２４．０

Ⅵ―６表 アルバイト収入の主たる使途 （２項目選択）

区 分
生 活 費
（衣・食・
住居費）

授業料 勉学費 教養・
娯楽費

旅行（帰
省旅行も
含む）

技術・資
格等取得
の費用

耐久消費
財購入費
用

貯 金 その他 無回答 事例数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（４８回） （４８．７） （１．４） （１４．０）（７３．９） （２２．１） （１．７） （５．１） （１９．０）（１．７） （０．２） （９５８）
全 体 ５３．４ ２．４ １０．３ ７１．０ １９．３ １．４ ４．４ １８．８ １．７ ０．１ ８４１

男 子 ５２．７ ２．２ １１．９ ７２．５ １６．１ １．６ ５．２ １８．２ １．９ ― ６３９
女 子 ５５．４ ３．０ ５．４ ６６．３ ２９．２ １．０ ２．０ ２０．８ １．０ ― ２０２

Ⅵ―７表 継続的アルバイトは勉学の妨げになりませんでしたか

区 分 かなり妨げになった 多少妨げになった 妨げにならなかった 無 回 答 事 例 数

％ ％ ％ ％ 人 ％
１９９８年調査（４８回） （８．０） （３８．７） （４７．７） （５．６） （８３５．０）（１００．０）
全 体 １１．０ ４４．３ ４１．６ ３．１ ７１１ １００．０

男 子 １２．７ ４３．６ ４１．０ ２．８ ５３７ ７５．５
女 子 ５．７ ４６．６ ４３．７ ４．０ １７４ ２４．５

Ⅵ―４表 アルバイトの紹介者 （２項目選択）

区 分 大学の担
当事務

大学の
研究室

内外学生
センター

新聞広告・アル
バイト広告誌

インター
ネットで

友人・
知人等

アルバイト
先と直接

スーパー・銀
行等の伝言板 その他 無回答 事例数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（４８回） （１１．２） （―）（８．７） （３２．０） （―）（４９．０） （２９．０） （６．３） （８．９） （０．１） （９５８）
全 体 １１．２ １．０ ６．７ ３２．８ ７．６ ４６．８ ２６．０ ２．９ ５．０ ０．４ ８４１

男 子 １２．１ ０．６ ６．６ ３２．８ ７．４ ４６．８ ２５．９ ２．８ ４．１ ０．３ ６３９
女 子 ８．５ ２．０ ７．０ ３２．８ ８．５ ４６．８ ２６．４ ３．０ ８．０ ０．５ ２０２

Ⅵ―８表 現在の暮らし向きについてどうお考えですか

区 分 か な り
楽 な 方

や や
楽 な 方 普 通 や や

苦しい方
大 変
苦しい方

分からな
い 無 回 答 事 例 数

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
全 体 ２８．６ ２２．４ ３０．７ １３．０ ３．４ １．１ １．０ １，０４２ １００．０

男 子 ２８．０ ２１．７ ３０．３ １４．３ ３．５ １．１ １．１ ８０６ ７７．４
女 子 ３０．５ ２４．６ ３２．２ ８．５ ３．０ ０．８ ０．４ ２３６ ２２．６

№１２２７ ２００１．１２．１４

40



Ⅶ．生 活 時 間

Ⅶ表 生 活 時 間 （単位：分）

区 分
睡 眠 食事・団らん 身のまわりの用事 アルバイト 大学での学習 自宅・図書館での学習 大学以外の教育機関での学習 課外活動 家 事 通 学

平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数

１９９８年調査（４８回）（４２０．４）（１，１８３）（９５．９）（１，１７６）（６３．５）（１，１７７）（１０５．５） （７０９）（２６４．８）（１，１２０）（１０２．７） （９３６）（８８．９） （１５４）（１０５．９） （６７４）（４３．３） （７５８）（１０３．２）（１，１５８）
全 体 ４０５．２ １，０２０ ９３．９ １，０１４ ６５．０ １，０１０ １１０．４ ５６１ ２７６．１ ９６３ ９８．８ ８１９ １２２．０ １０９ １００．５ ４８９ ４１．２ ６６７ ９８．５ １，００６

男 子 ４０８．７ ７８９ ８８．０ ７８５ ５７．９ ７８１ １１５．８ ４１９ ２７５．９ ７４４ ９９．４ ６３７ １３３．９ ８５ １０２．１ ３８９ ３８．５ ５０２ ９６．８ ７７８
女 子 ３９３．５ ２３１ １１４．１ ２２９ ８９．３ ２２９ ９４．４ １４２ ２７６．８ ２１９ ９６．７ １８２ ７９．８ ２４ ９４．５ １００ ４９．５ １６５ １０４．４ ２２８

自 宅 ３９９．３ ５１６ １０３．０ ５１２ ６７．２ ５１０ ９９．６ ３１４ ２６４．８ ４８５ ９９．０ ４２２ １２８．３ ５３ ９８．３ ２５９ ３２．２ ２３０ １２９．８ ５１１
自 宅 外 ４１０．８ ５０１ ８４．７ ４９９ ６２．７ ４９７ １２４．３ ２４６ ２８７．９ ４７５ ９８．７ ３９５ １１７．０ ５５ １０３．３ ２２９ ４５．９ ４３６ ６６．１ ４９２
無 回 答 ４９０．０ ３ ８０．０ ３ ８０．０ ３ ６０．０ １ ２３０．０ ３ ６０．０ ２ ６０．０ １ ６０．０ １ ６０．０ １ ７６．７ ３

前期課程 ４００．９ ５３３ ９２．１ ５３０ ６４．９ ５２７ １１１．４ ３１６ ２７０．１ ５１１ ８０．７ ４３９ ９７．７ ５１ １０１．２ ３２６ ３９．６ ３４０ １０３．９ ５２７
後期課程 ４０９．９ ４８７ ９６．０ ４８４ ６５．２ ４８３ １０９．０ ２４５ ２８２．９ ４５２ １１９．７ ３８０ １４３．３ ５８ ９９．２ １６３ ４２．９ ３２７ ９２．６ ４７９

文 科 系 ４１４．１ ４６１ ９５．５ ４５６ ６８．０ ４５３ １２３．３ ２４５ ２１９．４ ４１６ １１５．４ ３８１ １１６．２ ９４ １１２．８ ２１０ ４４．２ ３１３ ９７．２ ４５４
理 科 系 ３９８．０ ５５９ ９２．６ ５５８ ６２．６ ５５７ １００．３ ３１６ ３１９．３ ５４７ ８４．４ ４３８ １５８．０ １５ ９１．３ ２７９ ３８．５ ３５４ ９９．６ ５５２

区 分
電 話 会話・交際 レジャー・スポーツ テレビ・ラジオ 新聞・雑誌 読 書 レコード、CD、

ビデオ、映画
パソコンでの通信・
情報収集・ゲーム そ の 他

平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数 平均値 事例数

１９９８年調査（４８回） （３０．５） （８９７）（６９．８） （９６６） （５１） （４８０）（７７．７）（１，０２５）（３５．１） （９９５）（４４．６） （７７１）（４８．６） （８０１） （―） （―）（１０８．８） （５６１）
全 体 ２４．０ ６５３ ６０．５ ８１２ ４０．３ ３１１ ６８．３ ８０１ ３０．６ ８１３ ４３．１ ６６２ ４０．３ ５８０ ５８．０ ８２７ ９５．７ ４２７

男 子 ２２．９ ４９５ ５９．０ ６１９ ４０．８ ２６５ ７０．８ ６２４ ３１．０ ６３６ ４２．６ ５１２ ４０．４ ４５８ ６１．１ ６４６ ９９．１ ３５２
女 子 ２７．７ １５８ ６５．３ １９３ ３７．３ ４６ ５９．６ １７７ ２９．１ １７７ ４５．０ １５０ ４０．０ １２２ ４６．７ １８１ ７９．９ ７５

自 宅 ２３．１ ３０４ ５８．９ ４１１ ４３．２ １６０ ６２．９ ３９４ ２９．５ ４２５ ４３．３ ３２４ ３８．９ ２７７ ５５．２ ４２６ ９３．５ ２１３
自 宅 外 ２４．８ ３４９ ６２．２ ３９９ ３７．３ １５１ ７３．０ ４０５ ３１．６ ３８５ ４２．９ ３３７ ４１．５ ３０１ ６０．９ ４００ ９７．３ ２１３
無 回 答 ― ― ６０．０ ２ ― ― １８０．０ ２ ５０．０ ３ ６０．０ １ ５０．０ ２ ６０．０ １ ２４０．０ １

前期課程 ２０．９ ３４２ ６４．５ ４３２ ４２．０ １６６ ６９．３ ４２３ ２８．２ ４２５ ４１．７ ３５１ ４０．１ ３２１ ５６．５ ４３０ ９３．４ ２２７
後期課程 ２７．５ ３１１ ５５．９ ３８０ ３８．３ １４５ ６７．２ ３７８ ３３．１ ３８８ ４４．８ ３１１ ４０．５ ２５９ ５９．６ ３９７ ９８．４ ２００

文 科 系 ２６．１ ３１４ ６５．３ ３６６ ４２．８ １５２ ６９．１ ３６３ ３３．１ ３８０ ４９．１ ３３６ ３９．８ ２６０ ５６．０ ３６０ ９６．２ １８４
理 科 系 ２２．１ ３３９ ５６．５ ４４６ ３７．９ １５９ ６７．６ ４３８ ２８．３ ４３３ ３６．９ ３２６ ４０．７ ３２０ ５９．５ ４６７ ９５．４ ２４３

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７

41



Ⅷ．学内施設の利用

Ⅷ表 学内施設の利用度

区 分 ほとんど毎日 週数回程度 週１回程度 月１回程度 全くない 無回答 事 例 数

総 合 図 書 館
（本郷）

％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（ほとんど毎日利用） （かなり利用） （ときどき利用） （あまり利用しない） （全然利用しない）

１９９６年調査（４６回） （６．１） （１７．８） （３５．６） （１７．１） （２２．３） （１．１） （１，２２０） （１００．０）
全 体 ５．０ １０．１ １０．５ ２３．１ ４９．７ １．６ １，０４２ １００．０

男 子 ５．２ １０．０ １０．５ ２３．４ ４９．４ １．４ ８０６ ７７．４
女 子 ４．２ １０．２ １０．２ ２２．０ ５０．８ ２．５ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ０．４ ２．４ ３．３ １４．４ ７７．１ ２．４ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 １０．０ １８．４ １８．２ ３２．６ ２０．０ ０．８ ４９９ ４８．０

学部等の図書
館・図書室

１９９６年調査（４６回） （３．３） （１８．４） （３１．４） （１５．１） （３０．２） （１．６） （１，２２０） （１００．０）
全 体 ６．８ ２１．６ ２３．０ ２２．３ ２５．０ １．３ １，０４２ １００．０

男 子 ６．５ ２１．５ ２３．１ ２２．０ ２５．８ １．２ ８０６ ７７．４
女 子 ８．１ ２２．０ ２２．９ ２３．３ ２２．０ １．７ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ７．６ ２３．４ ２１．２ １７．５ ２８．８ １．５ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 ６．０ １９．６ ２５．０ ２７．４ ２０．８ １．２ ４９９ ４８．０

研 究 室

１９９６年調査（４６回） （８．３） （４．０） （４．８） （７．７） （７２．６） （２．６） （１，２２０） （１００．０）
全 体 １０．４ ３．６ ３．８ ４．７ ７５．５ ２．０ １，０４２ １００．０

男 子 １０．５ ３．１ ３．５ ４．３ ７６．８ １．７ ８０６ ７７．４
女 子 ９．７ ５．１ ５．１ ５．９ ７１．２ ３．０ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ０．２ ０．７ ０．７ ０．７ ９４．６ ３．０ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 ２１．４ ６．６ ７．２ ９．０ ５４．８ １．０ ４９９ ４８．０

情報基盤セン
ター（本郷）

１９９６年調査（４６回） （７．２） （９．３） （１４．０） （１４．６） （５２．３） （２．６） （１，２２０） （１００．０）
全 体 １．４ ２．２ ３．７ ６．３ ８３．７ ２．６ １，０４２ １００．０

男 子 １．６ ２．２ ３．８ ７．１ ８２．９ ２．４ ８０６ ７７．４
女 子 ０．８ ２．１ ３．４ ３．８ ８６．４ ３．４ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ０．２ ０．７ ３．１ ２．０ ９１．１ ２．８ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 ２．８ ３．８ ４．４ １１．０ ７５．６ ２．４ ４９９ ４８．０

各学部の端末
室・情報処理室
（本郷）

１９９６年調査（４６回） （１１．２） （９．３） （１０．２） （８．５） （３７．５） （２３．２） （１，２２０） （１００．０）
全 体 ５．７ ８．５ ７．５ ８．６ ６７．４ ２．３ １，０４２ １００．０

男 子 ５．７ ９．４ ６．９ ８．２ ６７．７ ２．０ ８０６ ７７．４
女 子 ５．５ ５．５ ９．３ １０．２ ６６．１ ３．４ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ０．２ ２．４ ２．６ １．７ ９０．４ ２．８ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 １１．６ １５．２ １２．８ １６．２ ４２．４ １．８ ４９９ ４８．０

情 報 教 育 棟
（駒場）

１９９６年調査（４６回） （１２．９） （１５．２） （１６．５） （１０．０） （１９．１） （２６．３） （１，２２０） （１００．０）
全 体 １２．２ １８．９ １３．５ ９．０ ４４．０ ２．３ １，０４２ １００．０

男 子 １３．２ １８．９ １２．７ ８．６ ４４．４ ２．４ ８０６ ７７．４
女 子 ８．９ １９．１ １６．５ １０．６ ４２．８ ２．１ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ２１．６ ３４．９ ２３．２ １１．８ ７．２ １．３ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 ２．０ １．６ ３．０ ６．０ ８４．０ ３．４ ４９９ ４８．０

総合図書館の談
話室・ラウンジ
（本郷）

１９９６年調査（４６回） （０．４） （２．６） （６．４） （１０．０） （５７．３） （２３．３） （１，２２０） （１００．０）
全 体 ０．３ １．５ １．９ ５．１ ８８．４ ２．８ １，０４２ １００．０

男 子 ０．２ １．７ １．５ ４．７ ８９．１ ２．７ ８０６ ７７．４
女 子 ０．４ ０．８ ３．４ ６．４ ８６．０ ３．０ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ― ０．４ ０．６ １．８ ９４．５ ２．８ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 ０．６ ２．８ ３．４ ８．６ ８１．８ ２．８ ４９９ ４８．０

学部の談話室・
ラウンジ・学生
控室（本郷）

１９９６年調査（４６回） （６．４） （６．６） （８．６） （１１．１） （６２．３） （４．９） （１，２２０） （１００．０）
全 体 ７．６ ６．３ ４．７ ５．８ ７２．９ ２．７ １，０４２ １００．０

男 子 ７．６ ６．６ ３．７ ６．３ ７３．２ ２．６ ８０６ ７７．４
女 子 ７．６ ５．５ ８．１ ３．８ ７２．０ ３．０ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ０．９ １．８ １．８ ２．６ ９０．０ ２．８ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 １４．８ １１．２ ７．８ ９．２ ５４．４ ２．６ ４９９ ４８．０

№１２２７ ２００１．１２．１４
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区 分 ほとんど毎日 週数回程度 週１回程度 月１回程度 全くない 無回答 事 例 数

学生部センター
（本郷）

１９９６年調査（４６回） （０．１） （０．６） （４．７） （７．４） （６３．２） （２４．１） （１，２２０） （１００．０）
全 体 ０．２ ０．５ ２．２ ６．０ ８８．２ ３．０ １，０４２ １００．０

男 子 ０．２ ０．４ ２．５ ５．７ ８８．３ ２．９ ８０６ ７７．４
女 子 ― ０．８ １．３ ６．８ ８７．７ ３．４ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ０．２ ０．４ ０．４ ０．６ ９５．８ ２．８ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 ０．２ ０．６ ４．２ １１．８ ８０．０ ３．２ ４９９ ４８．０

学内食堂・喫茶
室

１９９６年調査（４６回） （３１．２） （２５．６） （２４．７） （１１．４） （６．３） （０．８） （１，２２０） （１００．０）
全 体 ２８．９ ２７．９ １５．９ １３．１ １３．０ １．２ １，０４２ １００．０

男 子 ３１．３ ２８．５ １５．９ １１．４ １１．８ １．１ ８０６ ７７．４
女 子 ２０．８ ２５．８ １６．１ １８．６ １６．９ １．７ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ２９．３ ２９．２ １８．５ １０．９ １０．７ １．５ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 ２８．４ ２６．６ １３．２ １５．４ １５．４ １．０ ４９９ ４８．０

サークル部室

１９９６年調査（４６回） （１３．０） （１１．２） （８．８） （７．５） （５４．７） （４．８） （１，２２０） （１００．０）
全 体 １０．７ ８．５ ５．５ ５．１ ６８．０ ２．２ １，０４２ １００．０

男 子 １１．４ ９．１ ５．０ ５．１ ６７．２ ２．２ ８０６ ７７．４
女 子 ８．１ ６．８ ７．２ ５．１ ７０．８ ２．１ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 １４．２ １２．７ ６．８ ３．９ ６０．５ １．８ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 ６．８ ４．０ ４．０ ６．４ ７６．２ ２．６ ４９９ ４８．０

学 生 会 館
（駒場）

１９９６年調査（４６回） （６．１） （７．２） （１３．５） （１９．３） （３０．２） （２３．７） （１，２２０） （１００．０）
全 体 ４．９ ５．２ ６．８ １６．１ ６４．２ ２．８ １，０４２ １００．０

男 子 ５．２ ６．０ ６．８ １６．３ ６３．０ ２．７ ８０６ ７７．４
女 子 ３．８ ２．５ ６．８ １５．７ ６８．２ ３．０ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ８．１ ７．９ １０．３ ２５．６ ４５．９ ２．０ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 １．４ ２．２ ３．０ ５．８ ８４．０ ３．６ ４９９ ４８．０

御殿下記念館
（本郷）

１９９６調査（４６回） （１．１） （７．６） （１２．５） （１１．１） （６４．３） （３．３） （１，２２０） （１００．０）
全 体 ０．２ ３．３ ５．７ １０．３ ７８．０ ２．６ １，０４２ １００．０

男 子 ０．１ ３．３ ６．１ ９．９ ７８．０ ２．５ ８０６ ７７．４
女 子 ０．４ ３．０ ４．２ １１．４ ７８．０ ３．０ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ― １．７ ２．２ ４．８ ８８．６ ２．８ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 ０．４ ５．０ ９．４ １６．２ ６６．６ ２．４ ４９９ ４８．０

屋外運動場（テ
ニスコート、野
球場等を含む）

１９９６年調査（４６回） （４．３） （６．９） （９．６） （１３．４） （６３．９） （２．０） （１，２２０） （１００．０）
全 体 ３．２ ６．３ ５．３ ５．８ ７７．１ ２．４ １，０４２ １００．０

男 子 ３．６ ６．３ ５．６ ６．１ ７６．１ ２．４ ８０６ ７７．４
女 子 １．７ ６．４ ４．２ ４．７ ８０．５ ２．５ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ４．４ ８．３ ７．０ ４．１ ７４．０ ２．２ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 １．８ ４．２ ３．４ ７．６ ８０．４ ２．６ ４９９ ４８．０

体 育 館
（駒場）

１９９６年調査（４６回） （２．３） （７．０） （８．７） （１２．４） （４６．６） （２３．１） （１，２２０） （１００．０）
全 体 １．６ ６．１ １０．５ ３．５ ７５．３ ３．０ １，０４２ １００．０

男 子 １．９ ６．２ １０．２ ３．３ ７５．４ ３．０ ８０６ ７７．４
女 子 ０．８ ５．９ １１．４ ３．８ ７５．０ ３．０ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ２．２ ９．４ １７．９ ５．４ ６２．７ ２．４ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 １．０ ２．６ ２．４ １．４ ８９．０ ３．６ ４９９ ４８．０

そ の 他

１９９６年調査（４６回） （１．６） （１．８） （０．７） （０．２） （７．９） （８７．９） （１，２２０） （１００．０）
全 体 １．７ １．２ ０．８ ０．８ ４２．８ ５２．８ １，０４２ １００．０

男 子 １．９ １．０ ０．９ ０．９ ４２．１ ５３．３ ８０６ ７７．４
女 子 １．３ １．７ ０．４ ０．４ ４５．３ ５０．８ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ２．２ １．７ ０．７ １．１ ４０．０ ５４．２ ５４３ ５２．０
後 期 課 程 １．２ ０．６ ０．８ ０．４ ４５．８ ５１．２ ４９９ ４８．０

２００１．１２．１４ №１２２７
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Ⅸ．読 書

Ⅸ―１表 読書冊数!１（高校時代、受験対策用のものを除く）

区 分
小説・文芸書 教 養 書 マンガ・コミック そ の 他 合 計

平均冊数 事例数 平均冊数 事例数 平均冊数 事例数 平均冊数 事例数 平均値 事例数

全 体 ５３．８ ９７４ ２３．２ ８５９ １０７．０ ９１４ ３７．４ ５０６ １８８．５ １，００３

男 子 ４８．４ ７５１ ２３．９ ６６３ １１３．６ ７１３ ３５．８ ４１４ １９０．５ ７７７
女 子 ７２．０ ２２３ ２０．９ １９６ ８３．６ ２０１ ４４．２ ９２ １８１．５ ２２６

前 期 課 程 ５７．１ ５０７ ２３．７ ４５４ １１０．１ ４８２ ３８．７ ２７９ １９７．０ ５２６
後 期 課 程 ５０．１ ４６７ ２２．７ ４０５ １０３．５ ４３２ ３５．８ ２２７ １７９．２ ４７７

文 科 系 ６２．４ ４５２ ２５．８ ４１４ １１０．１ ４２３ ４３．０ ２２０ ２０６．８ ４５９
理 科 系 ４６．３ ５２２ ２０．８ ４４５ １０４．３ ４９１ ３３．０ ２８６ １７３．０ ５４４

Ⅸ―２表 読書冊数!２（２０００年４月以降、雑誌を除く）

区 分
勉学に直接必要な本 小説・文芸書 教 養 書 マンガ・コミック そ の 他 合 計

平均冊数 事例数 平均冊数 事例数 平均冊数 事例数 平均冊数 事例数 平均冊数 事例数 平均値 事例数

１９８９年調査（３９回） （１１．９）（１，０６４） （―） （―）（１３．９）（１，００８） （―）（―） （１５．４） （８１０）（３４．６）（１，１０２）
全 体 １９．３ ９８９ １６．８ ８７４ １２．０ ８１２ ３５．８ ８００ １６．９ ４０３ ７８．２ １，０１０

男 子 １８．８ ７６２ １５．８ ６６３ １２．６ ６３２ ３８．０ ６３５ １６．５ ３３６ ８０．０ ７８１
女 子 ２１．１ ２２７ ２０．０ ２１１ １０．１ １８０ ２７．３ １６５ １８．７ ６７ ７２．４ ２２９

前 期 課 程 １６．５ ５１０ １８．４ ４５１ １０．４ ４３１ ３５．８ ４３７ １５．５ ２１３ ７６．４ ５２５
後 期 課 程 ２２．４ ４７９ １５．２ ４２３ １３．９ ３８１ ３５．８ ３６３ １８．４ １９０ ８０．２ ４８５

文 科 系 ２２．２ ４５４ １８．８ ４１６ １５．９ ３８６ ３６．２ ３４９ ２３．１ １６４ ８８．８ ４５６
理 科 系 １６．９ ５３５ １５．０ ４５８ ８．５ ４２６ ３５．５ ４５１ １２．６ ２３９ ６９．６ ５５４

Ⅸ―３表 本の入手先（２０００年４月以降、雑誌を除く）

区 分
自分で買った本 東大図書館の本 その他の図書館の本 貸本屋、友人・知人

などから借りた本 合 計

平均冊数 事例数 平均冊数 事例数 平均冊数 事例数 平均冊数 事例数 平均値 事例数

１９８９年調査（３９回） （２６．０）（１，０９２） （８．１） （６１３） （９．７） （２９９） （６．４） （４０２） （３４．３）（１，１０１）
全 体 ３８．４ ９８４ １４．６ ６６２ ２３．２ ４２３ ２６．０ ５４９ ７１．４ １，００２

男 子 ４１．５ ７６３ １３．８ ４９３ ２１．８ ２８９ ２８．７ ４０６ ７２．９ ７７４
女 子 ２７．６ ２２１ １７．２ １６９ ２６．０ １３４ １８．４ １４３ ６６．４ ２２８

前 期 課 程 ３９．４ ５１１ １１．２ ３２６ ２２．４ ２１８ ２７．０ ２８８ ７０．２ ５２０
後 期 課 程 ３７．２ ４７３ １７．９ ３３６ ２４．０ ２０５ ２５．０ ２６１ ７２．８ ４８２

文 科 系 ４２．２ ４４４ １８．４ ３０３ ２９．４ ２０３ ２７．３ ２３５ ８１．７ ４４９
理 科 系 ３５．２ ５４０ １１．５ ３５９ １７．４ ２２０ ２５．１ ３１４ ６３．０ ５５３

№１２２７ ２００１．１２．１４
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Ⅸ―４表 毎月の書籍購入金額

区 分
勉学に直接必要な本 小説・文芸書 教 養 書 マンガ・コミック 雑誌・実用書 合 計

平均額 事例数 平均額 事例数 平均額 事例数 平均額 事例数 平均額 事例数 平均額 事例数

円 人 円 人 円 人 円 人 円 人 円 人

（その他）
１９８９年調査（３９回）（６，２００）（１，００７） （―） （―）（４，１００） （８７４） （―） （―）（２，７００） （７８９）（１０，８００）（１，１１３）
全 体 ６，８９３ ９２２ ２，５５６ ６１０ ２，９８７ ５３４ ３，４１５ ４２４ ２，３００ ６８４ １２，８３８ ９７６

男 子 ６，８６３ ７２０ ２，６３３ ４７４ ３，１２０ ４３２ ３，７１３ ３５９ ２，３５５ ５４６ １３，３１１ ７６３
女 子 ７，０００ ２０２ ２，２８７ １３６ ２，４２２ １０２ １，７６９ ６５ ２，０８０ １３８ １１，１４６ ２１３

前 期 課 程 ５，５７８ ４８１ ２，４２６ ３１２ ２，８１１ ２８１ ４，３７８ ２４１ ２，０４５ ３５３ １１，８９５ ５０５
後 期 課 程 ８，３２７ ４４１ ２，６９１ ２９８ ３，１８２ ２５３ ２，１４８ １８３ ２，５７１ ３３１ １３，８４９ ４７１

文 科 系 ７，４２７ ４２６ ２，８４３ ３１２ ３，３２０ ２８１ ５，４２７ １８５ ２，５２３ ３０２ １５，４１１ ４３８
理 科 系 ６，４３３ ４９６ ２，２５５ ２９８ ２，６１７ ２５３ １，８５８ ２３９ ２，１２３ ３８２ １０，７４３ ５３８

Ⅸ―５表 蔵書の冊数（雑誌、マンガ・コミックを除く）

区 分 ５０冊以下 ５１～１００冊 １０１～２００冊 ２０１冊以上 無 回 答 合 計 事 例 数

％ ％ ％ ％ ％ 人

１９８９年調査（３９回） （３４．８） （３０．８） （３３．４） （１．１） （１００．０） （１，１６２）
全 体 ３７．１ ２３．２ ２１．７ １５．８ ２．１ １００．０ １，０４２

男 子 ３６．６ ２３．６ ２０．８ １７．１ １．９ １００．０ ８０６
女 子 ３９．０ ２２．０ ２４．６ １１．４ ３．０ １００．０ ２３６

前 期 課 程 ４１．８ ２６．０ １８．２ １１．６ ２．４ １００．０ ５４３
後 期 課 程 ３２．１ ２０．２ ２５．５ ２０．４ １．８ １００．０ ４９９

文 科 系 ２８．６ ２４．７ ２６．２ １８．６ １．９ １００．０ ４６９
理 科 系 ４４．２ ２２．０ １８．０ １３．６ ２．３ １００．０ ５７３

Ⅸ―６表 蔵書の冊数（マンガ・コミック）

区 分 ５０冊以下 ５１～１００冊 １０１～２００冊 ２０１冊以上 無 回 答 合 計 事 例 数

％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
全 体 ６７．３ １２．３ ７．４ ８．１ ５．０ １００．０ １，０４２

男 子 ６４．９ １２．９ ８．７ ８．９ ４．６ １００．０ ８０６
女 子 ７５．４ １０．２ ３．０ ５．１ ６．４ １００．０ ２３６

前 期 課 程 ６５．４ １２．９ ７．９ ９．０ ４．８ １００．０ ５４３
後 期 課 程 ６９．３ １１．６ ６．８ ７．０ ５．２ １００．０ ４９９

文 科 系 ６７．２ １１．９ ７．０ ７．９ ６．０ １００．０ ４６９
理 科 系 ６７．４ １２．６ ７．７ ８．２ ４．２ １００．０ ５７３

２００１．１２．１４ №１２２７
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Ⅸ―７表 最近読んだ本のうち最も関心を持ったもの、感銘の深かったもの

２０００年調査（５０回） １９８９年調査（３９回）

書 名 著 者 全 体 文科系 理科系 書 名 著 者 全 体 文科系 理科系

人 人 人 人 人 人
ノルウェイの森 村上春樹 １０ ３ ７ ノルウェイの森 村上春樹 １２ ６ ６
バトル・ロワイアル 高見広春 １０ ４ ６ ホーキング、宇宙を語る スティーブン・W・ホーキング ９ ２ ７
アルジャーノンに花束を ダニエル・キイス ８ ２ ６ アルジャーノンに花束を ダニエル・キイス ９ ５ ４
竜馬がゆく 司馬遼太郎 ７ ２ ５ 平成維新 大前研一 ８ ５ ３
深夜特急 沢木耕太郎 ６ ５ １ こころ 夏目漱石 ８ ２ ６
罪と罰 ドストエフスキー ５ ３ ２ 竜馬がゆく 司馬遼太郎 ７ ３ ４
ねじまき鳥クロニクル 村上春樹 ５ １ ４ 人間失格 太宰治 ６ １ ５
脳を鍛える 立花隆 ５ ２ ３ 罪と罰 ドストエフスキー ６ ５ １
坂の上の雲 司馬遼太郎 ５ １ ４ 三国志 吉川英治 ６ ３ ３
戦争と平和 トルストイ ４ ３ １ 世界の終わりとハードボイルド・ワンダーランド 村上春樹 ５ ３ ２
沈黙 遠藤周作 ４ ３ １ 最新医学の現場 柳田国男 ５ ０ ５
天国までの百マイル 浅田次郎 ４ ３ １ ガープの世界 ジョン・アーヴィング ５ ２ ３
ハンニバル トマス・ハリス ４ ２ ２ 「NO」と言える日本 盛田昭夫、石原慎太郎 ５ １ ４
氷点 三浦綾子 ４ １ ３ 日本外交―反省と転換― 浅井基文 ４ ４ ０
無限論の教室 野矢茂樹 ４ ２ ２ 下天は夢か 津本陽 ４ １ ３
アンダーグラウンド 村上春樹 ３ ２ １ 地球環境報告 石弘之 ４ ３ １
金持ち父さん 貧乏父さん ロバート・キヨサキ、シャロン・レクター ３ ０ ３ カラマーゾフの兄弟 ドストエフスキー ４ ２ ２
希望の国のエクソダス 村上龍 ３ ２ １ 海と毒薬 遠藤周作 ４ ３ １
五体不満足 乙武洋匡 ３ １ ２ ライ麦畑でつかまえて J.D.サリンジャー ３ ０ ３
進化と人間行動 長谷川寿一・長谷川真理子 ３ １ ２ 優駿 宮本輝 ３ ０ ３
すべてがEになる 森博嗣 ３ １ ２ ホテル・ニューハンプシャー ジョン・アーヴィング ３ １ ２
だから、あなたも生きぬいて 大平光代 ３ ３ ０ 不毛地帯 山崎豊子 ３ ２ １
話を聞かない男と地図が読めない女 アラン・ピース、バーバラ・ピース ３ ０ ３ 氷点 三浦綾子 ３ １ ２
人間失格 太宰治 ３ １ ２ 羊をめぐる冒険 村上春樹 ３ １ ２
ハリー・ポッターと賢者の石 J.K.ローリング ３ ０ ３ 中国とソ連 毛里和子 ３ ３ ０
病院で死ぬということ 山崎章郎 ３ ２ １ ダンス・ダンス・ダンス 村上春樹 ３ ０ ３
深い河（デイープ・リバー） 遠藤周作 ３ ０ ３ コンタクト カール・セーガン ３ ０ ３
宮本武蔵 吉川英治 ３ ０ ３ 外科医 リチャード・カリール ３ ０ ３
レ・ミゼラブル ヴィクトル・ユゴー ３ １ ２ 哀しい予感 吉本ばなな ３ ３ ０

悪霊 ドストエフスキー ３ ２ １

№
１２２７

２００１
．
１２
．
１４

46



Ⅸ―８表 好きな著者・作家（第１位）

著 者 ・ 作 家 順 位 全 体 文 科 系 理 科 系 １９８９年調査（３９回）

位 人 人 人 位
村上春樹 １ ５２ ２２ ３０ ３

司馬遼太郎 ２ ４８ ２７ ２１ ２

夏目漱石 ３ ３３ １８ １５ １

立花 隆 ４ １７ ５ １２ ―

遠藤周作 ５ １４ ８ ６ １２

宮本 輝 〃 １４ ６ ８ １７

宮部みゆき ７ １３ ７ ６ ―

星 新一 ８ １１ ３ ８ １２

吉本ばなな 〃 １１ ６ ５ ―

太宰 治 １０ １０ ５ ５ ４

江国香織 １１ ９ ４ ５ ―

三浦綾子 〃 ９ ５ ４ ２９

村上 龍 〃 ９ １ ８ ２１

宮城谷昌光 １４ ８ ５ ３ ―

吉川英治 〃 ８ ２ ６ ７

芥川龍之介 １６ ７ ３ ４ １２

安部公房 〃 ７ ５ ２ １２

井上 靖 〃 ７ ６ １ ９

ドストエフスキー 〃 ７ ６ １ ５

沢木耕太郎 ２０ ６ ３ ３ ―

田中芳樹 〃 ６ ３ ３ ―

手塚治虫 〃 ６ １ ５ ―

三島由紀夫 〃 ６ ３ ３ ７

森 博嗣 〃 ６ ０ ６ ―

五木寛之 ２５ ５ １ ４ ―

大江健三郎 〃 ５ ４ １ ２９

北村 薫 〃 ５ ４ １ ―

小林よしのり 〃 ５ ２ ３ ―

坂口安吾 〃 ５ ３ ２ ―

椎名 誠 〃 ５ ４ １ ２５

ダニエル・キイス 〃 ５ ２ ３ ―

フランツ・カフカ 〃 ５ ４ １ ２９

ヘルマン・ヘッセ 〃 ５ ３ ２ ９

宮沢賢治 〃 ５ １ ４ ―

ミヒャエル・エンデ 〃 ５ １ ４ ―

２００１．１２．１４ №１２２７
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Ⅸ―９表 よく読む雑誌名（第１位）

雑 誌 名 順 位 全 体 文 科 系 理 科 系 １９８９年調査（３９回）

位 人 人 人 位
週刊東京ウォーカー １ ５１ １７ ３４ ―

週刊少年マガジン ２ ４４ １６ ２８ ８

週刊少年ジャンプ ３ ３７ １０ ２７ ４

ｎｏｎ・ｎｏ ４ ３５ １６ １９ ―

SPORTS GRAPHIC NUMBER ５ ２４ １４ １０ ―

Weeklyぴあ ６ ２３ １７ ６ ２

MEN’S NON・NO ７ ２１ １２ ９ ―

ＮＥＷＴＯＮ ８ １９ ２ １７ ２６

ＡＥＲＡ ９ １７ １３ ４ ３

日経ビジネス １０ １４ １０ ４ ―

NEWSWEEK（日本版含む） 〃 １４ ７ ７ ５

週刊少年サンデー １２ １３ ３ １０ １８

ｓｍａｒｔ １３ １２ ３ ９ ―

週刊アスキー 〃 １２ １ １１ ―

週刊東洋経済 １５ １１ １０ １ ―

週刊文春 〃 １１ ９ ２ １６

ＴＩＭＥ １７ ９ ４ ５ １２

週刊サッカーマガジン １８ ８ ３ ５ １２

ビッグコミックスピリッツ 〃 ８ ２ ６ １

ＡＮ・ＡＮ ２０ ７ ４ ３ ９

ＪＪ 〃 ７ ２ ５ ２１

MORE 〃 ７ ６ １ ―

週刊エコノミスト 〃 ７ ６ １ ３１

日経サイエンス 〃 ７ ０ ７ ―

ＦＩＮＥＢＯＹＳ ２５ ６ ３ ３ ―

ＳＡＰＩＯ 〃 ６ ３ ３ ―

文藝春秋 〃 ６ ６ ０ ２１

Ｃａｎ Ｃａｍ ２８ ５ ２ ３ ―

ＮＡＴＵＲＥ 〃 ５ ０ ５ ―

週刊 ザ テレビジョン 〃 ５ ３ ２ ３１

週刊ファミ通 〃 ５ １ ４ ―

週刊ヤングジャンプ 〃 ５ ２ ３ １２

№１２２７ ２００１．１２．１４
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Ⅹ．入学までの学習

Ⅹ―１表 出 身 高 校

区 分 国立（大学附属） 公立
中・高一貫
型の私立

その他
の私立

大学入学
資格検定

その他 無回答 合 計 事例数

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人

１９８８年調査（３８回） （１０．８） （４７．６） （３７．２） （４．２） （―） （０．２） （―） （１００．０）（１，０３４）
全 体 １０．９ ３４．２ ４９．０ ３．９ ０．２ １．３ ０．４ １００．０ １，０４２

男 子 ９．３ ３５．０ ４９．９ ４．０ ０．１ １．６ ０．１ １００．０ ８０６
女 子 １６．５ ３１．４ ４６．２ ３．８ ０．４ ０．４ １．３ １００．０ ２３６

文科系 １２．６ ３２．６ ４８．８ ４．５ ０．４ １．１ ― １００．０ ４６９
理科系 ９．６ ３５．４ ４９．２ ３．５ ― １．６ ０．７ １００．０ ５７３

現 役 １１．０ ３０．３ ５４．３ ３．５ ― ０．７ ０．３ １００．０ ７１７
一 浪 １１．４ ４４．９ ３８．２ ４．３ ０．４ ０．４ ０．４ １００．０ ２５４
二浪以上 ７．０ ４１．９ ３７．２ ９．３ ― ２．３ ２．３ １００．０ ４３
学士入学 １２．５ ５０．０ ３７．５ ― ― ― ― １００．０ ８
その他 １０．０ １５．０ ３０．０ ５．０ ５．０ ３５．０ ― １００．０ ２０

Ⅹ―２表 東大志望の時期

区 分
東大へ入学したいと思い始めた時期

合 計 事例数
小学生時代 中学生時代 高校生時代 高校卒業後 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
１９８８年調査（３８回） （１０．１） （１１．５） （６６．３） （１２．０） （０．１） （１００．０） （１，０３４）

全 体 ７．５ １２．７ ７４．８ ４．４ ０．７ １００．０ １，０４２

男 子 ８．２ １３．５ ７４．３ ３．５ ０．５ １００．０ ８０６
女 子 ５．１ ９．７ ７６．３ ７．６ １．３ １００．０ ２３６

文科系 ８．７ １３．６ ７２．９ ４．５ ０．２ １００．０ ４６９
理科系 ６．５ １１．９ ７６．３ ４．４ １．０ １００．０ ５７３

現 役 ６．３ １３．２ ７９．９ ０．１ ０．４ １００．０ ７１７
一 浪 １０．６ １２．２ ６５．７ １１．０ ０．４ １００．０ ２５４
二浪以上 ４．７ １１．６ ５８．１ ２０．９ ４．７ １００．０ ４３
学士入学 ― ― ５０．０ ３７．５ １２．５ １００．０ ８
その他 ２０．０ ５．０ ５０．０ ２５．０ ― １００．０ ２０

２００１．１２．１４ №１２２７
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Ⅹ―３表 家庭教師に付いていましたか Ⅹ―４表 学習塾・予備校に通っていましたか

区 分
小学生時代

合 計 事例数 区 分
小学生時代

合 計 事例数
はい いいえ 無回答 はい いいえ 無回答

％ ％ ％ ％ 人 ％ ％ ％ ％ 人
１９８８年調査（３８回） （４．８） （９５．２） （―） （１００．０） （１．０３４） １９８８年調査（３８回） （４８．２） （５０．０） （１．８） （１００．０） （１，０３４）

全 体 ２．２ ９７．４ ０．４ １００．０ １，０４２ 全 体 ５９．２ ４０．４ ０．４ １００．０ １，０４２

男 子 １．７ ９８．１ ０．１ １００．０ ８０６ 男 子 ６０．７ ３９．２ ０．１ １００．０ ８０６
女 子 ３．８ ９４．９ １．３ １００．０ ２３６ 女 子 ５４．２ ４４．５ １．３ １００．０ ２３６

文科系 ３．２ ９６．８ ― １００．０ ４６９ 文科系 ５８．６ ４１．４ ― １００．０ ４６９
理科系 １．４ ９７．９ ０．７ １００．０ ５７３ 理科系 ５９．７ ３９．６ ０．７ １００．０ ５７３

現 役 ６１．８ ３７．９ ０．３ １００．０ ７１７
一 浪 ５５．９ ４３．７ ０．４ １００．０ ２５４
二浪以上 ４１．９ ５５．８ ２．３ １００．０ ４３
学士入学 １２．５ ８７．５ ― １００．０ ８
その他 ６５．０ ３５．０ ― １００．０ ２０

区 分
中学生時代

合 計 事例数
はい いいえ 無回答

区 分
中学生時代

合 計 事例数 ％ ％ ％ ％ 人
はい いいえ 無回答

１９８８年調査（３８回） （３９．４） （５８．７） （１．９） （１００．０） （１，０３４）
％ ％ ％ ％ 人 全 体 ４９．３ ５０．３ ０．４ １００．０ １，０４２

１９８８年調査（３８回） （５．３） （９４．７） （―） （１００．０） （１，０３４）
男 子 ４７．４ ５２．５ ０．１ １００．０ ８０６

全 体 ２．５ ９７．１ ０．４ １００．０ １，０４２
女 子 ５５．９ ４２．８ １．３ １００．０ ２３６

男 子 ２．２ ９７．６ ０．１ １００．０ ８０６
文科系 ４９．７ ５０．３ ― １００．０ ４６９

女 子 ３．４ ９５．３ １．３ １００．０ ２３６
理科系 ４９．０ ５０．３ ０．７ １００．０ ５７３

文科系 ３．４ ９６．６ ― １００．０ ４６９
現 役 ４６．６ ５３．１ ０．３ １００．０ ７１７

理科系 １．７ ９７．６ ０．７ １００．０ ５７３
一 浪 ５６．７ ４２．９ ０．４ １００．０ ２５４
二浪以上 ５８．１ ３９．５ ２．３ １００．０ ４３
学士入学 １２．５ ８７．５ ― １００．０ ８
その他 ５０．０ ５０．０ ― １００．０ ２０

区 分
高校生時代

合 計 事例数
はい いいえ 無回答

％ ％ ％ ％ 人

区 分
高校生時代

合 計 事例数
１９８８年調査（３８回） （３９．０） （５９．２） （２．０） （１００．０） （１，０３４）

はい いいえ 無回答 全 体 ６３．１ ３６．５ ０．４ １００．０ １，０４２

男 子 ６２．０ ３７．８ ０．１ １００．０ ８０６％ ％ ％ ％ 人
１９８８年調査（３８回） （４．４） （９５．６） （―） （１００．０） （１，０３４） 女 子 ６６．９ ３１．８ １．３ １００．０ ２３６

文科系 ６５．２ ３４．８ ― １００．０ ４６９全 体 ２．８ ９６．８ ０．４ １００．０ １，０４２

男 子 ２．４ ９７．５ ０．１ １００．０ ８０６ 理科系 ６１．４ ３７．９ ０．７ １００．０ ５７３

現 役 ６４．６ ３５．１ ０．３ １００．０ ７１７女 子 ４．２ ９４．５ １．３ １００．０ ２３６

文科系 ３．２ ９６．８ ― １００．０ ４６９ 一 浪 ６３．４ ３６．２ ０．４ １００．０ ２５４
二浪以上 ５３．５ ４４．２ ２．３ １００．０ ４３理科系 ２．４ ９６．９ ０．７ １００．０ ５７３
学士入学 ３７．５ ６２．５ ― １００．０ ８
その他 ４０．０ ６０．０ ― １００．０ ２０

区 分
高校卒業後

合 計 事例数
はい いいえ 無回答

％ ％ ％ ％ 人
１９８８年調査（３８回） （８８．８） （８．８） （２．４） （１００．０） （５０９）

全 体 ８３．５ １５．４ １．２ １００．０ ３４５

区 分
高校卒業後

合 計 事例数 男 子 ８５．７ １３．９ ０．４ １００．０ ２７３
はい いいえ 無回答 女 子 ７５．０ ２０．８ ４．２ １００．０ ７２

％ ％ ％ ％ 人 文科系 ８４．０ １６．０ ０．０ １００．０ １７５
１９８８年調査（３８回） （１．２） （９８．４） （０．４） （１００．０） （５０９） 理科系 ８２．９ １４．７ ２．４ １００．０ １７０

全 体 ０．３ ９８．７ １．０ １００．０ ３８５
現 役 ３．４ ８９．７ ６．９ １００．０ ２９

男 子 ０．３ ９９．３ ０．３ １００．０ ３０２ 一 浪 ９２．９ ６．７ ０．４ １００．０ ２５４
女 子 ― ９６．４ ３．６ １００．０ ８３ 二浪以上 ８８．４ ９．３ ２．３ １００．０ ４３
文科系 ０．５ ９９．５ ― １００．０ １９９ 学士入学 ７５．０ ２５．０ ― １００．０ ４
理科系 ― ９７．８ ２．２ １００．０ １８６ その他 ６６．７ ３３．３ ― １００．０ １５
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Ⅹ―５表 家庭教師に付いた・学習塾等に通っていた理由

区 分
小 学 生 時 代

合 計 事例数
自分の希望 親の希望 教師の指導 友人・先輩の勧め その他 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
全 体 ３８．５ ５５．５ １．０ １．６ ２．３ １．１ １００．０ ６２０

男 子 ３６．５ ５６．９ １．２ １．６ ２．２ １．４ １００．０ ４９０
女 子 ４６．２ ５０．０ ― １．５ ２．３ ― １００．０ １３０

文科系 ４２．６ ５３．４ ０．４ １．４ １．４ ０．７ １００．０ ２７７
理科系 ３５．３ ５７．１ １．５ １．７ ２．９ １．５ １００．０ ３４３

区 分
中 学 生 時 代

合 計 事例数
自分の希望 親の希望 教師の指導 友人・先輩の勧め その他 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
全 体 ６６．７ ２７．６ ０．６ ２．８ １．１ １．１ １００．０ ５２９

男 子 ６４．７ ２９．２ ０．５ ２．５ １．５ １．５ １００．０ ３９４
女 子 ７２．６ ２３．０ ０．７ ３．７ ― ― １００．０ １３５

文科系 ６９．８ ２３．１ ０．８ ３．３ １．２ １．７ １００．０ ２４２
理科系 ６４．１ ３１．４ ０．３ ２．４ １．０ ０．７ １００．０ ２８７

区 分
高 校 生 時 代

合 計 事例数
自分の希望 親の希望 教師の指導 友人・先輩の勧め その他 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
全 体 ８９．６ ５．７ １．１ ２．０ １．１ ０．６ １００．０ ６６６

男 子 ８８．９ ５．７ １．０ ２．４ １．２ ０．８ １００．０ ５０６
女 子 ９１．９ ５．６ １．３ ０．６ ０．６ ― １００．０ １６０

文科系 ８９．１ ６．７ １．０ １．９ １．０ ０．３ １００．０ ３１２
理科系 ９０．１ ４．８ １．１ ２．０ １．１ ０．８ １００．０ ３５４

区 分
高 校 卒 業 後

合計 事例数
自分の希望 親の希望 教師の指導 友人・先輩の勧め その他 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
全 体 ８９．９ ４．９ ２．８ ― ２．１ ０．３ １００．０ ２８８

男 子 ８９．３ ６．０ ２．１ ― ２．６ ― １００．０ ２３４
女 子 ９２．６ ― ５．６ ― ― １．９ １００．０ ５４

文科系 ９１．２ ４．１ ２．７ ― １．４ ０．７ １００．０ １４７
理科系 ８８．７ ５．７ ２．８ ― ２．８ ― １００．０ １４１
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Ⅹ―６表 家庭教師・塾は勉学や受験に役立ったか

区 分
小 学 生 時 代

合 計 事例数
大いにある かなりある まあまあ 少 し 全くない 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
全 体 ５５．０ １９．８ １３．５ ６．５ ４．４ ０．８ １００．０ ６２０

男 子 ５５．１ １９．２ １４．１ ６．７ ４．３ ０．６ １００．０ ４９０
女 子 ５４．６ ２２．３ １１．５ ５．４ ４．６ １．５ １００．０ １３０

文科系 ５５．２ １９．５ １３．７ ６．９ ３．６ １．１ １００．０ ２７７
理科系 ５４．８ ２０．１ １３．４ ６．１ ５．０ ０．６ １００．０ ３４３

現 役 ５７．３ １９．３ １２．６ ５．８ ３．８ １．１ １００．０ ４４５
一 浪 ５１．０ １９．６ １６．１ ８．４ ４．９ ― １００．０ １４３
二浪以上 ３３．３ ２２．２ ２２．２ ５．６ １６．７ ― １００．０ １８
学士入学 ― ― １００．０ ― ― ― １００．０ １
その他 ５３．８ ３８．５ ― ７．７ ― ― １００．０ １３

区 分
中 学 生 時 代

合 計 事例数
大いにある かなりある まあまあ 少 し 全くない 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
全 体 ４０．３ ２０．４ ２２．５ １０．４ ５．５ ０．９ １００．０ ５２９

男 子 ４１．６ ２０．８ ２２．８ ８．１ ５．３ １．３ １００．０ ３９４
女 子 ３６．３ １９．３ ２１．５ １７．０ ５．９ ― １００．０ １３５

文科系 ３６．０ ２１．１ ２３．６ １２．４ ５．４ １．７ １００．０ ２４２
理科系 ４３．９ １９．９ ２１．６ ８．７ ５．６ ０．３ １００．０ ２８７

現 役 ３６．５ ２２．２ ２５．１ １０．２ ５．６ ０．３ １００．０ ３４２
一 浪 ４５．６ １９．５ １６．８ １０．１ ６．０ ２．０ １００．０ １４９
二浪以上 ５６．０ ８．０ ２４．０ １２．０ ― ― １００．０ ２５
学士入学 １００．０ ― ― ― ― ― １００．０ １
その他 ４１．７ ８．３ １６．７ １６．７ ８．３ ８．３ １００．０ １２

区 分
高 校 生 時 代

合 計 事例数
大いにある かなりある まあまあ 少 し 全くない 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
全 体 ４１．１ ２１．３ ２３．０ １１．１ ３．２ ０．３ １００．０ ６６６

男 子 ３８．３ ２３．３ ２２．５ １１．９ ３．６ ０．４ １００．０ ５０６
女 子 ５０．０ １５．０ ２４．４ ８．８ １．９ ― １００．０ １６０

文科系 ４１．３ ２０．５ ２４．０ １１．２ ２．６ ０．３ １００．０ ３１２
理科系 ４１．０ ２２．０ ２２．０ １１．０ ３．７ ０．３ １００．０ ３５４

現 役 ４５．９ ２１．８ ２０．５ ９．２ ２．４ ０．２ １００．０ ４６８
一 浪 ３０．２ １９．８ ２６．５ １７．９ ４．９ ０．６ １００．０ １６２
二浪以上 ２１．７ ２１．７ ４３．５ ８．７ ４．３ ― １００．０ ２３
学士入学 ― ５０．０ ５０．０ ― ― ― １００．０ ４
その他 ５５．６ １１．１ ２２．２ ― １１．１ ― １００．０ ９

区 分
高 校 卒 業 後

合 計 事例数
大いにある かなりある まあまあ 少 し 全くない 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
全 体 ６２．２ １６．３ １２．５ ６．３ ２．４ ０．３ １００．０ ２８８

男 子 ５９．４ １６．７ １４．５ ７．３ ２．１ ― １００．０ ２３４
女 子 ７４．１ １４．８ ３．７ １．９ ３．７ １．９ １００．０ ５４

文科系 ５９．９ １７．０ １２．９ ６．８ ２．７ ０．７ １００．０ １４７
理科系 ６４．５ １５．６ １２．１ ５．７ ２．１ ― １００．０ １４１

現 役 １００．０ ― ― ― ― ― １００．０ １
一 浪 ６４．４ １４．４ １２．３ ６．８ １．７ ０．４ １００．０ ２３６
二浪以上 ５２．６ ２８．９ １０．５ ― ７．９ ― １００．０ ３８
学士入学 ６６．７ ３３．３ ― ― ― ― １００．０ ３
その他 ４０．０ １０．０ ３０．０ ２０．０ ― ― １００．０ １０
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Ⅹ―７表 小・中学生が学習塾（進学塾）で勉強することを、どう思いますか

区 分 よ い やむをえない 感心しない よくない わからない 無回答 合 計

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
全 体 ３２．１ ２９．６ １６．６ ６．５ １４．６ ０．７ １００．０

男 子 ３１．０ ３０．８ １７．１ ７．１ １３．５ ０．５ １００．０
女 子 ３５．６ ２５．４ １４．８ ４．７ １８．２ １．３ １００．０

文科系 ３５．４ ２９．６ １６．４ ６．０ １２．４ ０．２ １００．０
理科系 ２９．３ ２９．５ １６．８ ７．０ １６．４ １．０ １００．０

Ⅹ―８表 あなたは次のものを経験しましたか

区 分 幼稚園受験 小学校受験 中学校受験 高校受験 合 計

％ ％ ％ ％ ％
全 体 ４．２ １０．１ ５７．７ ５１．８ １００．０

男 子 ３．２ ８．８ ５８．１ ５１．０ １００．０
女 子 ７．６ １４．４ ５６．４ ５４．７ １００．０

文科系 ４．９ １１．１ ５７．８ ５１．８ １００．０
理科系 ３．７ ９．２ ５７．６ ５１．８ １００．０

Ⅹ―９表 入試勉強は、人生にとって意味があると考えますか

区 分
中 学 校 受 験

合 計 事例数
大いにある かなりある まあまあ 少 し 全くない 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
１９８８年調査（３８回） （４．３） （５．９） （１５．６） （２４．２） （４３．４） （６．７） （１００．０） （１，０３４）

全 体 １０．５ ９．６ ２５．９ ２５．９ ２２．６ ５．６ １００．０ １，０４２

男 子 １０．２ ９．３ ２５．１ ２６．６ ２３．６ ５．３ １００．０ ８０６
女 子 １１．４ １０．６ ２８．８ ２３．７ １９．１ ６．４ １００．０ ２３６

文科系 １１．７ １１．５ ２６．２ ２４．７ ２０．０ ５．８ １００．０ ４６９
理科系 ９．４ ８．０ ２５．７ ２６．９ ２４．６ ５．４ １００．０ ５７３

区 分
高 校 受 験

合 計 事例数
大いにある かなりある まあまあ 少 し 全くない 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
１９８８年調査（３８回） （５．０） （１１．６） （２６．６） （２５．６） （１９．１） （１２．１） （１００．０） （１，０３４）

全 体 ９．９ １７．２ ３３．９ １８．９ ８．８ １１．３ １００．０ １，０４２

男 子 ９．６ １６．５ ３５．１ １８．２ ９．６ １１．０ １００．０ ８０６
女 子 １１．０ １９．５ ２９．７ ２１．２ ６．４ １２．３ １００．０ ２３６

文科系 １０．２ １８．１ ３０．９ １７．５ ９．０ １４．３ １００．０ ４６９
理科系 ９．６ １６．４ ３６．３ ２０．１ ８．７ ８．９ １００．０ ５７３

区 分
大 学 受 験

合 計 事例数
大いにある かなりある まあまあ 少 し 全くない 無回答

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
１９８８年調査（３８回） （１６．２） （２５．８） （２９．３） （１７．４） （８．４） （２．９） （１００．０） （１，０３４）

全 体 ３０．７ ２９．２ ２６．２ ９．５ ３．３ １．２ １００．０ １，０４２

男 子 ３０．８ ２８．５ ２６．４ ９．８ ３．６ ０．９ １００．０ ８０６
女 子 ３０．５ ３１．４ ２５．４ ８．５ ２．１ ２．１ １００．０ ２３６

文科系 ３２．６ ２９．４ ２３．５ ９．８ ４．１ ０．６ １００．０ ４６９
理科系 ２９．１ ２９．０ ２８．４ ９．２ ２．６ １．６ １００．０ ５７３
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Ⅸ

．入学・進学・学業

Ⅸ

―１表 東大入学をどの程度希望していましたか

区 分 どうしても入
学したかった

だめなら他大
学でもよいと
思った

なんとなく 無 回 答 事 例 数

％ ％ ％ ％ 人 ％
１９９８年調査（４８回） （４６．２） （４０．６） （１３．０） （０．２） （１，１８５） （１００．０）
全 体 ４９．５ ３７．７ １２．７ ０．１ １，０４２ １００．０
男 子 ５０．６ ３５．９ １３．４ ０．１ ８０６ ７７．４
女 子 ４５．８ ４４．１ １０．２ ２４．０ ２３６ ２２．６

男 子
前期課程 ４９．９ ３６．８ １３．３ ― ４２１ ４０．４
後期課程 ５１．４ ３４．８ １３．５ ０．３ ３８５ ３６．９

女 子
前期課程 ４３．４ ４４．３ １２．３ ― １２２ １１．７
後期課程 ４８．２ ４３．９ ７．９ ― １１４ １０．９

男 子
文 科 系 ５２．８ ３５．３ １１．９ ― ３３７ ３２．３
理 科 系 ４９．０ ３６．２ １４．５ ０．２ ４６９ ４５．０

女 子
文 科 系 ４３．９ ４７．７ ８．３ ― １３２ １２．７
理 科 系 ４８．１ ３９．４ １２．５ ― １０４ １０．０

Ⅸ

―３表 入学時に進学する学部・学科等を決めていましたか

区 分 学科等まで決
めていた

学部のみ決め
ていた

学部、学科等
は決めていな
かった

無 回 答 事 例 数

％ ％ ％ ％ 人 ％
１９９８年調査（４８回） （３１．４） （３６．５） （３２．１） （０．１） （１，１８５） （１００．０）
全 体 ２９．７ ３７．１ ３３．２ ― １，０４２ １００．０
男 子 ２８．９ ３９．０ ３２．１ ― ８０６ ７７．４
女 子 ３２．２ ３０．９ ３６．９ ― ２３６ ２２．６
文 科 系 ２９．６ ４７．１ ２３．２ ― ４６９ ４５．０
理 科 系 ２９．７ ２９．０ ４１．４ ― ５７３ ５５．０

Ⅸ

―２表 東大入学の動機（第１位）

区 分
社会的評価
が高いから

スタッフ・
設備が優れ
ているから

将来の就職
を考えて

難関を突破
したかった
から

私大に比べ
て授業料が
安いから

東大の伝統
や雰囲気に
憧れて

入学後に学
部の選択が
可能だから

親・兄弟・
姉妹の勧め
で

高校の先生
や友人など
の勧めで

その他 無回答 事 例 数

１９９８年調査
（４８回）

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（１９．９） （１５．０） （９．６） （７．３） （１０．９） （９．７） （１４．７） （１．７） （２．７） （７．９） （０．５） （１，１８５） （１００．０）

全 体 １９．８ １８．３ ８．４ ８．３ ６．８ １０．６ １６．１ １．５ ３．０ ６．９ ０．３ １，０４２ １００．０
男 子 ２０．５ １９．６ ９．１ ８．３ ６．５ ９．３ １５．３ １．１ ３．０ ７．２ ０．２ ８０６ ７７．４
女 子 １７．４ １４．０ ６．４ ８．１ ８．１ １４．８ １９．１ ３．０ ３．０ ５．９ ０．４ ２３６ ２２．６

男子
前期課程 １９．２ １８．３ ９．７ ８．６ ７．１ ８．３ １８．５ １．０ ３．１ ６．２ ― ４２１ ４０．４
後期課程 ２１．８ ２１．０ ８．３ ８．１ ５．７ １０．４ １１．７ １．３ ２．９ ８．３ ０．５ ３８５ ３６．９

女子
前期課程 １９．７ ９．８ ７．４ ７．４ ４．９ １７．２ ２３．８ ０．８ ２．５ ６．６ ― １２２ １１．７
後期課程 １４．９ １８．４ ５．３ ８．８ １１．４ １２．３ １４．０ ５．３ ３．５ ５．３ ０．９ １１４ １０．９

男子
文科系 ２４．９ １５．４ １４．２ １１．３ ４．７ １２．２ ５．９ １．８ ２．１ ７．１ ０．３ ３３７ ３２．３
理科系 １７．３ ２２．６ ５．３ ６．２ ７．７ ７．２ ２２．０ ０．６ ３．６ ７．２ ０．２ ４６９ ４５．０

女子
文科系 １９．７ ９．１ ９．８ ８．３ ４．５ １８．９ １７．４ ３．８ ３．８ ４．５ ― １３２ １２．７
理科系 １４．４ ２０．２ １．９ ７．７ １２．５ ９．６ ２１．２ １．９ １．９ ７．７ １．０ １０４ １０．０

（第２位）
全 体 １３．９ １３．１ １０．１ ８．３ １８．４ ９．３ １５．１ ３．１ ４．７ １．７ ２．３ １，０４２ １００．０
（第３位）
全 体 １１．８ ８．８ ８．７ ８．６ ２１．９ ９．３ １２．３ ４．７ ５．８ ２．３ ５．８ １，０４２ １００．０

№１２２７ ２００１．１２．１４
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Ⅸ

―４表 進学先の選択に際してどのような点を重視しましたか （２項目選択）

区 分
最先端の
学問が学
べること

自分が惹き
つけられた
学問分野で
あること

その学部・
学科等の教
官に魅力を
感じること

社会のた
めになる
分野であ
ること

就職の際
に有利で
あること

将来なりた
い職業に就
くのに必須
であること

選択に際
し特に考
えなかっ
た（ない）

無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（４８回） （１７．５） （８１．５） （９．５） （２１．０） （１４．１） （３６．０） （７．２） （０．４） （１，１８５）

全 体 １５．９ ８１．９ １０．２ ２１．４ １２．７ ３４．５ ７．０ １６．４ １，０４２

男 子 １７．９ ８０．６ ９．４ ２２．７ １２．８ ３４．１ ７．４ １５．０ ８０６

女 子 ９．３ ８６．０ １２．７ １６．９ １２．３ ３６．０ ５．５ ２１．２ ２３６

男 子
前 期 課 程 １７．１ ８３．４ １０．２ ２２．３ １１．２ ３５．４ ５．７ １４．７ ４２１

後 期 課 程 １８．７ ７７．７ ８．６ ２３．１ １４．５ ３２．７ ９．４ １５．３ ３８５

女 子
前 期 課 程 １０．７ ９１．０ １３．１ １２．３ １２．３ ３４．４ ４．９ ２１．３ １２２

後 期 課 程 ７．９ ８０．７ １２．３ ２１．９ １２．３ ３７．７ ６．１ ２１．１ １１４

男 子
文 科 系 ８．９ ６９．７ １２．８ ２３．７ １７．８ ４０．７ １１．０ １５．４ ３３７

理 科 系 ２４．３ ８８．５ ７．０ ２２．０ ９．２ ２９．４ ４．９ １４．７ ４６９

女 子
文 科 系 ４．５ ８６．４ １４．４ １７．４ １４．４ ３５．６ ６．８ ２０．５ １３２

理 科 系 １５．４ ８５．６ １０．６ １６．３ ９．６ ３６．５ ３．８ ２２．１ １０４

前

期

課

程

文 科 一 類 ５．２ ６２．９ ４．１ １９．６ ２３．７ ５７．７ ９．３ １７．５ ９７

文 科 二 類 ８．２ ７３．８ ８．２ ２７．９ １８．０ ３６．１ ８．２ １９．７ ６１

文 科 三 類 ７．１ ９２．９ ２１．２ ２１．２ ７．１ ２５．９ ８．２ １６．５ ８５

理 科 一 類 ２６．２ ９４．２ １１．０ １６．２ ７．９ ２７．２ ２．１ １５．２ １９１

理 科 二 類 １６．７ ９２．７ １１．５ １９．８ ７．３ ３１．３ ５．２ １５．６ ９６

理 科 三 類 ２３．１ ６１．５ ― ３８．５ ― ６９．２ ― ７．７ １３

後

期

課

程

法 学 部 ４．５ ４９．４ ６．７ ３３．７ ２０．２ ６４．０ ７．９ １３．５ ８９

経 済 学 部 ６．５ ６９．６ ６．５ ２３．９ ３０．４ ２８．３ １９．６ １５．２ ４６

文 学 部 １６．１ ９６．４ ２５．０ ８．９ ７．１ １６．１ １２．５ １７．９ ５６

教 育 学 部 ― ９３．３ ４０．０ ２０．０ ６．７ ２０．０ １３．３ ６．７ １５

教養（文系） ２０．０ １００．０ ３０．０ ― １０．０ １０．０ ― ３０．０ ２０

教養（理系） ４２．９ ７１．４ １４．３ ― １４．３ ― １４．３ ４２．９ ７

理 学 部 ３９．１ ９１．３ ４．３ ８．７ ４．３ ２１．７ ６．５ ２３．９ ４６

工 学 部 １９．９ ８５．３ ３．７ ２５．０ １４．０ ３０．１ ８．１ １４．０ １３６

農 学 部 ２３．１ ８７．２ ７．７ ２８．２ ５．１ ２５．６ ５．１ １７．９ ３９

薬 学 部 ２５．０ ８３．３ ８．３ １６．７ ４１．７ １６．７ ８．３ ― １２

医 学 部 ３．０ ６０．６ ― ４２．４ ６．１ ６６．７ ― ２１．２ ３３

Ⅸ

―５表 進学の決定について

Ⅸ

―６表 現在在籍している学部・学科等（科類）に満足していますか

区 分 希望通り
決定した

ほぼ希望通
り決定した

希望通りで
なかった 無回答 事 例 数 区 分 満足して

いる
まあ満足
している

どちらとも
言えない

やや不満
である

不満であ
る 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ 人 ％ １９９８年 調 査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （７６．９） （１４．９） （８．３） （―） （８４８） （１００．０） （４８回） （３６．５） （３５．９） （１３．８） （８．２） （４．６） （１．１） （１，１８５）（１００．０）

全 体 ７３．２ １５．８ ５．２ ５．８ ７９２ １００．０ 全 体 ３８．５ ３３．６ １１．６ ９．５ ４．９ １．９ １，０４２ １００．０

男 子 ７３．８ １５．５ ５．５ ５．２ ６１４ ７７．５ 男 子 ３７．１ ３４．１ １１．５ ９．９ ５．５ １．９ ８０６ ７７．４

女 子 ７１．３ １６．９ ３．９ ７．９ １７８ ２２．５ 女 子 ４３．２ ３１．８ １１．９ ８．１ ３．０ ２．１ ２３６ ２２．６

男子
前期課程 ７２．５ １６．２ ６．６ ４．８ ２２９ ２８．９

男子
前期課程 ３１．４ ３５．４ １５．７ １０．５ ４．０ ３．１ ４２１ ４０．４

後期課程 ７４．５ １５．１ ４．９ ５．５ ３８５ ４８．６ 後期課程 ４３．４ ３２．７ ７．０ ９．４ ７．０ ０．５ ３８５ ３６．９

女子
前期課程 ６５．６ １８．８ ６．３ ９．４ ６４ ８．１

女子
前期課程 ４１．８ ２８．７ １３．１ ８．２ ４．１ ４．１ １２２ １１．７

後期課程 ７４．６ １５．８ ２．６ ７．０ １１４ １４．４ 後期課程 ４４．７ ３５．１ １０．５ ７．９ １．８ ― １１４ １０．９

男子
文科系 ７８．２ １２．３ ２．４ ７．１ ２５２ ３１．８

男子
文 科 系 ３８．６ ３０．３ １０．４ １２．５ ６．８ １．５ ３３７ ３２．３

理科系 ７０．７ １７．７ ７．７ ３．９ ３６２ ４５．７ 理 科 系 ３６．０ ３６．９ １２．４ ８．１ ４．５ ２．１ ４６９ ４５．０

女子
文科系 ７３．７ １８．２ ― ８．１ ９９ １２．５

女子
文 科 系 ４２．４ ３０．３ １４．４ ７．６ ３．０ ２．３ １３２ １２．７

理科系 ６８．４ １５．２ ８．９ ７．６ ７９ １０．０ 理 科 系 ４４．２ ３３．７ ８．７ ８．７ ２．９ １．９ １０４ １０．０

２００１．１２．１４ №１２２７
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Ⅸ

―７表 進学振り分け制度についてどのように考えていますか

区 分 現行のま
までよい

点数だけでない
選択方法も取り
入れてほしい

入学時からある程
度進路が決まって
いた方がよい

特にない そ の 他 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （２９．５） （３５．５） （１４．３） （１２．７） （６．８） （１．２） （１，１８５） （１００．０）

全 体 ３３．６ ３２．９ １１．５ １４．４ ６．１ １．４ １，０４２ １００．０

男 子 ３４．７ ３１．３ １１．５ １４．６ ６．５ １．４ ８０６ ７７．４

女 子 ２９．７ ３８．６ １１．４ １３．６ ５．１ １．７ ２３６ ２２．６

文 科 系 ３５．０ ２９．６ ９．４ １９．８ ４．５ １．７ ４６９ ４５．０

理 科 系 ３２．５ ３５．６ １３．３ ９．９ ７．５ １．２ ５７３ ５５．０

Ⅸ

―８表 現在のカリキュラムに満足していますか

区 分 満足し
ている

まあ満
足して
いる

どちら
とも言
えない

やや不
満であ
る

不満で
ある 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （８．６）（３３．９）（２２．８）（２５．１）（８．６）（０．９）（１，１８５）（１００．０）
全 体 １０．５ ３５．０ ２０．１ ２５．０ ８．１ １．３ １，０４２ １００．０

男 子 １０．７ ３２．５ ２０．２ ２６．３ ９．１ １．２ ８０６ ７７．４
女 子 ９．７ ４３．６ １９．５ ２０．８ ４．７ １．７ ２３６ ２２．６

文 科 系 １２．２ ３５．２ １７．３ ２６．７ ７．２ １．５ ４６９ ４５．０
理 科 系 ９．１ ３４．９ ２２．３ ２３．７ ８．７ １．２ ５７３ ５５．０

男子
前期課程 ９．３ ２９．９ ２３．０ ２６．８ ９．０ １．９ ４２１ ４０．４
後期課程 １２．２ ３５．３ １７．１ ２５．７ ９．１ ０．５ ３８５ ３６．９

女子
前期課程 ９．０ ４２．６ １８．９ ２０．５ ５．７ ３．３ １２２ １１．７
後期課程 １０．５ ４４．７ ２０．２ ２１．１ ３．５ ― １１４ １０．９

Ⅸ

―１０表 「多少困難」・「できない」と答えた理由（第１位）

区 分

進学・卒業
に必要な単
位数が多過
ぎる

授業の内容
が高すぎて
理解できな
い科目があ
る

カリキュラ
ムの組み方
に問題があ
る

教育上の指
導助言が十
分でない

高校までの
勉強のやり
方ではうま
く適応でき
ない

大学入試の
受験科目と
して取らな
かった

授業の準備
と復習の時
間が十分と
れない

授業に対す
る自分の意
欲や努力が
足りない

その他 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （１７．９） （３０．３） （８．８） （７．４） （２．９） （―） （１４．４） （１２．９） （５．３） （―） （３４０） （１００．０）

全 体 １８．２ ２２．７ １１．５ ７．４ ４．１ １．９ １０．８ １８．６ ４．８ ― ２６９ １００．０

男 子 １９．５ ２２．１ ９．７ ８．０ ４．０ １．３ １０．６ １９．０ ５．８ ― ２２６ ８４．０

女 子 １１．６ ２５．６ ２０．９ ４．７ ４．７ ４．７ １１．６ １６．３ ― ― ４３ １６．０

男子
前期課程 １３．８ ２８．５ ８．９ ９．８ ４．９ ２．４ ９．８ １７．９ ４．１ ― １２３ ４５．７

後期課程 ２６．２ １４．６ １０．７ ５．８ ２．９ ― １１．７ ２０．４ ７．８ ― １０３ ３８．３

女子
前期課程 ４．３ ２６．１ ２１．７ ４．３ ― ８．７ ８．７ ２６．１ ― ― ２３ ８．６

後期課程 ２０．０ ２５．０ ２０．０ ５．０ １０．０ ― １５．０ ５．０ ― ― ２０ ７．４

男子
文 科 系 ２１．９ １３．７ ９．６ ９．６ １．４ ― １９．２ １６．４ ８．２ ― ７３ ２７．１

理 科 系 １８．３ ２６．１ ９．８ ７．２ ５．２ ２．０ ６．５ ２０．３ ４．６ ― １５３ ５６．９

女子
文 科 系 １８．２ ２２．７ １８．２ ４．５ ４．５ ― １３．６ １８．２ ― ― ２２ ８．２

理 科 系 ４．８ ２８．６ ２３．８ ４．８ ４．８ ９．５ ９．５ １４．３ ― ― ２１ ７．８

（第２位）全体 ８．６ １７．８ ９．３ １４．９ ５．９ ３．７ １８．２ １４．５ ２．２ ４．８ ２６９ １００．０

（第３位）全体 ７．１ ９．３ ９．３ １１．２ ５．９ ２．６ １４．５ ２３．４ ４．１ １２．６ ２６９ １００．０

Ⅸ

―９表 現在のカリキュラムは消化できますか

区 分 できる
まあま
あでき
る

多少困
難

できな
い 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （３２．５）（３７．６）（２３．９）（４．８）（１．３）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ３６．７ ３６．３ ２２．６ ３．３ １．２ １，０４２ １００．０

男 子 ３６．６ ３４．２ ２４．４ ３．６ １．１ ８０６ ７７．４
女 子 ３６．９ ４３．２ １６．１ ２．１ １．７ ２３６ ２２．６

文 科 系 ４０．９ ３７．３ １８．８ １．５ １．５ ４６９ ４５．０
理 科 系 ３３．２ ３５．４ ２５．７ ４．７ １．０ ５７３ ５５．０

男子
前期課程 ３０．４ ３８．５ ２６．１ ３．１ １．９ ４２１ ４０．４
後期課程 ４３．４ ２９．６ ２２．６ ４．２ ０．３ ３８５ ３６．９

女子
前期課程 ３１．１ ４６．７ １６．４ ２．５ ３．３ １２２ １１．７
後期課程 ４３．０ ３９．５ １５．８ １．８ ― １１４ １０．９

№１２２７ ２００１．１２．１４
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Ⅸ

―１１表 学部卒業後の進路

区 分 進学する 就職する まだわか
らない

進学も、就職もす
るつもりはない 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （４０．３） （３４．９） （２１．４） （２．４） （１．２）（１，１８５）（１００．０）

全 体 ４５．６ ２９．８ ２１．３ ２．１ １．２ １，０４２ １００．０

男 子 ４７．５ ２８．９ ２０．３ ２．１ １．１ ８０６ ７７．４

女 子 ３９．０ ３２．６ ２４．６ ２．１ １．７ ２３６ ２２．６

前 期 課 程 ４２．７ ２５．８ ２８．４ ０．９ ２．２ ５４３ ５２．１

後 期 課 程 ４８．７ ３４．１ １３．６ ３．４ ０．２ ４９９ ４７．９

文 科 系 １８．１ ５０．７ ２６．２ ３．６ １．３ ４６９ ４５．０

理 科 系 ６８．１ １２．６ １７．３ ０．９ １．２ ５７３ ５５．０

男子
文科系 １８．１ ５３．１ ２４．３ ３．６ ０．９ ３３７ ３２．３

理科系 ６８．７ １１．５ １７．５ １．１ １．３ ４６９ ４５．０

女子
文科系 １８．２ ４４．７ ３１．１ ３．８ ２．３ １３２ １２．７

理科系 ６５．４ １７．３ １６．３ ― １．０ １０４ １０．０

Ⅸ

―１２表 学部卒業後の進学予定先

区 分 大学院修士
課程

大学院博士
課程

その他（学
士入学等） 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （５５．８） （４２．３） （１．９） （―） （４７７）（１００．０）

全 体 ５６．２ ４１．１ ２．５ ０．２ ４７５ １００．０

男 子 ５６．７ ４０．７ ２．３ ０．３ ３８３ ８０．６

女 子 ５４．３ ４２．４ ３．３ ０．０ ９２ １９．４

前 期 課 程 ４６．１ ５０．０ ３．４ ０．４ ２３２ ４８．８

後 期 課 程 ６５．８ ３２．５ １．６ ― ２４３ ５１．２

文 科 系 ３８．８ ５６．５ ４．７ ― ８５ １７．９

理 科 系 ６０．０ ３７．７ ２．１ ０．３ ３９０ ８２．１

Ⅸ

―１３表 大学院進学の理由 （２項目選択）

区 分
高度の専門知
識・技術を身
につけるため

大学で教職
に就くため

将来研究者
になるため

良い就職先
を得るため

まだ社会に出
たくないから

周囲にすすめ
られたから

社会的評価
が高いから

友人・先輩
の意見

大学での進
路指導 そ の 他 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （４４．０） （２．８） （３３．３） （３．０） （８．５） （１．１） （１．１） （０．２） （０．４） （１．３） （４．３） （４６８） （１００．０）
全 体 ７９．９ １０．２ ４６．３ １８．６ ２２．９ ２．８ ３．０ ３．２ １．３ ３．５ ０．２ ４６２ １００．０
男 子 ７８．６ １１．３ ４６．６ １８．２ ２３．９ ３．５ ２．９ ３．２ １．１ ２．９ ０．３ ３７３ ８０．７
女 子 ８５．４ ５．６ ４４．９ ２０．２ １９．１ ― ３．４ ３．４ ２．２ ５．６ ― ８９ １９．３

男子 前期課程 ８２．３ １１．６ ５３．６ １９．９ １４．９ ３．９ ２．２ ２．２ １．１ １．１ ― １８１ ３９．２
後期課程 ７５．０ １０．９ ４０．１ １６．７ ３２．３ ３．１ ３．６ ４．２ １．０ ４．７ ０．５ １９２ ４１．６

女子 前期課程 ８５．７ ７．１ ５４．８ １１．９ １６．７ ― ４．８ ２．４ ２．４ ４．８ ― ４２ ９．１
後期課程 ８５．１ ４．３ ３６．２ ２７．７ ２１．３ ― ２．１ ４．３ ２．１ ６．４ ― ４７ １０．２

男子 文 科 系 ７４．１ ２９．３ ６０．３ ５．２ ２０．７ ― ５．２ ― ― ３．４ ― ５８ １２．６
理 科 系 ７９．４ ７．９ ４４．１ ２０．６ ２４．４ ４．１ ２．５ ３．８ １．３ ２．９ ０．３ ３１５ ６８．２

女子 文 科 系 ８７．０ １３．０ ４７．８ ４．３ ３０．４ ― ― ― ４．３ ８．７ ― ２３ ５．０
理 科 系 ８４．８ ３．０ ４３．９ ２５．８ １５．２ ― ４．５ ４．５ １．５ ４．５ ― ６６ １４．３

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７
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ⅩⅡ―２表 主として行っている教科外学習の内容（最も力をいれているもの）

区 分 外国語 コンピュー
タ関係 法律関係 経済・

会計関係
医・薬・
獣医関係 マスコミ 一般教養 音楽・美術 文芸・演

劇・舞踊 宗教関係 政治関係 その他 無回答 事例数

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
１９９７年調査（４７回）（２２．６） （４．２） （２４．４） （５．７） （０．３） （０．３） （１．８） （１３．０） （１．８） （０．６） （―） （３．３） （２２．０） （３３２）
全 体 １４．０ ３．２ １８．１ ６．０ １．０ ０．６ １．３ １１．７ ３．８ ０．３ ０．３ ３．８ ３５．９ ３１５

男 子 １４．７ ３．９ １９．５ ８．２ １．３ ０．４ ０．９ １０．０ ３．９ ― ０．４ ３．９ ３２．９ ２３１
女 子 １１．９ １．２ １４．３ ― ― １．２ ２．４ １６．７ ３．６ １．２ ― ３．６ ４４．０ ８４

男 子 前期課程 １５．１ ３．８ ２１．７ ５．７ ０．９ ― １．９ １４．２ ３．８ ― ― ４．７ ２８．３ １０６
後期課程 １４．４ ４．０ １７．６ １０．４ １．６ ０．８ ― ６．４ ４．０ ― ０．８ ３．２ ３６．８ １２５

女 子 前期課程 １５．６ ２．２ １３．３ ― ― ― ― １５．６ ２．２ ― ― ４．４ ４６．７ ４５
後期課程 ７．７ ― １５．４ ― ― ２．６ ５．１ １７．９ ５．１ ２．６ ― ２．６ ４１．０ ３９

男 子 文 科 系 １３．２ ― ３４．１ １２．４ ― ０．８ ０．８ ８．５ １．６ ― ― １．６ ２７．１ １２９
理 科 系 １６．７ ８．８ １．０ ２．９ ２．９ ― １．０ １１．８ ６．９ ― １．０ ６．９ ４０．２ １０２

女 子 文 科 系 １１．３ ― ２２．６ ― ― １．９ １．９ １１．３ ３．８ １．９ ― ５．７ ３９．６ ５３
理 科 系 １２．９ ３．２ ― ― ― ― ３．２ ２５．８ ３．２ ― ― ― ５１．６ ３１

ⅩⅡ．教科外学習

ⅩⅡ―１表 教科外学習の有無

区 分 ある（運転・操縦
免許取得を除く） な い 無 回 答 事 例 数

％ ％ ％ 人 ％
１９９７年調査（４７回） （２７．７） （７０．５） （１．８） （１，１９８） （１００．０）
全 体 ３０．２ ６８．５ １．２ １，０４２ １００．０

男 子 ２８．７ ６９．９ １．５ ８０６ ７７．４
女 子 ３５．６ ６４．０ ０．４ ２３６ ２２．６

男 子 前期課程 ２５．２ ７２．９ １．９ ４２１ ４０．４
後期課程 ３２．５ ６６．５ １．０ ３８５ ３６．９

女 子 前期課程 ３６．９ ６３．１ ― １２２ １１．７
後期課程 ３４．２ ６４．９ ０．９ １１４ １０．９

男 子 文 科 系 ３８．３ ６０．５ １．２ ３３７ ３２．３
理 科 系 ２１．７ ７６．５ １．７ ４６９ ４５．０

女 子 文 科 系 ４０．２ ５９．１ ０．８ １３２ １２．７
理 科 系 ２９．８ ７０．２ ― １０４ １０．０

№
１２２７

２００１
．
１２
．
１４
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ⅩⅡ―４表 教科外学習を始めた理由（主としておこなっている教科外学習）

区 分

現在の勉
学の上で
プラスに
なるから

将来進み
たい分野
で役に立
ちそうだ
から

技術・能
力を身に
つけたい
から

資格取得
のため 受験のため

実生活に
役立たせ
たいから

探究心を
満足させ
るため

趣味を楽
しむため

教養を身
につける
ため

大学での
教育に満
足できな
いため

その他 無回答 事 例 数

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
１９９７年調査（４７回） （３．０） （１８．４） （２．１） （３０．４） （６．９） （５．１） （３．３） （２０．２） （４．５） （１．２） （２．１） （２．７） （３３２） （１００．０）
全 体 ４．４ １４．６ １１．１ ２０．６ ５．４ ３．８ ２．２ １９．０ ３．２ １．３ ３．８ １０．５ ３１５ １００．０

男 子 ５．２ １５．６ １０．８ ２３．８ ５．６ ２．２ １．７ １４．３ ３．０ １．７ ４．８ １１．３ ２３１ ７３．３
女 子 ２．４ １１．９ １１．９ １１．９ ４．８ ８．３ ３．６ ３２．１ ３．６ ― １．２ ８．３ ８４ ２６．７

男 子 前期課程 ７．５ １１．３ １０．４ １７．９ ６．６ ０．９ １．９ ２０．８ ４．７ １．９ １．９ １４．２ １０６ ３３．７
後期課程 ３．２ １９．２ １１．２ ２８．８ ４．８ ３．２ １．６ ８．８ １．６ １．６ ７．２ ８．８ １２５ ３９．７

女 子 前期課程 ２．２ １１．１ １７．８ ８．９ ２．２ ８．９ ― ３３．３ ２．２ ― ― １３．３ ４５ １４．３
後期課程 ２．６ １２．８ ５．１ １５．４ ７．７ ７．７ ７．７ ３０．８ ５．１ ― ２．６ ２．６ ３９ １２．４

男 子 文 科 系 ２．３ １４．０ １０．１ ３７．２ １０．１ ０．８ ０．８ ８．５ ３．１ ― ３．１ １０．１ １２９ ４１．０
理 科 系 ８．８ １７．６ １１．８ ６．９ ― ３．９ ２．９ ２１．６ ２．９ ３．９ ６．９ １２．７ １０２ ３２．４

女 子 文 科 系 １．９ １３．２ １１．３ １７．０ ７．５ ９．４ ３．８ ２２．６ ３．８ ― １．９ ７．５ ５３ １６．８
理 科 系 ３．２ ９．７ １２．９ ３．２ ― ６．５ ３．２ ４８．４ ３．２ ― ― ９．７ ３１ ９．８

ⅩⅡ―５表 教科外学習にかかる費用

区 分
費 用（月額）

平 均 事 例 数

円 人
１９９７年調査（４７回） （２７，５００） （３３２）
全 体 ２２，３６９ ２７９

男 子 ２４，７００ ２０３
女 子 １６，１４５ ７６

前 期 課 程 ２５，０８９ １３５
後 期 課 程 １９，８１９ １４４

文 科 系 ３０，６９８ １６２
理 科 系 １０，８３８ １１７

※ 平均値の算出は該当者平均を求めた
（無回答を除く）

ⅩⅡ―３表 教 科 外 学 習 の 方 法

区 分 学校・塾
等 通信教育 ラジオ・

テレビ 個人授業 学内外の
サークル そ の 他 無 回 答 事 例 数

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
１９９７年調査（４７回） （５３．９） （６．０） （６．６） （１３．３） （８．４） （９．３） （２．４） （３３２） （１００．０）
全 体 ４４．８ ６．３ ６．０ １４．９ ９．８ １４．９ ３．２ ３１５ １００．０

男 子 ４５．９ ６．１ ７．４ ９．５ １１．７ １６．０ ３．５ ２３１ ７３．３
女 子 ４１．７ ７．１ ２．４ ２９．８ ４．８ １１．９ ２．４ ８４ ２６．７

男子 前期課程 ４２．５ ２．８ ８．５ １３．２ １２．３ １５．１ ５．７ １０６ ３３．７
後期課程 ４８．８ ８．８ ６．４ ６．４ １１．２ １６．８ １．６ １２５ ３９．７

女子 前期課程 ３３．３ ８．９ ― ３１．１ ８．９ １３．３ ４．４ ４５ １４．３
後期課程 ５１．３ ５．１ ５．１ ２８．２ ― １０．３ ― ３９ １２．４

男子 文 科 系 ６５．１ ７．０ ４．７ ４．７ ７．８ ８．５ ２．３ １２９ ４１．０
理 科 系 ２１．６ ４．９ １０．８ １５．７ １６．７ ２５．５ ４．９ １０２ ３２．４

女子 文 科 系 ５６．６ ３．８ １．９ ２０．８ ３．８ １１．３ １．９ ５３ １６．８
理 科 系 １６．１ １２．９ ３．２ ４５．２ ６．５ １２．９ ３．２ ３１ ９．８

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７
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ⅩⅢ．コンピュータの使用

ⅩⅢ―１表 コンピュータを使用していますか

区 分 既に使用
している

近い将来
使用する
つもりで
いる

使用した
いができ
ずにいる

使用する
つもりは
ない

無回答 事 例 数

１９９７年調査
（４７回）

％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（８５．５） （４．５） （７．２） （１．８） （１．０） （１，１９８）（１００．０）

全 体 ９４．５ ０．８ ２．２ ０．７ １．８ １，０４２ １００．０
男 子 ９３．９ ０．９ ２．４ ０．９ ２．０ ８０６ ７７．４
女 子 ９６．６ ０．４ １．７ ― １．３ ２３６ ２２．６
前 期 課 程 ９２．１ ０．９ ３．５ １．１ ２．４ ５４３ ５２．１
後 期 課 程 ９７．２ ０．６ ０．８ ０．２ １．２ ４９９ ４７．９
文 科 系 ９３．０ １．３ ３．２ ０．２ ２．３ ４６９ ４５．０
理 科 系 ９５．８ ０．３ １．４ １．０ １．４ ５７３ ５５．０

前期課程 文科系 ９０．１ １．２ ４．９ ０．４ ３．３ ２４３ ２３．３
理科系 ９３．７ ０．７ ２．３ １．７ １．７ ３００ ２８．８

後期課程 文科系 ９６．０ １．３ １．３ ― １．３ ２２６ ２１．７
理科系 ９８．２ ― ０．４ ０．４ １．１ ２７３ ２６．２

ⅩⅢ―３表 コンピュータの使用頻度

区 分
ほとんど毎
日使用して
いる

よく使用し
ている
（週数回程度）

時々使用し
ている
（週１回程度）

あまり使用
していない
（月１回程度）

全然使用し
ていない 無回答 事 例 数

１９９７年調査
（４７回）

％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（３８．０） （３４．０） （２２．５） （５．３） （０．２） （０．１） （１，０２４） （１００．０）

全 体 ６９．１ ２１．５ ７．５ １．６ ０．２ ― ９８５ １００．０
男 子 ７０．７ ２０．３ ７．５ １．３ ０．１ ― ７５７ ７６．９
女 子 ６４．０ ２５．４ ７．５ ２．６ ０．４ ― ２２８ ２３．１
前 期 課 程 ６０．２ ２８．４ ９．０ ２．０ ０．４ ― ５００ ５０．８
後 期 課 程 ７８．４ １４．４ ６．０ １．２ ― ― ４８５ ４９．２
文 科 系 ６８．１ ２０．６ ９．２ １．８ ０．２ ― ４３６ ４４．３
理 科 系 ６９．９ ２２．２ ６．２ １．５ ０．２ ― ５４９ ５５．７

前期課程 文科系 ６１．２ ２６．５ ９．６ ２．３ ０．５ ― ２１９ ２２．２
理科系 ５９．４ ２９．９ ８．５ １．８ ０．４ ― ２８１ ２８．５

後期課程 文科系 ７５．１ １４．７ ８．８ １．４ ― ― ２１７ ２２．０
理系科 ８１．０ １４．２ ３．７ １．１ ― ― ２６８ ２７．２

№１２２７ ２００１．１２．１４
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区 分

ホームページへのアクセス

ホ ー ム
ページの
作成

ゲーム
オーディ
オ・ビジ
ュアル

その他 事例数ニュース
（加入）

ニュース
（発信）

就職情報
（加入）

就職情報
（発信）

娯楽的情報
（加入）

娯楽的情報
（発信）

辞書・事
典的情報
（加入）

辞書・事
典的情報
（発信）

商品情報
（加入）

商品情報
（発信）

１９９７年調査
（４７回）

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（―） （―） （―） （―） （―） （―） （―） （―） （―） （―） （２９．１） （４５．１） （１８．８） （２８．２）（１，０２４）

全 体 ５４．７ ４．９ ２４．１ ４．１ ７８．１ １３．３ ４１．３ ２．７ ４０．９ ４．０ ３１．１ ４１．２ ３４．７ ３．１ ９８５
男 子 ５８．９ ５．３ ２２．６ ４．０ ７８．５ １４．４ ４２．３ ３．０ ４０．８ ３．７ ３４．５ ４５．２ ３８．３ ４．０ ７５７
女 子 ４０．８ ３．５ ２８．９ ４．４ ７６．８ ９．６ ３８．２ １．８ ４１．２ ４．８ １９．７ ２８．１ ２２．８ ０．４ ２２８
前 期 課 程 ５３．０ ４．２ １１．０ １．４ ７８．４ １５．２ ３９．４ ２．４ ３８．８ ４．２ ３５．４ ４３．０ ３０．２ ３．２ ５００
後 期 課 程 ５６．５ ５．６ ３７．５ ６．８ ７７．７ １１．３ ４３．３ ３．１ ４３．１ ３．７ ２６．６ ３９．４ ３９．４ ３．１ ４８５
文 科 系 ５７．３ ５．３ ３４．９ ７．６ ７８．２ １３．１ ３８．５ ２．５ ３９．７ ４．６ ２７．１ ３４．４ ２７．３ １．８ ４３６
理 科 系 ５２．６ ４．６ １５．５ １．３ ７８．０ １３．５ ４３．５ ２．９ ４１．９ ３．５ ３４．２ ４６．６ ４０．６ ４．２ ５４９

前期課程 文科系 ５９．８ ３．７ １４．２ ２．７ ８０．８ １６．４ ３８．８ ３．２ ３８．４ ５．０ ３４．７ ３７．９ ２５．１ １．４ ２１９
理科系 ４７．７ ４．６ ８．５ ０．４ ７６．５ １４．２ ３９．９ １．８ ３９．１ ３．６ ３５．９ ４７．０ ３４．２ ４．６ ２８１

後期課程 文科系 ５４．８ ６．９ ５５．８ １２．４ ７５．６ ９．７ ３８．２ １．８ ４１．０ ４．１ １９．４ ３０．９ ２９．５ ２．３ ２１７
理科系 ５７．８ ４．５ ２２．８ ２．２ ７９．５ １２．７ ４７．４ ４．１ ４４．８ ３．４ ３２．５ ４６．３ ４７．４ ３．７ ２６８

ⅩⅢ―２表 コンピュータを使って行っていること
（複数項目選択）

区 分
各種計算
・制御・
製図

情報管理
・検索 表計算 ワープロ

電子メー
ルの送受
信

チャット
（WWW
掲示板、
ICQ等）

メーリングリストへの加入・発信

一般的な
もの
（加入）

一般的な
もの
（発信）

メンバー
限定
（学外）（加入）

メンバー
限定
（学外）（発信）

メンバー
限定
（学内サークル）
（加入）

メンバー
限定
（学内サークル）
（発信）

メンバー
限定
（研究室関係）
（加入）

メンバー
限定
（研究室関係）
（発信）

研究情報
（加入）

研究情報
（発信）

１９９７年調査
（４７回）

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％
（３１．３） （４３．２） （３１．９） （７５．１） （９１．９） （―） （―） （―） （―） （―） （―） （―） （―） （―） （―） （―）

全 体 ４０．２ ８２．１ ５３．３ ８９．６ ９７．７ ５３．６ ３５．１ １２．３ ３３．９ ２０．２ ４７．９ ２９．４ １９．０ ９．５ ５０．１ ４．９
男 子 ４１．０ ８１．４ ５５．５ ９０．９ ９７．２ ５６．４ ３５．４ １２．４ ３２．５ ２０．７ ４６．９ ２９．５ １７．６ ８．７ ５０．２ ５．２
女 子 ３７．７ ８４．６ ４６．１ ８５．５ ９９．１ ４４．３ ３４．２ １１．８ ３８．６ １８．４ ５１．３ ２９．４ ２３．７ １２．３ ４９．６ ３．９
前 期 課 程 ３０．４ ８２．０ ４７．０ ８７．４ ９８．０ ５８．８ ３１．６ １０．４ ２７．６ １４．０ ４７．４ ２７．０ ８．４ ２．８ ４０．０ ３．８
後 期 課 程 ５０．３ ８２．３ ５９．８ ９２．０ ９７．３ ４８．２ ３８．８ １４．２ ４０．４ ２６．６ ４８．５ ３２．０ ２９．９ １６．５ ６０．４ ６．０
文 科 系 ２０．９ ７７．５ ３９．７ ８９．０ ９７．０ ５２．５ ３５．１ １３．５ ３５．８ ２２．５ ４４．７ ２９．４ １４．７ ８．５ ４５．０ ４．４
理 科 系 ５５．６ ８５．８ ６４．１ ９０．２ ９８．２ ５４．５ ３５．２ １１．３ ３２．４ １８．４ ５０．５ ２９．５ ２２．４ １０．４ ５４．１ ５．３

前期課程 文科系 １６．９ ７９．０ ３７．９ ８７．７ ９６．８ ６０．３ ３２．４ １３．７ ３０．１ １５．５ ４５．２ ２７．９ ７．３ ２．７ ３９．３ ４．１
理科系 ４０．９ ８４．３ ５４．１ ８７．２ ９８．９ ５７．７ ３１．０ ７．８ ２５．６ １２．８ ４９．１ ２６．３ ９．３ ２．８ ４０．６ ３．６

後期課程 文科系 ２４．９ ７６．０ ４１．５ ９０．３ ９７．２ ４４．７ ３７．８ １３．４ ４１．５ ２９．５ ４４．２ ３０．９ ２２．１ １４．３ ５０．７ ４．６
理科系 ７０．９ ８７．３ ７４．６ ９３．３ ９７．４ ５１．１ ３９．６ １４．９ ３９．６ ２４．３ ５１．９ ３２．８ ３６．２ １８．３ ６８．３ ７．１

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７
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ⅩⅢ―４表 コンピュータの使用時間

区 分 ３時間以上
２時間以上～

３時間未満

１時間以上～

２時間未満
１時間未満 その他 無回答 事 例 数

１９９７年調査
（４７回）

％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（１０．７） （１１．７） （３３．３） （４４．１） （―） （０．１） （１，０２４） （１００．０）

全 体 １２．４ １４．２ ３５．２ ３８．０ ０．１ ０．１ ９８５ １００．０
男 子 １４．０ １５．２ ３５．５ ３５．１ ０．１ ― ７５７ ７６．９
女 子 ７．０ １１．０ ３４．２ ４７．４ ― ０．４ ２２８ ２３．１
前 期 課 程 ８．０ １１．２ ３７．２ ４３．２ ０．２ ０．２ ５００ ５０．８
後 期 課 程 １６．９ １７．３ ３３．２ ３２．６ ― ― ４８５ ４９．２
文 科 系 ７．３ １２．２ ３２．６ ４７．５ ０．２ ０．２ ４３６ ４４．３
理 科 系 １６．４ １５．８ ３７．３ ３０．４ ― ― ５４９ ５５．７

前期課程 文科系 ６．４ １３．７ ３１．１ ４７．９ ０．５ ０．５ ２１９ ２２．２
理科系 ９．３ ９．３ ４２．０ ３９．５ ― ― ２８１ ２８．５

後期課程 文科系 ８．３ １０．６ ３４．１ ４７．０ ― ― ２１７ ２２．０
理科系 ２３．９ ２２．８ ３２．５ ２０．９ ― ― ２６８ ２７．２

ⅩⅢ―５表 どこのコンピュータを使用していますか
（複数項目選択）

区 分 自分のパソコン 自宅のパソコン
（家族と共有）

学部・研究室
のコンピュー
タ

情報基盤セン
ターのコン
ピュータ

アルバイト先
のコンピュー
タ

その他 事例数

１９９７年調査
（４７回）

％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（３６．６） （２１．２） （３０．７） （７４．６） （―） （４．２） （１，０２４）

全 体 ６５．０ ２６．１ ３５．０ ５４．６ ７．０ ２．６ ９８５
男 子 ６６．８ ２３．６ ３５．５ ５４．７ ７．５ ２．６ ７５７
女 子 ５８．８ ３４．２ ３３．３ ５４．４ ５．３ ２．６ ２２８
前 期 課 程 ５７．８ ２８．０ １０．８ ７７．４ ７．０ ２．８ ５００
後 期 課 程 ７２．４ ２４．１ ６０．０ ３１．１ ７．０ ２．５ ４８５
文 科 系 ６３．３ ２７．１ ２７．８ ４８．９ ７．８ ３．０ ４３６
理 科 系 ６６．３ ２５．３ ４０．８ ５９．２ ６．４ ２．４ ５４９

前期課程 文科系 ５７．１ ２６．５ １０．５ ７０．８ ９．６ ２．７ ２１９
理科系 ５８．４ ２９．２ １１．０ ８２．６ ５．０ ２．８ ２８１

後期課程 文科系 ６９．６ ２７．６ ４５．２ ２６．７ ６．０ ３．２ ２１７
理科系 ７４．６ ２１．３ ７２．０ ３４．７ ７．８ １．９ ２６８

ⅩⅢ―６表 使用しているコンピュータのためにかかる費用
（自分のパソコン）

区 分
ハードウェア購入費用 １ヶ月にかかる費用

（電話回線使用料）
平均値 事例数 平均値 事例数

１９９７年調査
（４７回）

円 人 円 人
（２６９，４１３） （４６） （４，６０６） （３３）

全 体 ２１８，８１８ ５７２ ５，８７３ ５４２
男 子 ２１８，６７０ ４６６ ６，１２６ ４３５
女 子 ２１９，４７２ １０６ ４，８４１ １０７
前 期 課 程 ２１９，５９８ ２５６ ５，５０４ ２３６
後 期 課 程 ２１８，１８７ ３１６ ６，１５７ ３０６
文 科 系 ２１７，２１４ ２４３ ５，５５９ ２３６
理 科 系 ２２０，００３ ３２９ ６，１１４ ３０６

※ 平均値の算出は該当者平均を求めた（無回答を除く）

№１２２７ ２００１．１２．１４
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ⅩⅣ．サークル活動

ⅩⅣ―１表 サークル活動の経験と種類 （３項目選択）

区 分

学内外のサークルに入っているか 「入っている」・「過去に入っていた」サークルの種類

入ってい
る

入ってい
た

入ったこ
とがない

無回答 事例数
東大運動
会加入の
運動部

スポーツ
同好会

学術的な
サークル

芸術・趣
味のサー
クル

宗教関係
のサーク
ル

事業団体
（出版厚
生など）

社会的活
動を行う
サークル

純粋な親睦その
ものを目的とす
るサークル

その他 無回答 事例数

１９９６年調査 ％ ％ ％ ％ 人 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（４６回） （６９．３） （２１．９） （８．５） （０．３） （１，２２０） （２０．９） （４８．０） （１５．６） （３７．１） （１．０） （０．８） （５．０） （３．５） （１．２） （―） （１，１１２）
全 体 ５７．９ ２８．６ １３．２ ０．３ １，０４２ ２０．１ ４７．６ １２．７ ３７．６ ０．９ １．６ ５．５ ４．４ ０．８ ０．１ ９０１

男 子 ５９．３ ２６．２ １４．３ ０．２ ８０６ １９．２ ５０．９ １２．６ ３５．４ １．０ １．３ ５．２ ５．１ １．０ ０．１ ６８９
女 子 ５３．０ ３６．９ ９．７ ０．４ ２３６ ２３．１ ３６．８ １２．７ ４４．８ ０．５ ２．４ ６．６ ２．４ ― ― ２１２

前 期 課 程 ６７．０ ２０．４ １２．０ ０．６ ５４３ ２０．４ ４６．３ １２．０ ３８．３ ０．６ １．５ ４．４ ４．２ ０．４ ０．２ ４７５
後 期 課 程 ４７．９ ３７．５ １４．６ ― ４９９ １９．７ ４９．１ １３．４ ３６．９ １．２ １．６ ６．８ ４．７ １．２ ― ４２６

文 科 系 ５５．９ ２９．２ １４．５ ０．４ ４６９ １９．３ ４３．９ １６．５ ３８．６ １．０ ２．０ ７．５ ４．５ ０．８ ０．３ ３９９
理 科 系 ５９．５ ２８．１ １２．２ ０．２ ５７３ ２０．７ ５０．６ ９．６ ３６．９ ０．８ １．２ ４．０ ４．４ ０．８ ― ５０２

ⅩⅣ―２表 サークルの構成員（最も活動している（した）サークル）

区 分

本学の学生（学部
学生・大学院生・
研究生）のみ

本学及び他大学の
学生（本学の学生
が主体）

本学及び他大学の
学生（他大学の学
生が主体）

一般社会人と
一緒

その他 無回答 事 例 数

１９９６年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４６回） （４７．６） （４８．７） （１．８） （１．３） （０．５） （―） （１，１１２） （１００．０）
全 体 ４５．９ ４９．８ ２．４ １．２ ０．２ ０．３ ９０１ １００．０

男 子 ４２．４ ５３．４ ２．２ １．５ ０．１ ０．４ ６８９ ７６．５
女 子 ５７．５ ３８．２ ３．３ ０．５ ０．５ ― ２１２ ２３．５

前 期 課 程 ４７．２ ４９．７ ２．１ ０．６ ― ０．４ ４７５ ５２．７
後 期 課 程 ４４．６ ５０．０ ２．８ １．９ ０．５ ０．２ ４２６ ４７．３

文 科 系 ４８．９ ４６．１ ２．８ １．８ ０．３ ０．３ ３９９ ４４．３
理 科 系 ４３．６ ５２．８ ２．２ ０．８ ０．２ ０．４ ５０２ ５５．７

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７
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ⅩⅣ―４表 サークルの規模

区 分 １０人未満
１０～５０人
未満

５０～１００人
未満

１００～３００人
未満

３００人以上 無回答 事 例 数

１９９６年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４６回） （２．１） （４５．３） （３２．６） （１７．８） （２．２） （０．１） （１，１１２） （１００．０）
全 体 ３．２ ４８．８ ３１．３ １４．９ １．６ ０．２ ９０１ １００．０

男 子 ３．６ ５２．５ ３０．３ １２．２ １．０ ０．３ ６８９ ７６．５
女 子 １．９ ３６．８ ３４．４ ２３．６ ３．３ ― ２１２ ２３．５

前 期 課 程 ４．０ ４８．８ ２９．７ １５．６ １．５ ０．４ ４７５ ５２．７
後 期 課 程 ２．３ ４８．８ ３３．１ １４．１ １．６ ― ４２６ ４７．３

文 科 系 ３．８ ４６．４ ３０．８ １６．５ ２．５ ― ３９９ ４４．３
理 科 系 ２．８ ５０．８ ３１．７ １３．５ ０．８ ０．４ ５０２ ５５．７

ⅩⅣ―３表 サークルの活動場所

区 分
学内施設
（本 郷）

学内施設
（駒 場）

学外施設
学内及び
学外施設

無 回 答 事 例 数

１９９６年調査 ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４６回） （１１．４） （５０．９） （２１．７） （１５．８） （０．２） （１，１１２） （１００．０）
全 体 １１．４ ５３．４ ２１．０ １３．９ ０．３ ９０１ １００．０

男 子 １０．４ ５０．１ ２４．１ １５．１ ０．３ ６８９ ７６．５
女 子 １４．６ ６４．２ １０．８ ９．９ ０．５ ２１２ ２３．５

前 期 課 程 ９．５ ５７．７ １８．５ １４．１ ０．２ ４７５ ５２．７
後 期 課 程 １３．６ ４８．６ ２３．７ １３．６ ０．５ ４２６ ４７．３

文 科 系 １１．０ ５３．６ ２１．１ １４．０ ０．３ ３９９ ４４．３
理 科 系 １１．８ ５３．２ ２０．９ １３．７ ０．４ ５０２ ５５．７

№１２２７ ２００１．１２．１４
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ⅩⅣ―６表 サークルの満足度

区 分 満 足
どちらかと
いえば満足

どちらかと
いえば不満

不 満 無回答 事 例 数

％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
１９９６年調査（非常に満足）（まあ満足）（やや不満） （不満） （無回答）
（４６回） （３７．２） （４５．６） （１２．１） （５．０） （０．１） （１，１１２） （１００．０）
全 体 ５５．３ ２８．３ １１．５ ４．７ ０．２ ９０１ １００．０

男 子 ５７．３ ２７．４ １０．３ ４．９ ― ６８９ ７６．５
女 子 ４８．６ ３１．１ １５．６ ３．８ ０．９ ２１２ ２３．５

前 期 課 程 ５２．８ ３１．２ １１．２ ４．６ ０．２ ４７５ ５２．７
後 期 課 程 ５８．０ ２５．１ １２．０ ４．７ ０．２ ４２６ ４７．３

文 科 系 ５１．６ ３０．３ １３．３ ４．５ ０．３ ３９９ ４４．３
理 科 系 ５８．２ ２６．７ １０．２ ４．８ ０．２ ５０２ ５５．７

ⅩⅣ―７表 サークル活動の時間と費用

区 分

サークル活動時間 サークル活動の費用

１週間当たり
の平均時間

事例数
１ヶ月当たり
の 所 要 額

事例数

１９９６年調査 時間 人 円 人
（４６回） （１０．１） （１，０７８） （１０，４８９） （９７８）
全 体 ８．４ ８５５ ８，４４５ ７６９

男 子 ８．７ ６５４ ８，９６４ ５８７
女 子 ７．３ ２０１ ６，７６９ １８２

前 期 課 程 ８．３ ４５３ ８，１３９ ４１０
後 期 課 程 ８．５ ４０２ ８，７９４ ３５９

文 科 系 ８．６ ３７８ ８，６５８ ３３６
理 科 系 ８．２ ４７７ ８，２７９ ４３３

ⅩⅣ―５表 サークルに入った目的 （３項目選択）

区 分

活動内容
そのもの
をやりた
い

知識・技
能を得た
い

社会性を
得たい

精神生活
を豊かに
し人間性
を磨きた
い

体力をつ
け健康を
増進させ
たい

友人を得
たい

異性と交
際する機
会を持ち
たい

将来（就
職など）
に有利

サークル
に入ると
大学での
居場所が
できる

リーダー
シップを
身につけ
たい

純粋・真
剣に人生
を考えた
い

その他 無回答 事 例 数

１９９６年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４６回） （７３．０） （２１．０） （１１．８） （１５．０） （２６．１） （６４．７） （１３．９） （１．４） （３２．０） （１．３） （２．２） （１．８） （―） （１，１１２） （１００．０）
全 体 ７８．４ ２３．９ １２．２ １６．８ ２８．１ ６４．９ ９．９ １．４ ３１．４ ２．１ １．２ ２．３ ０．４ ９０１ １００．０

男 子 ７６．９ ２３．９ １２．５ １５．５ ２８．３ ６３．４ １２．６ １．３ ３１．６ ２．５ １．３ ２．９ ０．６ ６８９ ７６．５
女 子 ８３．０ ２３．６ １１．３ ２０．８ ２７．４ ６９．８ ０．９ １．９ ３０．７ ０．９ ０．９ ０．５ ― ２１２ ２３．５

前 期 課 程 ７８．３ ２７．２ １１．８ １５．２ ２９．３ ６３．２ ９．７ １．７ ３３．７ １．５ １．３ ２．１ ０．４ ４７５ ５２．７
後 期 課 程 ７８．４ ２０．２ １２．７ １８．５ ２６．８ ６６．９ １０．１ １．２ ２８．９ ２．８ １．２ ２．６ ０．５ ４２６ ４７．３

文 科 系 ７４．９ ２４．８ １４．３ １８．８ ２３．６ ６４．４ ８．３ ２．３ ３２．３ ２．５ １．３ ３．０ ０．５ ３９９ ４４．３
理 科 系 ８１．１ ２３．１ １０．６ １５．１ ３１．７ ６５．３ １１．２ ０．８ ３０．７ １．８ １．２ １．８ ０．４ ５０２ ５５．７

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７
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ⅩⅣ―８表 サークルをやめた理由 （２項目選択）

区 分

活動内容
に興味を
失った

体力的に
苦しい

能力が足
りない

学業と両
立しない

就職活動
で忙しい

出費が多
い

家族の反
対

人間関係
の不和

運営が非
民主的

サークル
の方針に
不満

指導者に
不満

その他 無回答 事例数

１９９６年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（４６回） （３０．０） （７．１） （６．７） （２５．１） （７．５） （９．４） （０．４） （１２．０） （３．０） （１３．５） （３．０） （３２．６） （―） （２６７）
全 体 ２７．５ １０．７ ３．７ ３３．９ ２．７ ９．７ １．０ １４．１ ２．７ １４．４ ２．３ ２８．５ ４．７ ２９８

男 子 ２７．５ ８．５ ４．３ ３３．２ ２．４ １０．０ ０．９ １４．２ ３．８ １４．２ １．４ ３１．３ ３．８ ２１１
女 子 ２７．６ １６．１ ２．３ ３５．６ ３．４ ９．２ １．１ １３．８ ― １４．９ ４．６ ２１．８ ６．９ ８７

前 期 課 程 ３２．４ １３．５ ５．４ ２９．７ ― １５．３ ０．９ １７．１ ２．７ １７．１ ４．５ ２２．５ ４．５ １１１
後 期 課 程 ２４．６ ９．１ ２．７ ３６．４ ４．３ ６．４ １．１ １２．３ ２．７ １２．８ １．１ ３２．１ ４．８ １８７

文 科 系 ２７．０ ９．５ ２．２ ３０．７ ４．４ １０．２ ― １３．１ ２．９ １６．８ ４．４ ２８．５ ５．８ １３７
理 科 系 ２８．０ １１．８ ５．０ ３６．６ １．２ ９．３ １．９ １４．９ ２．５ １２．４ ０．６ ２８．６ ３．７ １６１

ⅩⅣ―９表 サークルに入らない理由 （２項目選択）

区 分
学業と両立し
ない

アルバイトが
忙しくて時間
が足りない

授業だけで満
足しており、
サークル活動
の必要を認め
ない

個人的にでき
る趣味・娯楽
で満足だ

入りたいと思
うサークルが
ない

人間関係が煩
わしい

サークルに入
ると経済的な
負担が心配で
ある

入りたいと
思っているが
参加の機会が
ない

入って何かを
したいと考え
たことがない

その他 無回答 事例数

１９９６年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（４６回） （１９．２） （１３．５） （５．８） （２７．９） （４６．２） （１２．５） （１４．４） （１３．５） （１１．５） （９．６） （―） （１０４）
全 体 ２６．１ １６．７ ７．２ ３９．９ ３１．２ １８．８ ９．４ １２．３ １１．６ ９．４ ３．６ １３８

男 子 ２７．０ １６．５ ７．０ ３６．５ ３３．０ １７．４ ９．６ １３．０ １２．２ ９．６ ３．５ １１５
女 子 ２１．７ １７．４ ８．７ ５６．５ ２１．７ ２６．１ ８．７ ８．７ ８．７ ８．７ ４．３ ２３

前 期 課 程 ３３．８ ２０．０ ４．６ ２９．２ ３０．８ ２１．５ ７．７ １５．４ ７．７ １２．３ ６．２ ６５
後 期 課 程 １９．２ １３．７ ９．６ ４９．３ ３１．５ １６．４ １１．０ ９．６ １５．１ ６．８ １．４ ７３

文 科 系 ２７．９ １４．７ １１．８ ３８．２ ３２．４ ２０．６ ７．４ １１．８ １１．８ １１．８ ― ６８
理 科 系 ２４．３ １８．６ ２．９ ４１．４ ３０．０ １７．１ １１．４ １２．９ １１．４ ７．１ ７．１ ７０

№
１２２７

２００１
．
１２
．
１４
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ⅩⅤ．学生生活の満足度

ⅩⅤ―１表 大学に来る回数（週平均）

区 分 １ 回 ２ 回 ３ 回 ４ 回 ５ 回 ６ 回 ７ 回
ほとん
ど来な
い

無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （３．０） （５．０） （８．９） （１７．４）（４４．６）（１３．８）（３．９） （２．７） （０．７） （１，１８５）（１００．０）
全 体 ２．０ ３．０ ６．４ １４．４ ４８．１ １９．１ ４．８ １．９ ０．３ １，０４２ １００．０
男 子 ２．４ ２．７ ７．１ １４．５ ４６．９ １９．２ ５．３ １．７ ０．１ ８０６ ７７．４
女 子 ０．８ ３．８ ４．２ １４．０ ５２．１ １８．６ ３．０ ２．５ ０．８ ２３６ ２２．６

男子
前期課程 ０．７ １．９ ６．７ １３．８ ５２．７ １９．０ ３．８ １．２ ０．２ ４２１ ４０．４
後期課程 ４．２ ３．６ ７．５ １５．３ ４０．５ １９．５ ７．０ ２．３ ― ３８５ ３６．９

女子
前期課程 ― ０．８ １．６ １５．６ ５８．２ ２０．５ ０．８ １．６ ０．８ １２２ １１．７
後期課程 １．８ ７．０ ７．０ １２．３ ４５．６ １６．７ ５．３ ３．５ ０．９ １１４ １０．９

男子
文 科 系 ５．３ ５．０ １０．１ １９．３ ４２．７ １２．２ ３．０ ２．４ ― ３３７ ３２．３
理 科 系 ０．２ １．１ ４．９ １１．１ ４９．９ ２４．３ ７．０ １．３ ０．２ ４６９ ４５．０

女子
文 科 系 １．５ ６．１ ６．１ １３．６ ５３．０ １２．９ １．５ ４．５ ０．８ １３２ １２．７
理 科 系 ― １．０ １．９ １４．４ ５１．０ ２６．０ ４．８ ― １．０ １０４ １０．０

ⅩⅤ―２表 大学生活の目的（第１位）

区 分
専門的学
問・研究
をする

高度な専
門知識・
技術を身
につける

豊かな教
養を身に
つける

学歴・資
格を得る

クラブ・
サークル
活動に力
を入れる

希望する
企業等に
就職する

社会的活
動の担い
手となる

学生生活
を楽しむ

友人を多
く持つ

特に目的
を持たず
何となく

無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （２４．９）（２１．１）（２４．１）（７．３）（４．４）（１．３）（０．６）（７．５）（６．８）（１．３）（０．８）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ３１．６ ２３．７ １８．０ ５．６ ２．７ ０．８ １．３ ９．６ ４．０ ２．１ ０．６ １，０４２ １００．０
男 子 ３２．０ ２４．２ １５．６ ６．１ ３．１ ０．７ １．６ １０．２ ４．０ ２．１ ０．４ ８０６ ７７．４
女 子 ３０．１ ２２．０ ２６．３ ３．８ １．３ ０．８ ０．４ ７．６ ４．２ ２．１ １．３ ２３６ ２２．６

男子
前期課程 ２８．０ ２５．２ １７．８ ５．９ ３．１ ０．５ ２．１ １０．７ ４．３ １．９ ０．５ ４２１ ４０．４
後期課程 ３６．４ ２３．１ １３．２ ６．２ ３．１ １．０ １．０ ９．６ ３．６ ２．３ ０．３ ３８５ ３６．９

女子
前期課程 ２５．４ ２４．６ ２７．９ ４．９ ２．５ ― ― ８．２ ４．１ １．６ ０．８ １２２ １１．７
後期課程 ３５．１ １９．３ ２４．６ ２．６ ― １．８ ０．９ ７．０ ４．４ ２．６ １．８ １１４ １０．９

男子
文科系 ２３．４ ２０．２ ２０．２ １０．１ ４．７ １．５ ２．１ １１．９ ４．２ １．８ ― ３３７ ３２．３
理科系 ３８．２ ２７．１ １２．４ ３．２ １．９ ０．２ １．３ ９．０ ３．８ ２．３ ０．６ ４６９ ４５．０

女子
文科系 ２７．３ １３．６ ３５．６ ３．８ ― ０．８ ０．８ ７．６ ６．８ ３．０ ０．８ １３２ １２．７
理科系 ３３．７ ３２．７ １４．４ ３．８ ２．９ １．０ ― ７．７ １．０ １．０ １．９ １０４ １０．０

（第２位）
全 体 ９．１ ２０．７ ２０．４ ９．４ ５．８ ２．８ ２．３ １７．５ ９．３ ０．５ ２．２ １，０４２ １００．０
（第３位）
全 体 ５．９ ５．８ １５．３ １０．４ ７．９ ２．５ ４．３ ２２．３ １８．６ １．８ ５．４ １，０４２ １００．０

２００１．１２．１４ №１２２７
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ⅩⅤ―３表―１ 学生生活の中での満足感（授業の内容）

区 分 満足して
いる

まあ満足
している

どちらと
も言えな
い

やや不満
である

不満であ
る 無回答 事 例 数 平 均 値

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （４．５） （３５．４） （２６．８） （２３．０） （９．７） （０．７） （１，１８５） （１００．０） （３．０）
全 体 ７．１ ４０．３ ２４．２ １８．０ １０．２ ０．２ １，０４２ １００．０ ３．２
男 子 ６．８ ３８．６ ２４．４ １８．１ １１．９ ０．１ ８０６ ７７．４ ３．１
女 子 ８．１ ４６．２ ２３．３ １７．８ ４．２ ０．４ ２３６ ２２．６ ３．４

男 子
前期課程 ５．０ ３８．２ ２４．０ １８．３ １４．３ ０．２ ４２１ ４０．４ ３．０
後期課程 ８．８ ３９．０ ２４．９ １７．９ ９．４ ― ３８５ ３６．９ ３．２

女 子
前期課程 ６．６ ４１．８ ２７．０ １８．９ ５．７ ― １２２ １１．７ ３．２
後期課程 ９．６ ５０．９ １９．３ １６．７ ２．６ ０．９ １１４ １０．９ ３．５

男 子
文 科 系 ８．０ ３８．９ ２３．１ １５．７ １４．２ ― ３３７ ３２．３ ３．１
理 科 系 ６．０ ３８．４ ２５．４ １９．８ １０．２ ０．２ ４６９ ４５．０ ３．１

女 子
文 科 系 １１．４ ４６．２ １９．７ １８．２ ４．５ ― １３２ １２．７ ３．４
理 科 系 ３．８ ４６．２ ２７．９ １７．３ ３．８ １．０ １０４ １０．０ ３．３

ⅩⅤ―３表―２ 学生生活の中での満足感（大学の環境、設備）

区 分 満足して
いる

まあ満足
している

どちらと
も言えな
い

やや不満
である

不満であ
る 無回答 事 例 数 平 均 値

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （１１．６） （３３．５） （１９．２） （２４．１） （１１．０） （０．７） （１，１８５） （１００．０） （３．１）
全 体 １５．２ ４１．１ ２１．４ １５．７ ６．４ ０．２ １，０４２ １００．０ ３．４
男 子 １５．１ ４０．７ ２０．７ １５．９ ７．４ ０．１ ８０６ ７７．４ ３．４
女 子 １５．３ ４２．４ ２３．７ １５．３ ３．０ ０．４ ２３６ ２２．６ ３．５

男 子
前期課程 １１．９ ３９．２ ２２．１ １９．０ ７．６ ０．２ ４２１ ４０．４ ３．３
後期課程 １８．７ ４２．３ １９．２ １２．５ ７．３ ― ３８５ ３６．９ ３．５

女 子
前期課程 １１．５ ４１．８ ２７．９ １５．６ ３．３ ― １２２ １１．７ ３．４
後期課程 １９．３ ４３．０ １９．３ １４．９ ２．６ ０．９ １１４ １０．９ ３．６

男 子
文 科 系 １１．９ ３８．０ １８．４ １９．６ １２．２ ― ３３７ ３２．３ ３．２
理 科 系 １７．５ ４２．６ ２２．４ １３．２ ４．１ ０．２ ４６９ ４５．０ ３．６

女 子
文 科 系 １５．２ ４２．４ ２２．０ １６．７ ３．８ ― １３２ １２．７ ３．５
理 科 系 １５．４ ４２．３ ２６．０ １３．５ １．９ １．０ １０４ １０．０ ３．６

ⅩⅤ―３表―３ 学生生活の中での満足感（経済的状況）

区 分 満足して
いる

まあ満足
している

どちらと
も言えな
い

やや不満
である

不満であ
る 無回答 事 例 数 平 均 値

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （１８．６） （３３．３） （２１．８） （１８．０） （７．７） （０．７） （１，１８５） （１００．０） （３．４）
全 体 ２１．６ ３１．２ ２１．８ １９．０ ６．２ ０．２ １，０４２ １００．０ ３．４
男 子 ２０．５ ３０．８ ２２．５ １９．２ ６．９ ０．１ ８０６ ７７．４ ３．４
女 子 ２５．４ ３２．６ １９．５ １８．２ ３．８ ０．４ ２３６ ２２．６ ３．６

男 子
前期課程 １６．６ ３２．５ ２３．０ ２０．７ ６．９ ０．２ ４２１ ４０．４ ３．３
後期課程 ２４．７ ２８．８ ２１．８ １７．７ ７．０ ― ３８５ ３６．９ ３．５

女 子
前期課程 ２３．０ ３２．８ １９．７ １８．０ ６．６ ― １２２ １１．７ ３．５
後期課程 ２８．１ ３２．５ １９．３ １８．４ ０．９ ０．９ １１４ １０．９ ３．７

男 子
文 科 系 ２２．０ ２９．７ ２１．７ １７．８ ８．９ ― ３３７ ３２．３ ３．４
理 科 系 １９．４ ３１．６ ２３．０ ２０．３ ５．５ ０．２ ４６９ ４５．０ ３．４

女 子
文 科 系 ２５．０ ３５．６ ２０．５ １５．９ ３．０ ― １３２ １２．７ ３．６
理 科 系 ２６．０ ２８．８ １８．３ ２１．２ ４．８ １．０ １０４ １０．０ ３．５

№１２２７ ２００１．１２．１４
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ⅩⅤ―３表―４ 学生生活の中での満足感（友人）

区 分 満足して
いる

まあ満足
している

どちらと
も言えな
い

やや不満
である

不満であ
る 無回答 事 例 数 平 均 値

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （２７．９） （４１．９） （１７．３） （９．６） （２．６） （０．７） （１，１８５） （１００．０） （３．８）
全 体 ３１．１ ４０．８ １７．９ ６．６ ３．４ ０．３ １，０４２ １００．０ ３．９
男 子 ２８．０ ４２．２ １９．２ ６．７ ３．６ ０．２ ８０６ ７７．４ ３．８
女 子 ４１．５ ３６．０ １３．１ ６．４ ２．５ ０．４ ２３６ ２２．６ ４．１

男 子
前期課程 ２５．４ ４５．４ １８．１ ７．８ ３．１ ０．２ ４２１ ４０．４ ３．８
後期課程 ３０．９ ３８．７ ２０．５ ５．５ ４．２ ０．３ ３８５ ３６．９ ３．９

女 子
前期課程 ３９．３ ３４．４ １７．２ ４．９ ４．１ ― １２２ １１．７ ４．０
後期課程 ４３．９ ３７．７ ８．８ ７．９ ０．９ ０．９ １１４ １０．９ ４．２

男 子
文 科 系 ２８．２ ４２．４ １８．１ ７．４ ３．６ ０．３ ３３７ ３２．３ ３．８
理 科 系 ２７．９ ４２．０ ２０．０ ６．２ ３．６ ０．２ ４６９ ４５．０ ３．８

女 子
文 科 系 ４５．５ ３１．８ １２．９ ６．１ ３．８ ― １３２ １２．７ ４．１
理 科 系 ３６．５ ４１．３ １３．５ ６．７ １．０ １．０ １０４ １０．０ ４．１

ⅩⅤ―３表―５ 学生生活の中での満足感（文化・教養）

区 分 満足して
いる

まあ満足
している

どちらと
も言えな
い

やや不満
である

不満であ
る 無回答 事 例 数 平 均 値

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （７．１） （３５．４） （３４．８） （１８．１） （３．９） （０．８） （１，１８５） （１００．０） （３．２）
全 体 １０．６ ３３．８ ３８．４ １３．４ ３．６ ０．３ １，０４２ １００．０ ３．３
男 子 ９．９ ３２．５ ３８．７ １４．４ ４．２ ０．２ ８０６ ７７．４ ３．３
女 子 １２．７ ３８．１ ３７．３ １０．２ １．３ ０．４ ２３６ ２２．６ ３．５

男 子
前期課程 ９．５ ３３．０ ３７．８ １４．７ ４．８ ０．２ ４２１ ４０．４ ３．３
後期課程 １０．４ ３１．９ ３９．７ １４．０ ３．６ ０．３ ３８５ ３６．９ ３．３

女 子
前期課程 １３．１ ３４．４ ３９．３ １２．３ ０．８ ― １２２ １１．７ ３．５
後期課程 １２．３ ４２．１ ３５．１ ７．９ １．８ ０．９ １１４ １０．９ ３．６

男 子
文 科 系 １３．４ ３２．３ ３７．１ １３．６ ３．３ ０．３ ３３７ ３２．３ ３．４
理 科 系 ７．５ ３２．６ ３９．９ １４．９ ４．９ ０．２ ４６９ ４５．０ ３．２

女 子
文 科 系 １５．９ ４０．９ ３４．１ ８．３ ０．８ ― １３２ １２．７ ３．６
理 科 系 ８．７ ３４．６ ４１．３ １２．５ １．９ １．０ １０４ １０．０ ３．４

ⅩⅤ―３表―６ 学生生活の中での満足感（余暇・レジャー）

区 分 満足して
いる

まあ満足
している

どちらと
も言えな
い

やや不満
である

不満であ
る 無回答 事 例 数 平 均 値

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （１３．２） （３６．２） （２２．０） （２０．４） （７．４） （０．７） （１，１８５） （１００．０） （３．３）
全 体 １３．１ ３０．５ ２７．４ ２１．７ ７．１ ０．２ １，０４２ １００．０ ３．２
男 子 １１．３ ３０．０ ２７．０ ２３．４ ８．１ ０．１ ８０６ ７７．４ ３．１
女 子 １９．５ ３２．２ ２８．４ １５．７ ３．８ ０．４ ２３６ ２２．６ ３．５

男 子
前期課程 ８．８ ３３．３ ２６．４ ２４．２ ７．１ ０．２ ４２１ ４０．４ ３．１
後期課程 １４．０ ２６．５ ２７．８ ２２．６ ９．１ ― ３８５ ３６．９ ３．１

女 子
前期課程 ２０．５ ３０．３ ３０．３ １６．４ ２．５ ― １２２ １１．７ ３．５
後期課程 １８．４ ３４．２ ２６．３ １４．９ ５．３ ０．９ １１４ １０．９ ３．５

男 子
文 科 系 １２．２ ３２．３ ２７．９ ２０．８ ６．８ ― ３３７ ３２．３ ３．２
理 科 系 １０．７ ２８．４ ２６．４ ２５．４ ９．０ ０．２ ４６９ ４５．０ ３．１

女 子
文 科 系 １８．９ ３７．１ ３０．３ １２．１ １．５ ― １３２ １２．７ ３．６
理 科 系 ２０．２ ２６．０ ２６．０ ２０．２ ６．７ １．０ １０４ １０．０ ３．３
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ⅩⅤ―３表―７ 学生生活の中での満足感（クラブ・サークル活動）

区 分 満足して
いる

まあ満足
している

どちらと
も言えな
い

やや不満
である

不満であ
る 無回答 事 例 数 平 均 値

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （２３．５） （２８．７） （２７．４） （１１．６） （７．６） （１．１） （１，１８５） （１００．０） （３．５）
全 体 ２０．２ ２９．０ ３２．６ ８．４ ７．４ ２．３ １，０４２ １００．０ ３．５
男 子 ２０．０ ３０．５ ３１．５ ８．８ ７．６ １．６ ８０６ ７７．４ ３．５
女 子 ２１．２ ２３．７ ３６．４ ７．２ ６．８ ４．７ ２３６ ２２．６ ３．５

男 子
前期課程 ２０．７ ３４．９ ２９．５ ７．１ ６．７ １．２ ４２１ ４０．４ ３．６
後期課程 １９．２ ２５．７ ３３．８ １０．６ ８．６ ２．１ ３８５ ３６．９ ３．４

女 子
前期課程 ２３．８ ２５．４ ３１．１ ９．８ ７．４ ２．５ １２２ １１．７ ３．５
後期課程 １８．４ ２１．９ ４２．１ ４．４ ６．１ ７．０ １１４ １０．９ ３．５

男 子
文 科 系 １８．１ ３３．２ ３０．０ ９．２ ７．４ ２．１ ３３７ ３２．３ ３．５
理 科 系 ２１．３ ２８．６ ３２．６ ８．５ ７．７ １．３ ４６９ ４５．０ ３．５

女 子
文 科 系 ２４．２ １８．９ ３４．１ ９．１ ８．３ ５．３ １３２ １２．７ ３．４
理 科 系 １７．３ ２９．８ ３９．４ ４．８ ４．８ ３．８ １０４ １０．０ ３．５

ⅩⅤ―３表―８ 学生生活の中での満足感（食事）

区 分 満足して
いる

まあ満足
している

どちらと
も言えな
い

やや不満
である

不満であ
る 無回答 事 例 数 平 均 値

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （２２．９） （３９．８） （２０．０） （１２．６） （４．１） （０．７） （１，１８５） （１００．０） （３．７）
全 体 １９．７ ３６．５ ２３．８ １４．２ ５．７ ０．２ １，０４２ １００．０ ３．５
男 子 １７．５ ３５．１ ２４．９ １５．６ ６．７ ０．１ ８０６ ７７．４ ３．４
女 子 ２７．１ ４１．１ １９．９ ９．３ ２．１ ０．４ ２３６ ２２．６ ３．８

男 子
前期課程 １７．８ ３６．１ ２３．５ １４．７ ７．６ ０．２ ４２１ ４０．４ ３．４
後期課程 １７．１ ３４．０ ２６．５ １６．６ ５．７ ― ３８５ ３６．９ ３．４

女 子
前期課程 ２９．５ ３６．１ ２２．１ ９．８ ２．５ ― １２２ １１．７ ３．８
後期課程 ２４．６ ４６．５ １７．５ ８．８ １．８ ０．９ １１４ １０．９ ３．８

男 子
文 科 系 ２０．８ ３３．２ ２４．９ １３．９ ７．１ ― ３３７ ３２．３ ３．５
理 科 系 １５．１ ３６．５ ２４．９ １６．８ ６．４ ０．２ ４６９ ４５．０ ３．４

女 子
文 科 系 ２６．５ ４１．７ ２２．７ ８．３ ０．８ ― １３２ １２．７ ３．８
理 科 系 ２７．９ ４０．４ １６．３ １０．６ ３．８ １．０ １０４ １０．０ ３．８

ⅩⅤ―３表―９ 学生生活の中での満足感（住居）

区 分 満足して
いる

まあ満足
している

どちらと
も言えな
い

やや不満
である

不満であ
る 無回答 事 例 数 平 均 値

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （３１．７） （３５．５） （１５．１） （１２．２） （４．７） （０．７） （１，１８５） （１００．０） （３．８）
全 体 ３２．９ ３４．７ １６．７ １１．４ ３．９ ０．３ １，０４２ １００．０ ３．８
男 子 ３１．４ ３５．６ １７．９ １０．４ ４．５ ０．２ ８０６ ７７．４ ３．８
女 子 ３８．１ ３１．８ １２．７ １４．８ ２．１ ０．４ ２３６ ２２．６ ３．９

男 子
前期課程 ３２．１ ３５．６ １６．４ １０．５ ５．０ ０．５ ４２１ ４０．４ ３．８
後期課程 ３０．６ ３５．６ １９．５ １０．４ ３．９ ― ３８５ ３６．９ ３．８

女 子
前期課程 ３３．６ ２９．５ １６．４ １７．２ ３．３ ― １２２ １１．７ ３．７
後期課程 ４３．０ ３４．２ ８．８ １２．３ ０．９ ０．９ １１４ １０．９ ４．１

男 子
文 科 系 ３４．１ ３５．３ １６．０ ９．８ ４．７ ― ３３７ ３２．３ ３．８
理 科 系 ２９．４ ３５．８ １９．２ １０．９ ４．３ ０．４ ４６９ ４５．０ ３．８

女 子
文 科 系 ３８．６ ２８．８ １２．９ １７．４ ２．３ ― １３２ １２．７ ３．８
理 科 系 ３７．５ ３５．６ １２．５ １１．５ １．９ １．０ １０４ １０．０ ４．０
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ⅩⅤ―４表 全体としての大学生活に対する満足感

区 分 満足してい
る

まあ満足し
ている

どちらとも
言えない

やや不満で
ある 不満である 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （２５．１） （５１．３） （１２．２） （９．０） （１．９） （０．５） （１，１８５） （１００．０）
全 体 ２７．７ ５０．４ １０．１ ７．７ ３．９ ０．２ １，０４２ １００．０
男 子 ２５．７ ５０．５ １１．０ ８．４ ４．２ ０．１ ８０６ ７７．４
女 子 ３４．７ ５０．０ ６．８ ５．１ ３．０ ０．４ ２３６ ２２．６

男 子
前期課程 ２２．６ ５０．１ １３．５ ９．３ ４．３ ０．２ ４２１ ４０．４
後期課程 ２９．１ ５０．９ ８．３ ７．５ ４．２ ― ３８５ ３６．９

女 子
前期課程 ２９．５ ５３．３ ８．２ ５．７ ３．３ ― １２２ １１．７
後期課程 ４０．４ ４６．５ ５．３ ４．４ ２．６ ０．９ １１４ １０．９

男 子
文 科 系 ３０．０ ４８．１ ９．８ ８．０ ４．２ ― ３３７ ３２．３
理 科 系 ２２．６ ５２．２ １１．９ ８．７ ４．３ ０．２ ４６９ ４５．０

女 子
文 科 系 ３７．１ ４５．５ ８．３ ５．３ ３．８ ― １３２ １２．７
理 科 系 ３１．７ ５５．８ ４．８ ４．８ １．９ １．０ １０４ １０．０

ⅩⅤ―５表 あなたは幸福ですか

区 分 幸 福 だ
どちらかと
いえば幸福
だ

どちらかと
いえば幸福
でない

幸福でない 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （５４．２） （３６．６） （６．２） （２．０） （１．０） （１，１８５） （１００．０）
全 体 ５６．５ ３４．１ ５．３ ３．６ ０．５ １，０４２ １００．０
男 子 ５２．９ ３６．１ ６．５ ４．２ ０．４ ８０６ ７７．４
女 子 ６９．１ ２７．１ １．３ １．７ ０．８ ２３６ ２２．６

男 子
前期課程 ４９．４ ３８．５ ７．８ ３．８ ０．５ ４２１ ４０．４
後期課程 ５６．６ ３３．５ ４．９ ４．７ ０．３ ３８５ ３６．９

女 子
前期課程 ６９．７ ２８．７ ― ０．８ ０．８ １２２ １１．７
後期課程 ６８．４ ２５．４ ２．６ ２．６ ０．９ １１４ １０．９

男 子
文 科 系 ５３．７ ３４．４ ６．８ ４．７ ０．３ ３３７ ３２．３
理 科 系 ５２．２ ３７．３ ６．２ ３．８ ０．４ ４６９ ４５．０

女 子
文 科 系 ６８．２ ２８．０ １．５ １．５ ０．８ １３２ １２．７
理 科 系 ７０．２ ２６．０ １．０ １．９ １．０ １０４ １０．０

２００１．１２．１４ №１２２７
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ⅩⅥ．就 職

ⅩⅥ―１表 就職希望職種（第１位）

区 分
大学・官 公
庁の教育・
研究職

企業等の研
究職 技術職 事務職 教育 職（大

学を除く）
行 政 職（公
務員）

専 門 職（医
師、弁護士、
公認会計士
等）

マスコミ（新
聞 記 者、放
送 記 者、ア
ナウンサー、
プロデュー
サー等

その他 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （２６．８）（１１．５）（９．８） （６．８） （１．２）（１２．３）（１８．１）（７．０） （３．９） （２．８）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ２５．３ １３．５ １１．０ ５．５ １．６ １２．３ １８．４ ５．０ ６．２ １．１ １，０４２ １００．０
男 子 ２５．２ １３．６ １２．７ ６．１ １．５ １２．２ １８．６ ３．７ ５．６ ０．９ ８０６ ７７．４
女 子 ２５．８ １３．１ ５．５ ３．４ ２．１ １２．７ １７．８ ９．３ ８．５ １．７ ２３６ ２２．６

男子
前期課程 ２７．６ １３．５ １０．９ ４．８ １．９ １４．３ １８．８ ３．３ ４．０ １．０ ４２１ ４０．４
後期課程 ２２．６ １３．８ １４．５ ７．５ １．０ ９．９ １８．４ ４．２ ７．３ ０．８ ３８５ ３６．９

女子
前期課程 ３１．１ １６．４ ５．７ ― ２．５ １２．３ １４．８ ７．４ ７．４ ２．５ １２２ １１．７
後期課程 ２０．２ ９．６ ５．３ ７．０ １．８ １３．２ ２１．１ １１．４ ９．６ ０．９ １１４ １０．９

男子
文科系 １６．９ ２．４ １．２ １１．０ １．２ ２３．４ ３０．６ ７．７ ４．５ １．２ ３３７ ３２．３
理科系 ３１．１ ２１．７ ２０．９ ２．６ １．７ ４．１ １０．０ ０．９ ６．４ ０．６ ４６９ ４５．０

女子
文科系 １８．２ ４．５ ２．３ ５．３ ３．８ ２０．５ １６．７ １４．４ １２．１ ２．３ １３２ １２．７
理科系 ３５．６ ２４．０ ９．６ １．０ ― ２．９ １９．２ ２．９ ３．８ １．０ １０４ １０．０

（第２位）
全 体 １６．７ ２２．２ １０．９ ６．９ ３．９ ９．３ ８．８ ６．２ １．９ １３．１ １，０４２ １００．０
（第３位）
全 体 １２．１ ９．３ １１．３ ７．１ ５．４ ８．５ ８．３ ８．４ ３．１ ２６．４ １，０４２ １００．０

ⅩⅥ―２表 その職業に就きたい理由（第１位）

区 分

人を助
けたり
社会に
奉仕す
る

安定し
た生活
が保証
されて
いる

十分な
収入が
期待で
きる

自分の
特技・
能力や
専門知
識が活
かせる

華やか
で、世
間から
もては
やされ
る

社会的
な地位
・名声
が得ら
れる

組織に
しばら
れず、
自由な
活動が
できる

人や組
織を動
かすこ
とがで
きる

独創性
や創造
性を発
揮でき
る

その他 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （１７．３）（８．２）（５．１）（４０．４）（１．０）（１．０）（７．５）（４．０）（９．７）（２．４）（３．４）（１．１８５）（１００．０）
全 体 １６．６ ９．４ ４．４ ４２．１ ０．５ １．６ ７．０ ２．７ ８．８ ５．２ １．６ １，０４２ １００．０
男 子 １５．４ ９．３ ５．１ ４２．９ ０．６ １．７ ７．９ ３．３ ７．９ ４．３ １．４ ８０６ ７７．４
女 子 ２０．８ ９．７ ２．１ ３９．４ ― １．３ ３．８ ０．４ １１．９ ８．１ ２．５ ２３６ ２２．６

男子
前期課程 １３．５ １０．０ ４．３ ４６．３ ０．７ ２．１ ８．３ ２．９ ６．２ ４．３ １．４ ４２１ ４０．４
後期課程 １７．４ ８．６ ６．０ ３９．２ ０．５ １．３ ７．５ ３．９ ９．９ ４．４ １．３ ３８５ ３６．９

女子
前期課程 １６．４ ９．８ ２．５ ３８．５ ― ２．５ ２．５ ― １３．１ １１．５ ３．３ １２２ １１．７
後期課程 ２５．４ ９．６ １．８ ４０．４ ― ― ５．３ ０．９ １０．５ ４．４ １．８ １１４ １０．９

男子
文科系 ２１．１ ９．２ ６．８ ３０．６ １．２ ２．４ １０．７ ６．２ ７．７ ２．４ １．８ ３３７ ３２．３
理科系 １１．３ ９．４ ３．８ ５１．８ ０．２ １．３ ６．０ １．３ ８．１ ５．８ １．１ ４６９ ４５．０

女子
文科系 ２８．０ ９．８ ３．８ ２８．０ ― ２．３ ５．３ ０．８ １２．１ ７．６ ２．３ １３２ １２．７
理科系 １１．５ ９．６ ― ５３．８ ― ― １．９ ― １１．５ ８．７ ２．９ １０４ １０．０

（第２位）
全 体 ９．４ １２．９ １０．８ １８．３ １．２ ４．５ １０．７ ３．７ １７．８ ２．３ ８．４ １，０４２ １００．０
（第３位）
全 体 １０．９ １１．２ １１．９ １０．５ ２．１ ８．２ ８．９ ４．４ １０．８ １．４ １９．６ １，０４２ １００．０

№１２２７ ２００１．１２．１４
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ⅩⅥ―３表 理想の仕事や職場を選ぶ理由（第１位）

区 分 給料がよ
い

休みをと
りやすい

責任が軽
い

失業の心
配がない

福利厚生
が充実し
ている

出世の見
込みが多
い

技術や知
識を身に
つけられ
る

権限が大
きい

やりがい
がある

能力が発
揮できる

人から評
価される

仕事を行
う上で男
女の差別
がない

将来発展
する見込
みがある

職場が都
心 の オ
フィス街
にある

職場が自
然環境の
よい郊外
にある

海外勤務
の機会が
多い

転勤が少
ない

いろいろ
な人と知
り合える

オフィス
が新しく
てきれい

職場の人
間関係が
よい

そ の 他 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （８．６） （２．７） （０．３） （３．２） （０．７） （０．８） （５．９） （１．０）（５１．２）（１４．３） （１．１） （１．４） （０．４） （０．１） （―） （０．６） （０．３） （１．４） （―） （１．９） （１．５） （２．７）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ９．０ １．８ ０．４ ３．５ １．２ ０．３ ５．２ ０．９ ５０．２ １７．２ ０．８ ０．６ １．８ ０．２ ０．１ ０．２ ０．３ ０．５ ０．１ ２．７ １．９ １．２ １，０４２ １００．０
男 子 ９．８ ２．１ ０．５ ３．８ １．１ ０．４ ５．１ １．１ ４８．５ １７．７ ０．９ ― ２．０ ０．２ ０．１ ０．１ ０．１ ０．６ ― ２．６ １．７ １．４ ８０６ ７７．４
女 子 ６．４ ０．８ ― ２．１ １．７ ― ５．５ ― ５５．９ １５．３ ０．４ ２．５ １．３ ― ― ０．４ ０．８ ― ０．４ ３．０ ２．５ ０．８ ２３６ ２２．６

男子 前期課程 １０．５ １．７ ０．５ ５．５ １．２ ０．５ ２．４ １．７ ４８．９ １９．０ １．４ ― ２．１ ０．２ ０．２ ０．２ ０．２ ― ― １．２ １．９ ０．７ ４２１ ４０．４
後期課程 ９．１ ２．６ ０．５ ２．１ １．０ ０．３ ８．１ ０．５ ４８．１ １６．４ ０．３ ― １．８ ０．３ ― ― ― １．３ ― ４．２ １．６ ２．１ ３８５ ３６．９

女子 前期課程 ９．８ ― ― ３．３ ２．５ ― ５．７ ― ４９．２ １７．２ ０．８ １．６ １．６ ― ― ０．８ ０．８ ― ― ２．５ ４．１ ― １２２ １１．７
後期課程 ２．６ １．８ ― ０．９ ０．９ ― ５．３ ― ６３．２ １３．２ ― ３．５ ０．９ ― ― ０．９ ― ０．９ ３．５ ０．９ １．８ １１４ １０．９

男子 文科系 １０．１ ２．４ ０．３ ５．６ １．２ ０．９ ３．９ ２．４ ４７．８ １５．４ １．２ ― １．２ ０．３ ― ０．３ ０．３ ０．９ ― ３．３ １．２ １．５ ３３７ ３２．３
理科系 ９．６ １．９ ０．６ ２．６ １．１ ― ６．０ ０．２ ４９．０ １９．４ ０．６ ― ２．６ ０．２ ０．２ ― ― ０．４ ― ２．１ ２．１ １．３ ４６９ ４５．０

女子 文科系 ７．６ １．５ ― ３．０ ２．３ ― ３．０ ― ５９．１ ９．８ ０．８ ３．０ ０．８ ― ― ０．８ ０．８ ― ― ３．８ ３．０ ０．８ １３２ １２．７
理科系 ４．８ ― ― １．０ １．０ ― ８．７ ― ５１．９ ２２．１ ― １．９ １．９ ― ― １．０ ― １．０ １．９ １．９ １．０ １０４ １０．０

（第２位）
全 体 ９．５ ３．６ １．４ ３．９ １．３ ０．９ ８．３ １．５ １６．７ ２３．８ ３．７ ３．１ ５．９ ０．７ ０．７ １．９ ０．４ ５．０ ０．１ ４．３ ０．４ ２．９ １，０４２ １００．０
（第３位）
全 体 １４．６ ３．８ ０．９ ４．２ ２．８ １．７ ７．３ ０．６ ７．３ １０．１ ５．４ ３．７ ７．１ １．１ ０．６ ３．６ １．２ ７．４ ０．４ ９．６ ０．５ ６．２ １，０４２ １００．０

ⅩⅥ―４表 就職活動として、どのようなことをしていますか
（複数項目選択）

区 分
インターネッ
ト等で情報を
収集する

企業等のセミ
ナーや説明会
に参加する

就職に有利な
ように、大学
以外の場所で
勉強する

職業資格をと
るために、大
学以外の場所
で勉強する

その他 無回答 事 例 数

％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
全 体 ３６．２ １８．６ ７．７ １２．６ ５．３ ５１．０ １，０４２ １００．０
男 子 ３４．９ １７．１ ６．８ １３．２ ５．３ ５２．０ ８０６ ７７．４
女 子 ４０．７ ２３．７ １０．６ １０．６ ５．１ ４７．５ ２３６ ２２．６

男子 前期課程 ２１．６ ５．７ ５．０ １２．４ ５．０ ６４．４ ４２１ ４０．４
後期課程 ４９．４ ２９．６ ８．８ １４．０ ５．７ ３８．４ ３８５ ３６．９

女子 前期課程 ２４．６ ９．０ ５．７ ９．８ ４．９ ６２．３ １２２ １１．７
後期課程 ５７．９ ３９．５ １５．８ １１．４ ５．３ ３１．６ １１４ １０．９

男子 文 科 系 ４３．３ ２６．４ １３．６ ２６．１ ２．７ ３９．５ ３３７ ３２．３
理 科 系 ２８．８ １０．４ １．９ ３．８ ７．２ ６１．０ ４６９ ４５．０

女子 文 科 系 ４８．５ ３４．８ １２．９ １６．７ ３．０ ３７．９ １３２ １２．７
理 科 系 ３０．８ ９．６ ７．７ ２．９ ７．７ ５９．６ １０４ １０．０

ⅩⅥ―５表 就職する場所はどこを希望するか

区 分
東京圏（東京
近郊）を希望
する

東京圏（東京
近郊）以外を
希望する

出身地に近い
ところを希望
する

東京圏、東京
圏以外どちら
でもよい

その他 無回答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人 ％
（４８回） （５１．４） （３．０） （６．１） （３２．１） （３．７） （３．８）（１，１８５）（１００．０）
全 体 ５６．５ ２．０ ５．１ ２８．１ ５．２ ３．１ １，０４２ １００．０
男 子 ５４．７ ２．１ ５．５ ２９．３ ５．２ ３．２ ８０６ ７７．４
女 子 ６２．７ １．７ ３．８ ２４．２ ５．１ ２．５ ２３６ ２２．６

男子 前期課程 ５１．５ ２．１ ６．４ ３０．９ ６．４ ２．６ ４２１ ４０．４
後期課程 ５８．２ ２．１ ４．４ ２７．５ ３．９ ３．９ ３８５ ３６．９

女子 前期課程 ６０．７ ２．５ ５．７ ２２．１ ５．７ ３．３ １２２ １１．７
後期課程 ６４．９ ０．９ １．８ ２６．３ ４．４ １．８ １１４ １０．９

男子 文 科 系 ６０．２ １．５ ３．９ ２６．１ ５．０ ３．３ ３３７ ３２．３
理 科 系 ５０．７ ２．６ ６．６ ３１．６ ５．３ ３．２ ４６９ ４５．０

女子 文 科 系 ６９．７ ０．８ ４．５ １７．４ ６．１ １．５ １３２ １２．７
理 科 系 ５３．８ ２．９ ２．９ ３２．７ ３．８ ３．８ １０４ １０．０

２００１
．
１２
．
１４

№
１２２７
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ⅩⅦ．大学への要望

ⅩⅦ表 大学への要望や期待 （３項目選択）

区 分
カリキュ
ラムの改
革

教室・実
験室の充
実

教育スタ
ッフの充
実

進学振分
け制度の
改善

小人数教
育の実施

授業の方
法の工夫
・改善

単位認定
や学年試
験を緩や
かに

単位認定
や学年試
験を厳し
く

キャンパ
スの拡大
・移転・
統合

図書館の
充実

談話室・
学生控室
の充実

課外活動
諸施設の
拡充

体育施設
の充実

福利厚生
施設の充
実

学生自治
に対する
適切な助
成と助言

学生自治
の尊重

奨 学 金
（育英資
金）・育英
貸付金な
どの拡充
や増額

就職対策
の充実 無 回 答 事 例 数

１９９８年調査 ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ 人
（４８回） （３２．７）（２７．８）（２４．３）（２４．８）（２６．１） （―）（１９．７） （５．２） （４．９）（２３．１）（１７．５）（１３．０） （９．６） （６．１） （１．４） （３．２）（２０．９）（１６．２） （３．０）（１，１８５）
全 体 ３３．９ ２２．２ ２１．９ ２３．２ ２０．７ ４３．２ １７．８ ５．０ ３．９ ２４．０ ９．２ １０．７ ８．４ ３．２ １．７ ２．５ １７．９ １２．２ １．９ １，０４２

男 子 ３６．５ ２１．１ ２２．２ ２２．０ ２０．１ ４３．９ ２０．８ ５．７ ４．６ ２１．７ ８．２ １２．０ ９．６ ３．２ １．５ ３．０ １８．６ ８．９ １．５ ８０６
女 子 ２５．０ ２５．８ ２０．８ ２７．５ ２２．９ ４０．７ ７．２ ２．５ １．７ ３１．８ １２．７ ６．４ ４．７ ３．０ ２．５ ０．８ １５．７ ２３．３ ３．４ ２３６

文 科 系 ３２．８ １６．２ ２０．３ １７．７ ２９．０ ４３．７ １７．１ ６．０ ３．８ ２６．０ １０．２ １０．７ ７．５ ３．４ ３．０ ３．４ １５．４ １６．８ １．１ ４６９
理 科 系 ３４．７ ２７．１ ２３．２ ２７．７ １４．０ ４２．８ １８．３ ４．２ ４．０ ２２．３ ８．４ １０．８ ９．２ ３．０ ０．７ １．７ ２０．１ ８．４ ２．６ ５７３

前 期 課 程 ３１．７ １７．５ ２１．７ ２９．３ ２０．１ ４４．８ ２２．１ ３．５ ３．７ ２４．３ ６．６ １３．８ ８．５ ２．６ ２．４ ２．９ １７．５ １１．０ １．８ ５４３
後 期 課 程 ３６．３ ２７．３ ２２．０ １６．６ ２１．４ ４１．５ １３．０ ６．６ ４．２ ２３．６ １２．０ ７．４ ８．４ ３．８ １．０ ２．０ １８．４ １３．４ ２．０ ４９９

前
期
課
程

文科一類 ３０．９ １５．５ １４．４ ７．２ ３３．０ ４６．４ ２５．８ ３．１ ２．１ ３０．９ ８．２ １８．６ ７．２ ３．１ ３．１ ３．１ １５．５ １６．５ ― ９７
文科二類 ２９．５ ３．３ ２４．６ １３．１ ２４．６ ４９．２ ３１．１ ４．９ １．６ ２４．６ ６．６ ８．２ ８．２ ４．９ １．６ ３．３ ２７．９ ２１．３ ― ６１
文科三類 ２０．０ ２０．０ ２０．０ ４３．５ ２４．７ ３８．８ ７．１ ４．７ ５．９ ３２．９ ７．１ １４．１ ４．７ ３．５ ７．１ ４．７ １５．３ １７．６ ― ８５
理科一類 ３７．２ ２１．５ １９．４ ３２．５ １２．６ ４３．５ ２７．７ ３．７ ２．１ ２２．０ ６．３ １４．１ １０．５ １．６ １．６ １．６ １５．７ ５．８ ４．２ １９１
理科二類 ３２．３ １６．７ ３２．３ ４２．７ １６．７ ４７．９ １５．６ ２．１ ８．３ １６．７ ６．３ ７．３ ９．４ ２．１ ― ３．１ １７．７ ５．２ ２．１ ９６
理科三類 ３８．５ ３０．８ ３０．８ ３０．８ ７．７ ４６．２ １５．４ ― ― ７．７ ― ４６．２ ７．７ ― ― ７．７ ２３．１ ― ― １３

後

期

課

程

法 学 部 ４１．６ １５．７ ２２．５ ２．２ ４４．９ ４６．１ １３．５ ６．７ ４．５ １８．０ １２．４ ７．９ ７．９ ３．４ ２．２ ３．４ １３．５ ７．９ ３．４ ８９
経済学部 ３７．０ １９．６ ３２．６ ４．３ １５．２ ５４．３ １７．４ １０．９ ４．３ １５．２ １３．０ １３．０ １３．０ ４．３ ２．２ ６．５ ― ８．７ ４．３ ４６
文 学 部 ３２．１ ２６．８ ２１．４ １９．６ ２３．２ ２５．０ １７．９ ７．１ ３．６ ３０．４ １６．１ ３．６ ８．９ １．８ １．８ ― １２．５ ３２．１ ― ５６
教育学部 ５３．３ ２０．０ ― ４０．０ ３３．３ ３３．３ ― ６．７ １３．３ ２０．０ ２０．０ ― ― ― ― ６．７ ３３．３ ２０．０ ― １５
教養（文系） ４５．０ ５．０ １０．０ ５０．０ １５．０ ６０．０ ― １０．０ ― ３０．０ ５．０ ― ５．０ ５．０ ― ― １５．０ １５．０ ― ２０
教養（理系） １４．３ ― １４．３ １４．３ ２８．６ １４．３ ― １４．３ １４．３ ５７．１ １４．３ ― ― １４．３ ― ― １４．３ ― ― ７
理 学 部 ２８．３ ３４．８ ２１．７ ２１．７ １７．４ ３４．８ ４．３ １０．９ ４．３ ３９．１ １３．０ １３．０ ２．２ ２．２ ― ― ３７．０ ６．５ ２．２ ４６
工 学 部 ３６．０ ３６．０ ２５．７ ２３．５ １１．０ ４３．４ １６．２ ４．４ ３．７ １９．９ ８．８ １０．３ １１．０ ４．４ ― １．５ １９．９ １４．０ ― １３６
農 学 部 ３０．８ ４１．０ １７．９ １５．４ １７．９ ３３．３ １２．８ ５．１ ５．１ ２８．２ １０．３ ２．６ ５．１ ５．１ ― ２．６ ３３．３ ２０．５ ― ３９
薬 学 部 １６．７ ６６．７ １６．７ ― １６．７ ２５．０ １６．７ ― ８．３ ８．３ １６．７ ― ８．３ １６．７ ― ― ２５．０ ８．３ ８．３ １２
医 学 部 ４５．５ １５．２ １８．２ ９．１ １５．２ ５４．５ １２．１ ３．０ ― ２４．２ １５．２ ３．０ １２．１ ― ３．０ ― １２．１ ３．０ ９．１ ３３

№
１２２７

２００１
．
１２
．
１４
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具 体 的 記 述 事 項 （ 抜 粋 ） その１

大学に対する要望等

〔文一男子〕

○ 基礎演習を一学期で終わらせるのはあまりに勿体な
い気がします。是非継続すべきであると思います。第
二外国語の講義に一体どれ程の効果、意味があるのか
分かりません。一般教養の総合科目において教官の説
明を聞き、ノートをとり、暗記して勉強した、という
ことになり、単位がくる、という現行のありかたは大
いに疑問です。高校までの単なる暗記と大差がないよ
うに思います。又、来世紀を考えた上で本当に必要な
科目（米国では生命科学を行っていると聞きます）に
もっと力を入れるべきかと思います。

○ 社会の変革を見すえて、文科生でもゲノムやITに
ついて専門的に学べるカリキュラムを組んで欲しい。
アメリカのビジネススクールのような授業が受けたい。

○ 社会に出ていまいち役に立たない講義より実用的な
ものをやって欲しい。

○ 情報棟、図書館の開館延長、窓口業務の対応などい
いたいことは多い。それ以上に、贅沢なことを言えば、
教養課程の期間が２年（１年半）では短か過ぎるよう
に思う。ひとえにこれは私が今までサボってきたこと
が原因だとは思うが……。

○ リベラル・アーツもけっこうだが、実際に企業など
社会で従事している人々のノウハウ・専門知識にふれ
る機会を設けて欲しい。今は大学以外でそれに接して
いる。

○ 東大は進振に象徴される様に出来の悪い学生に対し
冷た過ぎる。日本一の大学であるというプライドばか
り高く、何らかの問題を抱える学生へのフォロー・ケ
アが為されていない。弱者切捨の思想から脱却して欲
しい。そう切に望みます。

○ やはり専門の前の教養期間が長いので、他の大学の
友人に話を聞いたり、学外の教育機関に行っている人
の話を聞くと、何となく不安になる。ガイダンスや情
報提供をもっと充実させて欲しい。

○ 学生にも責任があるが、大学が国際的水準の研究、
教育を行うことを期待する。授業の大半を英語で行う
ことが望ましい。開かれた議論を行い、優れた成果が
高く評価されるシステムが作られることを期待してい
る。大学は社会の要求に直接応えるだけではなく、そ
れ以上により長期的な視点を持ち、社会から与えられ
る問題に答えるだけではなく現実を相対化する視点を
持つことを望む。

○ 大学で得られた人間関係や人脈をさらに広げていく
ために卒業生を交えた会合や名簿の作成を希望します。

○ 一番に希望することは、施設の充実です。特に駒場
キャンパスにおいては、図書館、体育施設、食堂どれ
をとっても不備が目立ちます。早急に新図書館と体育
施設の完成を望みます。本郷キャンパスにおいても、

情報棟と図書館の拡充が必要と考えます。またカリ
キュラムにおいてはもっと単位取得をゆるやかにして
余裕をもって勉学にとり組めるようにして欲しいです。
今のままでは考える時間が少なく詰め込み教育の延長
になっているような気がします。

○ 私は法学部進学予定ですが、専門科目が三学期から
入っており勉学の大きな刺激になります。しかし、そ
の反面教養学部の講義が実質一年で終わってしまい物
足りなさも感じています。法学部に限ったことではな
いと思いますが、専門分野を本当に身に付ける為には、
幅広い教養が必要なことを痛感しています。駒場の二
年間には専門をあまり入れずに、本郷でのカリキュラ
ムを三年に延長するなどして欲しいです。

〔文一女子〕

○ 進学振り分けについて、点数だけでなく動機その他
を重視して欲しい。

○ 他大学との交流をもっと増やして欲しい。
○ 大きく分けて３つほどあります。!１施設の充実。個
人用のロッカーを増やして欲しいです。それと、授業
の空きなどに勉強できる場所が図書館以外にも欲しい
です。!２駒場、本郷間のキャンパス移動がスムーズに
できないものでしょうか。!３授業の中に、ある程度就
職・資格試験に対応できるような演習形式のものを取
り入れて欲しいと思っています。

〔文二男子〕

○ 建物が汚な過ぎます。駒場の建物は全て汚ならしい。
それと、学生食堂の充実を求む。

〔文三男子〕

○ 教養前期課程・ゼミナールの枠の数を増やして欲し
い。

○ 駒場キャンパスは本郷キャンパスにくらべて大変汚
いので、もっと設備投資をしてもらいたい。いまの
キャンパスでは、少なくとも学ぶ雰囲気が感じられな
い。

〔文三女子〕

○ 独立行政法人化しても研究の効率を優先させないで
「実学」とは離れた学問にも研究費を多く出して欲し
い。

○ 図書館の開館時間を延長してほしい。語学の授業を
ふやして欲しい。一方的に講義を聞く形式ではなく、
駒場にも教官と双方向のコミュニケーションがとれる
ような授業をもっと取り入れて欲しい。

〔理一男子〕

○ 駒場における新体育館構想を早く実現してもらいた
い。駒寮の跡地にこだわらずにもし駒場の近くで使え

２００１．１２．１４ №１２２７

75



る土地があればそちらを使ってもいいと思う。校内に
プールがないのはゆゆしき事態だ。
図書館について、新聞コーナーにおいて数日前まで

の新聞を置いてもらえるとよい。盗難の問題があれば、
図書館内に置けばよい。ついでに雑誌も最新号を除い
て貸出可にしてもらいたい。
最後に、大学内にタバコ自販機が置いてあるのはマ

イナスでしかない。健康にも頭にも悪いタバコを構内
で吸っている時点でとても不愉快に思っている人は多
いはずだ。

○ 図書館→・新刊本の充実
・２４時間営業
・コンピューターとコピー機の拡充

英語→実用英語を学ばせて欲しい。
○ 校舎の構造の改善―階段で人がつまる。階ごとにト
イレがあったりなかったり。

○ 教官の質を上げて欲しい。つまりは意識改革。高校
での勉強のこと・大学で学ぶこと・大学のシステム、
その他多くのことを知らないで平気な顔で的外れな講
義をしている教官が多過ぎる。特に必修科目がひどい。
純粋に「教える」という行為のスキルと情熱を見れば、
小・中・高の先生方の足元にもおよばない。「大学は
自分で勉強するところ」という言葉を隠れみのにして
いませんか？他にはテストの答案を返却しなかったり、
点数のつけ方に不平等があるのが許し難い。進振りの
不公平につながるだけでなく、評価があいまいなのは
外国の大学と比べても、決して良いことだとは思えま
せん。学生をないがしろにしすぎると、大学の存続に
影響すると思います。

○ 現在の大学での理系授業は、高校で習った内容から
の飛躍が大きく、授業についていくのが困難である。
有名私立高校出身者や自分が好きで勉強したことのあ
る人ぐらいしか知らないようなことを、当たり前のよ
うに話されるのは納得できない。特に、実験の教科書
の内容は知らないことが多いが、ほとんど解説がない
ため、予習をしたり、レポート、実験報告書をまとめ
るのが苦労する。
教室の前後や左右の間隔が狭い。１号館は特に机を

つめすぎの気がする。また、全体的に汚い。
○ 教官のやる気がない。そのくせ進振りに生徒はふり
まわされていて、大学にきたのに落ちついて勉強でき
ない。授業に関して生徒の評価ももりこむべきでやる
気のないのは、教官・生徒ともクビにすべきであると
思う。図書館の本が古く、２４時間やっていないのも問
題だと思う。理科生の第２外国語は任意にして欲しい。
理科でも方法論基礎を受けれるようにして欲しい。現
在大学は教官の立場で動いているように思われ、学生
は勉学に励む十分な環境を与えられていないように見
えるので改善して欲しい。

○ 教養学部の授業で（一部の）教官の授業への考え方
に疑問がある。特に数学で多いが、生徒の理解のきっ
かけにもならない授業で「後は自分でやれ」と言うの

はおかしい。もっと工夫した授業、少くとも話の流れ
の分かる授業をして欲しい。タイトルも書かず、単元
間の関連も言わず、予習不足で思い付きの授業なので
はと考えてしまう。そんな教官に当たったら進学振り
分けだけでなく教養学習の妨げになってしまうと思う。

○ 進学振り分けに関して、自分の行きたい学部にもっ
と入りやすくして欲しい。小さいころから行きたかっ
た分野に行けなく全く興味のない分野に行ってしまっ
たら、人生終わったも同然。

○ 必修の授業は、教官を選べるようにして欲しい。そ
れができないなら、教官にハキハキしゃべれるような
トレーニングを施して欲しい。
もっと頻繁に課題を出して欲しい。

○ １つのサークルに１つの部室を与えて欲しい。あと
テニスコートの配分を考えなおして欲しい（三大が使
いすぎ）。

○ 駒場寮問題をできるだけ早く解決して欲しい。
○ 教養の期間が長過ぎる。進振りの時期をせめて３学
期の前にして、３学期から専門教育を受けられるよう
にして欲しい。今は進学内定の身であるが、無駄に教
養期間が長かった分、必要な専門の勉強に迫られてい
る。確かにいろいろな分野のことを学べるのはよいが、
あまりにも長過ぎる。他の大学では教養期間が１年を
こえるところを聞いたことがない。今の制度に固執し
ないで、カリキュラム全体の抜本的な改革を強く望む。
国立なのでまだ楽ではあるが、授業料が高過ぎる。

中には経済的理由により進学を断念せざるを得ない人
がいることをもっと認識すべきだ。授業料のスライド
制というのも、全学年に対して行うなら仕方ないかも
しれないが、特定年度以降の入学者に対してだけ行う
のは納得できない。国からでる補助金をもっと有効に
使えないものだろうか。余計な使い道をきびしく取り
締るべき。

○ このアンケートについてですが、年末年始やテスト
前に送られても回答する時間がありません。もう少し
時期を考えて実施すると回収率があがると思います。

○ 駒場寮問題を早く解決して欲しいです。駒場の図書
館に関しては本が全然そろっていないのがとても不満
です。

○ 現在大学生の学力低下が問題になっていますが、そ
れは我々にも大きな責任がありますが、大学側にも責
任があると思います。私は理系学生ですが、科目１つ
１つに意義をもたせて欲しい。ただの式の羅列だけで
はつまらないし、やる気もなくなります。学生に興味
をもたせるような（例えば具体的にやる）方法をとっ
て欲しいです。またクラス間の難易度の格差について
も考えて頂きたいです。４学期のドイツ語のクラスで
は授業・試験ともハイレベルで、冬休み一生懸命勉強
したにもかかわらず、単位を落としていないかと不安
な毎日です。ですが同じ外国語を履修した別のクラス
の友達に聞いたところ、授業中の簡単な発表のみで大
丈夫と教官が言ったそうです。努力が報われないこと
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も我々の学習意欲を削る重要な一因です。
○ 進振りの制度を分かりやすくして欲しい。
○ もっと大きなロッカーを割り当てて欲しい。
○ 情報棟や図書館の開館時間を延長して欲しい。特に
授業前の時間。
トイレの液体石鹸をもっと泡立ちのよいものに替え

て欲しい。
工作の授業（旋盤等を用いる）実習を作って欲しい。

実験器具を製作しなければならないことがあるので。
学部・学科の掲示を外部から見られるようにして欲

しい。
駒場の銀杏並木にもっと木を植えて綺麗にして欲し

い。踏み固められた土が美しくない。
英語の授業を拡充した方がよい（特に理系）。
このアンケートをもう少し余裕を持って送付して欲

しい。
○ 専門授業を１年の頃から受けられるシステムが欲し
い。

〔理一女子〕

○ 前期課程において所属クラスごとに生じる差に疑問
を感じることがあります。顕著な事実は人数差や男女
比の差、第２外国語の言語特性に伴う難度の差ですが、
またそれらにより、集まる個性の差もあると思います
し、必修科目の教官も違う人である以上差はあるで
しょう。そういったありとあらゆる差を無視するとい
うゆがんだ平等性の上に進学振分け制度が存在してお
り、そしてそれが１人の人間の将来を左右していると
いう紛れもない真実に、進振りに賛成している教官も
反対している教官も正面から向きあって戴きたいです。
そういった心構えから、教えることに対する熱意が生
まれてくることもあると私は考えます。学生の意欲を
最も削いでいるのは熱意のない（あるいは伝わってこ
ない）授業だと思います。

〔理二男子〕

○ １・２学期ともに国際コミュニケーションの英語で
抽選漏れになってしまった。希望する授業が受けられ
るように、国際コミュニケーションの授業数と定員を
増やして欲しい。

○ 難しい内容でもわかりやすく話そうと努力できる教
官を増やして欲しい。各学部の情報をもっとわかりや
すい形で提供して欲しい。

○ 総合科目や全学自由ゼミナールに関しては教官の先
生方も熱心に、判りやすく指導して下さるので、勉強
にも力が入ります。しかし、必修科目には残念の域を
超え、絶望しております。まず、たとえば理科２類か
ら農学部開発政策・経済学専修へ進学するために、何
故にこみいった数学的議論を要求する「構造化学」「物
性化学」が必須科目なのか？この様なことに時間を費
やすのなら、より高度な生物学的知識や社会学系のこ
とを学ぶ方がいいに決まっているのである。この点を

解決するために、たとえば“理科２類の必修”ではな
く“農学部五類へ行くための必修（要望科目の義務化）”
にできないだろうか？又、必修の授業は教授や助教授
ではなく、教育のプロフェッショナルである講師があ
たるべきだ。実際の授業でも、助教授よりもTAの院
生の方がはるかに判りやすかったことがある（一度や
二度の話ではない）。一流の研究者は一流の教育者で
あるという妄想を大学側が早く捨てなければ、東大が、
日本が死んでしまう。

○ 大学入学時に学部・学科をある程度振り分け、「進
振り希望枠」を設け、それに属する人だけで点数争い
をすると良いと思う。いずれは完全に学部・学科別の
入試にした方が良いのでは？

○ 授業において、全く適当な先生がいたり、評価がＡ
４レポート１枚のみとか、全くやる気がない教官が見
受けられる。学生も先生が適当だから、私語や携帯電
話とかやっていると思う。もう少し、生徒に注意をし
たりしてもいいのでは。少し甘い人が多いと思います。

〔理二女子〕

○ 私は駒場生ですが、できればもう少し教室数を増や
して欲しいと思います。大教室に一杯人が入るとそれ
だけでものすごい熱気であり、落ち着いて講義を受け
ることができないのが残念です。人気講義は可能な限
り週に２回開講して人数の調整を行っていただけると
ありがたいです。

○ 家計がかなり厳しいので奨学金の制度をもっと充実
させて欲しい。

○ 駒場寮をなくして、新しい学生用のサークススペー
ス等を作って欲しい。教科書をもっと安くして欲しい。

〔理三男子〕

○ 駒寮以外の場所にクラスルームが欲しい。駒寮とり
こわし反対の学生の中にはクラスルームの存続を根拠
にしている人も多いようです。

○ ２年の４学期からもっと専門的内容を取り入れ、３
年次から急に忙しくなることを和らげて欲しい。

○ !１カリキュラム改革、具体的には進振り制度と入試
から専門の併用や、授業内容の拡充等!２キャンパス内
の寮の設置（駒場寮でなくとも）!３親の収入とは関係
のない奨学金の設立!４教養学部（前期課程）での留学
制度の適用!５教務課のお昼休みの廃止!６御殿下のよう
な施設の駒場での設置!７教授、教員への学部教育の重
要性と彼らの役割を再認識させるための教育!８やる気
のない生徒（一部の教科が不向な生徒ではなく）を進
学させないためのシステムの強化!９大学自身が国内他
大学や海外の大学と比較したり、時代の流れを汲み
取って常に自らを改善する姿勢を持つこと!１０このよう
なアンケートではなく、もっと役に立つ、的を得たア
ンケートの実施!１１総長、学部長と学生のふれ合い。
等々。

○ 特にない。大学を変えるより先に、学生が大学をど
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う有効活用していくか、その方法を変えるべきであり、
それは大学の問題ではなく個々の生徒の問題だ。ただ
金銭的な面については学生の力でどうしようもないと
ころがあるので、低所得者に対する援助等はしっかり
させて欲しい。

〔法学部男子〕

○ 法学に関する限りは、１・２年の時期に歴史学・哲
学に関連する科目を必修に、もう少しとりこんだ方が
良いと考えます。

○ 法学部のゼミについては、現在の一つだけ単位とし
て認定するのではなく、複数参加を認めてもっと推奨
して欲しい。

○ テストの答案に対して教官の判断が４段階でしか受
けられないというのは、Outputが少なすぎるのでは
ないか。どのように改善していけばいいのかわからな
い。

○ 司法試験の受験予備校を批判するなら、その前に自
分達の“教育技術”のなさを自覚して欲しい。せっか
くのすばらしい授業内容も、教え方が下手であるがゆ
えに輝きを失ってしまっているように見える。
法学部の教授陣は、自らが批判の対象としている予

備校を見学して、その対象をまず正確に見定めるべき
だ。

○ 本郷の総合図書館に対する要望を少々。!１平日の閉
館時間が早いので、２３時か２４時まで延ばしてもらいた
い。!２他分野の事情は分からないが、法学の蔵書は全
般的に古すぎる。早急なup―to―date化を望む。!３照明
が暗く、閲覧に不向きなので、改善を望む。雰囲気が
重要であることは認めるが、私は本郷に来てから視力
が著しく低下してしまった。

○ 昨今の司法制度改革の議論の中で、法科大学院構想
がもち上がっており、東大も設置することになるだろ
うと予想される。現時点では未確定要素が多かろうが、
構想が固まってきたらなるべく早い段階で学生に対す
る情報公開をすべきだろうと思う（私はもう卒業する
が）。

○ 教務課の対応が悪い。事務関係の昼休みが学生と同
じ１２時から１時までというのはおかしい。学生は昼く
らいしか受付で事務手続をする時間がないではないか
（他の時間は授業が入っているのだから）。せめて昼
休みを学生の時間とずらして欲しい。

○ 法学部はとても学生数が多く、しかも資格試験等で
勉強する人が多いのに自習室が充実していない。他の
学部・学科等では研究室等があったりするのに、不公
平であると思う。同じ額の学費を払っているのだから、
法学部の自習室等、勉強できる部屋を充実させて欲し
い。

○ !１駒場から本郷へ上がる要件が不必要に厳しすぎる。
単位数の若干の不足や必修外国語での「不可」は再履
修にすればよいのであって、わざわざそれだけのため
に１年留年させる意義が理解できない。

!２他学部の授業の受講をもっと歓迎して欲しい。現
在は「他学部に迷惑がかからないように、必ず試験を
受ける科目のみ登録すること」などの注意書きがある
が、なぜ他学部授業の受講の場合に特に慎重にならな
ければならないのか。
!３専門科目の授業に英語で行うものも入れて欲しい。

個人的には、英米法や国際法などは英語の教科書を
使って欲しい。経済学部は、講義はともかく教科書だ
けならほとんど英語にできると思う。他のアジア諸国
の大学生と話しても、英語力の全体的なレベルに格段
の差を感じます。日本で一流と言われる大学でこのて
いたらくかと思うと国の将来に危機感を感じます。自
戒の念とともに。英語に関してつけ加えますと、駒場
のReadingの授業はあまり必要ないと考えます。かわ
りに、教養の授業の半分で英語の教科書を用い、必要
単位数の１／３はその中から取得しなければならない
等の制度を設ければよい。英語を勉強するためにしか
英語を読まないというのでは、英語をツールとして使
いこなせるようにはならないと思います。ご検討いた
だければ幸いです。

〔法学部女子〕

○ 授業料免除はアルバイトをしていると受けにくくな
るので、困る。奨学金だけではやっていけない。以前
食費が１ケ月５，０００円たらずのときもよくあったが、
それならやっていける。しかし、そこまで生活の質を
おとすと学業に支障がある。授業料免除をしてもらい
たい、という人は生活にこまっていて、アルバイトを
しないと困る人は多い。授業料を考えると定期的なア
ルバイトを入れる気はしない。アルバイトをするつも
りはなかったけど、どうしてもこまったとき単発のア
ルバイトを入れたことがある。安心して定期のアルバ
イトを入れて、生活にゆとりができるようにしてくだ
さい（親に仕送りをしている、という学生も何人もい
るのです）。

○ 秋晴の日の正門から見る安田講堂はとても「絵」に
なる。でも理学部棟が後ろにそびえ立っているのがタ
マニキズ……。校舎改築・増築もいいが、歴史の重み
も大切にして欲しい。
本郷学内を歩く一般の人々……、当初は驚いたが、

国立大学として地域の人々に貢献しているのかと思う
と大変良い傾向であるように思われる。これからの大
学は、色々な意味で地域に根付く情報発信センターで
あるべきだと思う。

〔医学部男子〕

○ 授業中の学生態度など改めるべき点はどんどん指摘
して注意して欲しい。アメリカは自由だといわれるが、
その悪い所ばかりを日本の学生は真似ている気がして
ならない。

○ カリキュラムを考えているといっても、それぞれの
教室がバラバラに行っているのみで、学生の側に立っ
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て全体を見ている人がいない。それが欲しい。
○ 各学部の休業期間とタームをそろえて欲しい。他学
部聴講の妨げになっている。
大学構内の道路の舗装を直して欲しい。雨の日に水

たまりが多過ぎて歩きにくい。
学内に安い宿泊施設を作って欲しい。
図書館の本、特に理学書を新しい版のものに変えて

欲しい。情報が古くて使えない。

〔医学部女子〕

○ 折角独立行政法人化されるのであるから、それなり
の恩恵を受けたいものだ。学問的な発展が以前に増し
て盛んになるべく設備制度を整えることを望む。

○ 大学からの連絡が密でない。掲示の仕方などもっと
わかりやすくして欲しい。

○ 本郷キャンパスに進学してから他学部の友人と会っ
て会話をしたりお弁当を食べる場が食堂以外にありま
せん。安田講堂の学生部センターみたいなところを医
学・経済学部の方にも作って欲しいです。

〔工学部男子〕

○ 他学部他学科への編入制度、学士入学制度の充実と
公開。

○ 私は工学部ですが、当然物理系の学問や製図、実験
etc. が重要なのはわかりますが、そればかりで他のこ
と（現在最先端で行われていること、一般教養etc．）
のことを学ぶ機会が全くといっていいほどありません。
１月に聞きにいきたい講演会があるのですが、講義が
あるため聞きにいけません。やはり、３年のカリキュ
ラムは詰込み過ぎなのではないでしょうか。１・２年
の教養学部をなくすことはないにせよ、もう少し縮め
て専門を長くしてもらえれば、数学、工学的な学習と、
一般の話題両方を知ることができ、広い視野をもつこ
とができると思います。楽しようというのではなく、
本当にこの学問（航空宇宙工学）を幅広く学びたいと
いう希望です。

○ 教官に対する生徒評価制度を導入したほうがよい。
現状では、指導をおこたっている教官が多い。また、
個人差（教官の）が大きく、同評価では不当である。
また、流動性も必要であろう。現状では固定され過ぎ
である。

○ 大学院重点化という大きなスローガンを掲げていな
がら学寮には学部生のみしか収容しようとしないのは
おかしい。むしろ院生を多く収容すべきだ。

○ 大学では座学が中心で院に行かなければ実学の経験
が極めて少ないのが不満。もっと学生が興味に応じて
知識の実践ができる体制にして欲しい。コンテストの
参加で単位認定してもらえるとか、大規模なコンテス
ト（ロボコン、鳥人間など）だけでなく小規模なもの
でも単位が来ればなお良い。というのも分野によって
はまだ小規模なコンテストの方が多いので、学生の興
味に応じられるにはその方がいい。

○ カリキュラムがきびしすぎる（特に理系）。もう
ちょっと時間的に余裕のある生活をしたい。このまま
では死にそうです。

○ 自分に勉強への関心・熱意やかける時間が不十分で
あるのはよく分かっているつもりですが、自分の研究
内容を不必要に詳しく永遠と説明する自分本位の講義
内容や、演習等の実用的な場が少ないカリキュラムに
は強い疑問を感じています。生徒の関心をかきたてる
講義を展開できる準備を十分にし、学生の立場に立っ
て分かりやすく説明してくれる教官がもっといてもい
いのでは？

○ 東京大学というと何かと世間の注目も集まり、その
ために新聞・雑誌その他で一部の学生・職員・卒業生
の非常識あるいは非人道的な行為がクローズアップさ
れ、昨今はそれがかなり顕著になっている感があるが、
そのために社会的な風当たりを受けて迷惑を被ってい
る東大生、東大職員もいる（こちらの方が多い。）の
が事実である。各個人のパーソナリティーでカバーで
きる問題だという向きもあろうが、ここはひとつ大学
としても何かイメージアップを図れるような動きを期
待したい。

○ 東大の事務はなっていない！成績表等も必ず間違い
があるし、行動が迅速でない。もっと正確に、かつ要
領よく作業されることを期待する。

○ 進学振り分けに対して不満がある。文Ⅰ、Ⅱや理Ⅲ
は入学した時から進学先が決定しているので駒場での
学校生活をゆとりをもって送っている。しかし、理Ⅰ、
Ⅱ、文Ⅲの学生は日頃から成績というものに敏感に
なっていなければならない。友人の中にも、さほど成
績は悪くなかったのに希望の学科に進学できず、一年
留年した人がたくさんいる。
あと、この調査自体が税金の無駄使いのような気が

する。何度も同じアンケートを送ってくるのは、こち
ら側の協力がなかったのが悪いにせよ、もったいない。

○ 学内のコンピュータ環境を改善して欲しい。量はと
もかく質の点で著しい問題がある。

○ もう少し教育者らしい先生が増えて欲しい。
○ 成績表は次の学期が始まる前に出して欲しい。授業
の登録に関わるので早い方が良い。

○ 駒場の必修科目を廃止して欲しい（今やっているこ
とと何の関係もない科目が必修になっていて全く役に
立っていない。せめて、専門課程に進学する際の履修
条件に指定する程度にして欲しい）。

○ 実験系の研究室は機材が多いため研究室が狭くなっ
てしまうので部屋を広くして欲しい。

〔工学部女子〕

○ 私の学科では研究室配属が４年生からなのだが、
もっと早くてもいいと思う。研究室での学生生活は今
までの受け身的な学習よりもはるかに得ることが大き
い。
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〔文学部男子〕

○ もっと教官たちに寛容性を持ってもらいたい。人間
味が足りない。授業がつまらんのだ！知的権威は有し
ていても、社会人としては最悪だ。

○ 授業料がべらぼうに高い。授業料に見合ったものが
提供されていると思えない。それはそれで良い（自分
で楽しむから）けれど授業料を払うということ自体が
腹立たしい。国立大学と思えない。ま、文部省の方に
言うべき事だろうが、これだけはどうにかしてくれな
いと困る。研究が続けられない。せめて２万円ぐらい
に。もうひとつ。哲学専修を拡充して欲しい。教授を
せめて２倍に。手薄だ。

○ パソコンの台数をふやして欲しい。
図書館の開館時間をのばして欲しい。
駒場時代から体系的な学問を授業にして欲しい。

○ 掲示の徹底
（教官の休講等、当日になって分かるものや、結局最
終的に分からなかったことがあり、計画が狂うことが
しばしばある）
教科書の購入の必要性

（特に購入させておいて使わないことがある場合、憤
りを覚える）

○ 授業・施設等は確かにレベルが高いので、現状のま
までも悪くはないと思う。
けれども、一言でいえば「柔軟な交流」というもの

が決定的に欠けていると思う。一つ一つを取り上げて
みれば高度でも、その間の連関が足りないといけない
のではないか。例えば研究室・ゼミ相互の交流がもっ
と必要だし、授業も少人数制で活発で濃密な情報交換
ができるものなら総単位数をもっと減らしてもいいと
思う。あるいは専門課程でも教養的な授業も行い、他
学部・学科との交流がもっと柔軟にできるのなら、教
養課程を廃止して、一年次から四年次に向けて教養：
専門の比率を少しずつ変えていくなどの試みもしてい
いと思う。

○ この調査について。生活時間が２４時間に限定されて
いて少々困惑致しました。大抵は、同時に二種以上の
物事をやって居りますので。

○ 僕は文学部に進学し、既に１度留年していますが、
卒論がかけず、今年も卒業は難しそうです。卒論に要
求されるレベルが高過ぎて、僕には正直手におえませ
ん。また、就職に関する学校の態度が無関心で、卒論
のこともあり、就職できませんでした。

○ 同窓会名簿の作成、配布を行って欲しい。社会の多
方面で活躍されている卒業生の方達とネットワークを
作り易い環境があれば有用だと思う。

○ 大学での勉学環境を改善して欲しい。特に研究室で
の学部生の利用できるスペース、利用できる設備（コ
ンピュータ、コピー機）の充実をお願いしたい。
また、大学で社会調査を学んだ一学生として、この

調査の改訂をお願いしたい。特に具体的な金額や時間
を記入する欄は回答が不正確なものになり、回答者を

困らす原因となるのでやめていただきたい。
○ もっと強い東大をめざして欲しい。東大は単なる大
学ではなく日本で最高の大学という自覚を持って欲し
い。

○ カリキュラムについて、私にとって前期教養の二年
間は大変実りあるものであり、そのおかげで今の勉強
がある。ただ後期課程との違いがあまりに大きく、今
年一年は慣れるだけで精一杯だった。後期は二年間と
短いため、専門教育だけしか学ぶ時間がない短さなの
で、教養で学んだ幅広い視野があまり役に立たず、他
学科の授業も受ける余裕がない。私は自主留年して、
他学科の先生方と接触したいと思っている。

○ 学費の値下げ
前期教養課程においても、専門分野の技術的、方法

論的授業を開講
○ 研究室の開室時間の延長。
○ ハイテク化・利便性の向上は大いに結構だが、大学
らしさ、東大らしさをいつまでも失わないような運営
をしていって欲しい。

○ 学校内は禁煙にしてもらいたい。
駒場における進振り制度について一言。体育は出席

していれば「優」というのはおかしい。能力で判断す
べきだ。体育で他の学生に点差をつけようとしている
人もいるのだから。

○ 教養学部の定員をもっと増やして欲しい。
○ とにかく活性化して欲しい。現行の授業はつまらな
過ぎるし、有益でもないし、社会性とかけ離れている。
外部との交流を活発にする
授業のカリキュラムをもっと自由化する
講師の質を変えて授業内容を変える等
今、大学を変えなければ日本の大学は社会に対して

何ら意味のない機関になってしまうだろう。

〔文学部女子〕

○ 卒業式は安田講堂に戻して欲しい。東京フォーラム
では感慨が湧かない。入学してから、一度もまともに
入らずに卒業することになり、非常に残念であった。

○ 博物館にも大学院等教育機関があるとよいと思う。
○ 授業料は安くして欲しい。兄弟が多く、親の年収が
多少高くても教育費はきびしいです。ちゃくちゃく値
あがりしているようで苦しいのですが。
気軽に質問に行かれるTAやスタッフをふやして欲

しい。学生一人に一人、とまではいかなくても。先生
たちは忙しくて、よほどのことがないと質問に行きづ
らい。質問室みたいなものがあるとよい。授業のフォ
ローがないと思う。
学校に多少の私物をおけるところが欲しい。駒場に

あったロッカーぐらいでよいので配慮して欲しい。本
は重いです。

〔理学部男子〕

○ 図書館利用者のマナーには目に余るものがあります。
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対処して下さい。携帯電話の使用、飲食、私語、許さ
れていない場所での持ち込みパソコンの使用等、挙げ
始めるときりがありません。教養学部図書館が改築さ
れるようですね。飲食しても良いラウンジは入り口近
くに設け、その他の場所へは飲食物、携帯電話の持ち
込みは禁じ、それらを預けておく為のコインロッカー
も玄関脇に置く等、設計段階から工夫して下さい。
学部教育にしっかり取り組んで下さい。自主的に勉

強に励んでいる人にはそれを防げないような、勉強を
しない学生にはするように促すような構造になること
を期待しています。勉強しないでも、あるいは単位を
そろえる為だけの勉強をしていても何の後ろめたさ無
しに卒業できる今の状況は異様です。教養学部の大学
院学生の定員は大幅に減らし、そこの教官には前期課
程の教育が重要であることを自覚させて下さい。
IT革命と言われていますが、良い方向への変化と

堕落とを分別する見識を示して下さい。
学内の新しい建築物は悉く風通しが悪く、空気が

濁っている等、居心地が悪いです。建物内に日光が十
分差し込む、窓の大きく開くような設計を今後の建築
計画でよろしくお願いします。

○ 情報関連の学科であるのに、端末室の設備、特にモ
ニターが古いものであるので、視力の低下がひどい。
学生が健康的に作業できる環境が欲しい。
禁煙も徹底して欲しい。
教養課程でもカリキュラム上、専門課程の前準備が

できる配慮をすべき。また、必修科目で共通なはずな
のに、担当教官によって内容に格差があり過ぎるのも
どうにかして欲しい。

○ 社会のなかの自分を意識できるような環境が欲しい。
皆内に（学内に）こもりすぎ。

○ 教授や助教授、助手に東大出身者が多過ぎる。もっ
と学外の人を入れて、人材の交流を活発にすべきだと
思う。

○ 大学は基本的に勉学を行う「場」なので、図書の充
実やコンピュータ端末の増加、実験設備の整備は是非
惜しまず行って欲しい。大学に通うことで、それ意外
の環境では得ることの難しいものを得られなければ、
年間五十万円という国公立とは名ばかりの異常に高い
学費を負担してもらっている意味がない。この学費の
軽減（アルバイトで支払い可能なレベルまで）も要求
の一つ。

〔理学部女子〕

○ 大学での生活には、ある程度満足している。しかし、
理系なので深夜まで実験、解析をする機会がどうして
も数多くなる。
自宅女子なので、深夜まで実験した後、休む場所が

ない。男子学生は、実験室、学生控室で休む様だが、
女子が安心して休める場所を学校内に是非設けて欲し
い。本郷の近くに家を買う経済的余裕もないのでより
多くの仮眠施設を理系のために設置して下さい。

○ 授業料や教科書代などが両親の負担になっているの
で、授業料を下げて欲しい。また、駒場、本郷共に
もっと学校に近く充実した設備の寮を完備して欲しい。

〔農学部男子〕

○ 必要以上に世の中や学生に迎合する必要はない。
自転車に対する環境・施設が悪過ぎる。環境負荷の

最も小さい乗り物・通学手段だという認識が社会も大
学も足りない。

○ 卒業後すぐに役立つパソコンや英会話をだれもが習
得出来るような授業がもっとあれば良いと思います。

○ 就職センターを作って欲しい。
カリキュラムを柔軟に、他学部聴講もゆるやかにし

て欲しい。カリキュラムにインターン制を導入して、
学生時代から企業との接点を強くもてるようにして欲
しい。

○ 他学部・他大学の学生間同士が専門分野に関しての
情報交換する場所が欲しい。
教室などの貸し出しをやりやすくしてもらうだけで

もありがたい。

〔農学部女子〕

○ 教育実習をはじめとし、教職免許をとるための単位
の負担が大きい。例えば、他大学では、教養の科目も
教職の単位に含まれているにもかかわらず、東大では、
教養の単位はほぼ内容が等しいものでも認定されてい
ない。教職の専門科目においては、他大に比べ、負担
が大きく、人一倍の努力が必要である※。その分、専
門の勉強がおろそかになることは、全く憂うることだ
と思う。教養学部（１、２年）の理系の実習を、化学
・生物・物理などの実習に振り替える、必修の生命科
学・力学などを、生物・物理などに振り替える方がよ
ほど、内容も、中・高の教育に近く、相応しいと考え
られる。目的をもった学生が自分の研究に集中できる
環境作りをお願いしたい。
※ 教職の単位をとりはじめた学生の大半が研究と

両立できずにあきらめている。そうでない学生も（私
を含め）研究の方にかける時間が少なくなり、卒論に
影響がでている。

○ 他大学との交流を学部学生にも機会を与えて欲しい
と思います。当大学は、学内の人数や施設など充実し
ているため、学内だけで充分勉学に励むことができる
と思うが、その反面他大学との交流が少ないと感じま
す。受動的な交流（他大学からの働きかけ）は多いと
思いますが、能動的な交流は少ないと思います。

○ 駒場時代マンモス授業が多かったことが残念でした。
大学１年次からゼミ形式で学べるといいと思います。

〔経済学部男子〕

○ 大学院講義をもっと学部生に開講して欲しい。授業
のレベルを上げて、必要単位数を減らして欲しい。

○ 各教授がどのような専攻で、どのような研究をして
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いるのかが、もっとわかりやすく、そして早くからわ
かればよいと思う。

○ 施設面の充実はまず早急に行われるべきである。授
業内容に応じた小～中規模教室が少な過ぎるのではな
いか。あとは、より快適な学習環境の構築が求められ
る。特に、図書館（総合図書館）の２４時間化は、コン
ピュータシステムの開放と同時に、早急になされるべ
きである。現状では、研究機関としての機能も私立大
学に劣しているのではないか。

○ 私が所属している経済学部は授業時間数が少な過ぎ
るように思います。民間企業や官庁などで働いている
人の話を聴くような授業が増えたらいいと思います。
異なる学部間・大学間の交流の機会がもっと欲しい

です。
○ １．各学部教務課、学生課等の対応についてもっと
学生よりの姿勢で接して欲しい。例えば、履修手続等
に関して順応性のある柔軟な対応をとって欲しい。
２．すべての事務員について、人間味のない対応

（機械的である）は反省して欲しい。
○ 大学も特に東大くらいになると巨大で人間関係が疎
遠になることは当然だが、それがサークルやゼミで中
間団体のような形態が補われていて良い仕組みだと思
う。下手に大学が学生を組織する手法をとらずそれを
促す程度に行い、あまり強制していない点は、今の個
人主義の時代に合っている。大学生のほとんどは４年
しか在籍しないことからもこの路線はいいだろう。

○ オフィス・アワーや先生の紹介などを一元的に学生
に行って欲しい。少人数中心の授業の数をもっと増や
して欲しい。また、カウンセラーの存在を早く学生に
知らせて欲しい。学校の端末の処理速度を上げて欲し
い。研究発表の場・機会を学部生にも与えて欲しい。

○ 理論的なことにかたより過ぎていると思う（文系科
目において）。

〔教養学部男子〕

○ 僕は大学に結局８年間いることになりました。現在
８年目です。東京大学には、とても沢山の思い出があ
ります。この、僕を育ててくれた東大に望むことは、
図書館のさらなる充実とキャンパスプラザの２４時間開
館です。８年間どうも有難うございました。

○ もっと学生の休憩場所のようないこいの場を作って
欲しい。

○ 特定のコマに取りたい科目が集中していて取れない
ので分散させて欲しい。
図書館や受つけの時間をふやして欲しい。

○ 今の「学問」はカッコつけ過ぎているような気がす
るので、教官や先輩の方々の知識量には感心するが、
人格は尊敬できないと思うことがある。

○ 学生が教官を評価するという制度が必要だと考えま
す。教官は、研究者であると同時に教育者でもあるの
ですから、十分な教育活動を行っていないと学生が判
断した教官には、厳しく処する、という制度を設け、

教官方の教育に対する関心を高めなくてはならない、
というのは、学生からの当然の、権利として認められ
るべき要求です。

○ 私は教養学部後期課程生として通学しているが、福
利厚生施設・図書館の駒場・本郷間の隔差に苦しみ、
不満を持っています。駒場の後期課程生は本郷の学生
に比べて学内でくつろげる場所がないため、少々大学
生活を窮屈さを感じる。
また、駒場地区の１・２年生のマナーの悪さが目に

余る。授業中の廊下で大声を出すなど、勉学に障害も
出ている。また、教室以外のピロティは全て喫煙可と
なっているため非喫煙者が休憩できる場所がない。歩
き煙草も危険である（投捨ても同様）。分煙の徹底を
要望する。

○ 就職活動に対するサポートを強化せよ。

〔教育学部男子〕

○ 大学運営において学生の要望をとり入れる制度の重
視、意識の転換が必要だろう。今回のアンケートだけ
では、学生の具体的な要望を汲取ることはできないだ
ろうし、それが学生の主体的なものなのかもはっきり
しない。現在、一部の学部で学生の自治を無視した教
官側の動きがあるが、そのような学生自治軽視ではな
く、教官・学生・職員が協力しあう大学運営を求めたい。

○ 学生に対する重要な連絡は掲示板だけでなく、メー
ルなどを活用して欲しい。便利な施設がせっかくある
のだから、もっと積極的に紹介した方がよい。

○ ゼミの人数が多過ぎるためにきちんとした話ができ
ない。また、週１回の授業では、やはり深い内容にま
で入ることができず、どうしても表面的な内容の授業
に終始してしまう気がするので、カリキュラムを改善
して欲しい。

〔教育学部女子〕

○ 教育職員免許を取得しようとしているのですが、教
職単位として認められる教科科目を前期課程でも履修
できるようなカリキュラムであれば…と思うことが本
郷に移ってからしばしばありました。時間を有効に使
うという点などからも専門と両立させるためにも、見
直しの余地があると思います。

〔薬学部男子〕

○ 海外の大学への留学をもっと盛んにしてチャンスを
増やして欲しい。
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具 体 的 記 述 事 項 （ 抜 粋 ） その２

卒業後の社会貢献

〔文一男子〕

○ 政治家として財政再建に全力を尽くし、安定した将
来作りに尽力したい。世界中の国との関係、殊に過去
の清算について考えたい。

○ 画一的な規範に縛られて苦しみ、また、その苦しみ
を他人にぶつけて共生原則を破っている人々により柔
軟な世界観を提示できたら、と考えています。

○ 「社会のため」という理由は私の行動の動機たり得
ない。私は私自身の利益が全てである。

○ 法をつくるなどして社会をこの手で動かすなどとい
うことは、僕の手に余ることだとわきまえており、全
く恐れ多い話である。僕に務まるのは、明らかに異常
な状況を是正することで社会が常態を取り戻すお手伝
いをすることぐらいで、そのために法実務家の道を選
んだ。

○ 公費で学んでいるからには、卒業後何らかの形で学
んだことを社会に還元せねばならないと考えている。
私の場合は、法律家（弁護士）として人の役に立ちた
いと思う。

○ 具体的にどのように貢献するかはまだ決まっていな
く、最近は自分の才能のなさ故に、社会に貢献するな
どできなく、むしろ社会の荷物になってしまうのでは
と考えているのだが（これは別に周りの東大生をみて
すごいと思って自分の能力に懐疑的になったという類
の話ではない）私の身近にいる人、私と関わり合いを
持つ人が幸せになるように微力を尽くしたいと思う。

○ 公益に従事したい。行政、鉄道事業、政治などを具
体的に考えている。

○ 進路はまだはっきりしていないが環境学、情報学な
ど学際的な分野の研究などによって貢献したい。ただ
その時直接応用することを目的とするよりもより基礎
的、理論的な部分にかかわりたいので、それにより社
会との接点はあまり意識されないかもしれないが、元
来実践的な分野であるし、歴史的に科学は（マイナス
面を含め）様々に利用されてきたので現実から遊離は
しないだろう。無理なら別のことを考える。

○ 社会のせわしなさに忙殺されるのではなく、一歩引
いた立場から客観的に社会を眺め、その社会の問題点
や非人間性を厳しく指摘したい。

○ まずは社会に迷惑をかけないように自分の生活を
しっかりとしたものにしたいと思います。その上で社
会の進歩を補佐できるような仕事をしたいと思います。

○ まず始めに現在自分の置かれている環境は、相当に
恵まれたものだと考えている。日々の生活に困ること
もなく、大量の国費が注ぎ込まれた大学で勉強し、ま
た多くの刺激的な友人と日々楽しく過ごすことができ
ている。このような環境と、その環境を与えてくれた
周囲の人々、特に両親に感謝し、卒業後は、社会のた

めに自らを還元していきたいと考えている。具体的に
は、現在自分が目標としている、弁護士になることで、
社会的弱者を助け、支えることを通じて、よりよい社
会実現のための一翼を担えればと考えている。

○ 貢献などという大それたことができるのだろうか…。
それを不安に思っている。一月一月のやりくりにせい
いっぱいで先を考えるゆとりがない。２年前、３年前
は、（あるいは入学当初）「東大」という看板に負けな
いように頑張ろうと思っていた。それが空回りした後、
将来のことなど何も考えたくない。「勉強」というゆ
とり（猶予＝モラトリアム？）を生かせない自分はは
がゆいながら、自分のできるはんいで頑張れ、もしそ
れが人の助けになれたらうれしい。そんな甘い気持ち
しか抱けません。

○ 貢献できる範囲で貢献はしたいが、その対象は日本
国である必然性はないと思う。

○ 社会全体への貢献という大望はないが、その場で自
分のできること、周囲に望まれていることをカッチリ
こなせるようになりたい。

○ 社会制度の弊害を見つけ出し、それを改善していき
たい。

〔文一女子〕

○ できるだけ多くの人の笑顔が見られることをやりた
い。

○ 自分と家族のことでもういっぱいいっぱいなので、
社会に対してどう貢献するかということを考えたこと
はなかったのですが、少なくとも社会に対して誠実に
生きていきたいと思います。
たぶん貢献するとしたら、高齢者福祉かリサイクル

関係だと思います。
○ アルバイトで中学受験のために難しい問題をやって
いる小学生を気の毒に思い、本当に意味があるのかと
考えさせられた。つめこみ教育の日本の受験制度を見
直すため教育行政職に就きたい。

○ 検察官になって、被害者の意思を尊重しかつ罪なき
人が罪に問われることのないよう冤罪を未然に防げる
者になりたい。

○ 現在、将来について模索中です。

〔文二男子〕

○ 日本を幸福にする。日本の方向を決める。具体的に
は政治家になる。

○ 東京大学で経済学を修めて、その知識を生かして活
躍したいと思います。日本を弱い人達に優しい経済大
国にすることが夢です。

○ 私は自分のできる範囲で人の助けをしたいと思って
います。どこにも行き場がないような疲れた人が立ち
寄って、少しでもその心がいやされるような空間を何
らかの形で作っていけたらと思っています。
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○ 官公庁及び日銀などにつとめて政策立案を手伝いた
い。

○ 自分のことばかりを考えず、東大で学んでいたとい
うことに対して、ある程度責任を持って行動したいと
思っています。

○ 貢献という気持ちは特にないが、僕が自身のために
働くことで税金や経済の発展という形で、貢献できる
ならばそれにこしたことはないと思う。

〔文二女子〕

○ 流動的な経済の動きの中で男女の差別や有色人種へ
の差別を乗り超えながら、アジア全体に活力を与える
ような働きをしたい。

○ 環境保全と経済活動の両立はこれからは避けて通れ
ないテーマです。これを実現するツールとして環境会
計は重要であり、私は公認会計士として企業経営につ
いての知識を増やしつつ、環境問題の研究も行い、両
者を考え合わせながら未だ未熟な環境会計の発展を推
し進め、延いてはより有効な環境経営を様々なセク
ターに提言していこうと考えています。

〔文三男子〕

○ 社会のじゃまにならないように生きていきたいと思
います。

○ 「精神のある専門人」として、社会の中で役割を果
たしたいと思いますが、具体的にはまだ決まっていま
せん。

○ 自分で世界や社会のことに関して考察を行いながら、
それを直接世界や社会に還元していきたいと考えてい
る。国連などの国際機関に勤務することにより国の枠
にとらわれることのない活動をしていきたい。

○ 研究職に就いて新しい知識や技術を社会に提供して
いきたいです。

○ 別に「社会に貢献したい」などと思っていない。
自分のしたいことを、したいようにするだけ。それ

が結果的に「社会に貢献」することも有り得るだろう
が。

○ 書く事、例えば新聞や雑誌関係の仕事に就きたい。
市民に求められている情報を伝えることができたらい
い。

○ 近現代外交史（日本史）を学んで、現在の国際関係
における日本の地位や立場を認識し、自ら教える立場
に立って自分の学んだことを後の学生に教えていきた
い。

○ 自分のできることで社会に貢献したい。自分を削っ
てまで、というつもりはないけど。

〔文三女子〕

○ 私に何か貢献できるのか疑問に感じる。何か役に立
つのなら役に立ちたい。社会に貢献するとは具体的に
どんなことなんだろう。公務員になるのもいいかと思
うけれど、子供をたくさん生んで育てて、少子化を少

しでも軽減するのも社会に貢献することになるのかな
あ、と思う。

○ 特に社会に対してどう、とは思わないが、この世で
人の笑顔が最上と思うので、世界中の人々、そして自
分に笑顔をもたらせることがしたい。

○ 東京大学というブランド名を誇示するのではなく、
一人の個人として能力を生かし、形式や体裁などの外
側ばかり気にかけるのではなく、人の痛みや弱者を気
づかっていけるようになりたい。

○ 女性の働きやすい社会をつくりたい。
○ ある程度経験を摘んだら、NGO・NPOなどで社会
的活動に参加する。

〔理一男子〕

○ 特になし。自分を楽しめない人に、社会に貢献でき
るはずもない。やりがいのある仕事につくことだけが
最大の目標である。

○ 社会における不条理な慣習や誤った常識（筋トレは
身長の伸びをさまたげることから運動会における一気
のみの強要まで）を科学的に検証し、その結果をメ
ディアを通じて世間に広く公開し、これらについて
人々に考え直してもらうこと。

○ 社会に対して貢献するのではなく、自分のやりたい
ことを仕事としてやっていきたい。それが結果的に社
会に貢献することになるのであれば幸いです。

○ 近年、日本の安全神話が崩れメイド・イン・ジャパ
ンの価値が低くなる等、世界における日本の立場が、
決して誇れるものではなくなってきた。自分が社会に
出たら自分の能力（理系）を活かし、世界が注目する
様な発明・発見をして、再び日本の地位を確固たるも
のとしたい。とにかく、日本の発展を支える一人とな
りたい。

○ 社会の諸問題を解決する新技術の開発。
○ 研究者になって、成果を挙げて社会に還元したい。
○ 社会に対して貢献したいという素朴な奉仕の心はあ
りません。ですが、自分のやりたいこと（教師になる
こと）が結果として、社会に貢献することにつながれ
ば良いと思っています。まず第一にあるのは自分です。
自己犠牲的な奉仕ではなく、自己利益に基づいた貢献
でありたいと思っていますし、それがあるべき姿だと
感じています。

○ 自分で企業を起こして大金持ちになれば、多額の社
会奉仕が可能になると思う。

○ できれば、教育心理学を学び、学校カウンセラーの
資格が欲しいと願っています。長年高校（理科）教員
としてやってきましたが、人生の後半は学校カウンセ
ラーの仕事もできればしたいと願っております。
理科１類での勉学は高校理科教員として活かし、心

理学関連の学部で勉学ができましたら、学校カウンセ
ラーの仕事等にぜひ活かしていきたいと存じておりま
す。

○ 工学部の化学システム工学科に進学し、そこで学ん
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だことを生かして卒業後は環境問題に関わる研究をし
たいと考えています。

○ ある程度の社会的責任を果たせるぐらい。自分の利
益を追求していく上で社会に貢献ができる様になりた
い。例えば、研究という自分の夢を追い求めていく上
で、社会的に有用なものを開発するなど。

○ 専門技術を身に付け、ロボットエンジニアになり、
鉄腕アトムを作りたい。

○ 自己満足で終わらずに、世の中のために働きたい。
研究職に就きたいが、その研究が人のためにならなけ
れば意味がないと思う。

○ 名目上ではなく、実質的な点において日本を世界か
ら尊敬されるような国にしたい。

○ 学問の追究を通じて、研究者としての自由な生き方
及び教授。

○ 大学で学んだ専門知識を活かして、地球環境問題の
解決に少しでも貢献したい。

○ 特に貢献したいとは思っていない。ただ、自分が将
来やることによって何らかの社会にとって有益なこと
がうまれればいいと思う。

○ 大学までで身につけたことと自分の能力を日本、そ
して世界の発展に役立てる。また何かの形で社会に還
元できるようにしたい。

○ 何らかの形で環境問題に役立ちたい。
○ 時代のニーズにあった、多くの人々のために様々な
面で役立てる仕事につきたい。今、どうやれば役に立
てるか考えてます。

○ 社会に対して貢献したいとは考えていない。僕の目
標は一人前になること、そして家族を助けることであ
る。その結果として社会に役立つこともあるかもしれ
ない。普通の一人分以上のことができればいいと思う。

○ 将来のビジョンはまだたってません。
○ 仕事自体が自分の楽しみや幸せ、充足感に直結して
いて、なおかつその成果が社会に良い効果をもたらす
ような職に就きたい。

〔理一女子〕

○ 特に、社会に貢献しようという目的はなく、ただ単
に自分の専門知識が役立つ職業につき、それが結果的
に社会に役立っていくならそれで良いと考えている。

〔理二男子〕

○ 将来は薬学系の研究者を志望している。国、民間、
どちらの研究職に就くかは未定であるが、いずれにせ
よ、専門領域の殻に閉じ込もるのではなく、来たる高
齢化社会などに対し、研究の成果をフィードバックさ
せていきたい。

○ 世界中の飢えで苦しんでいる人を何とかして救いた
い。

○ 私にはまだ明確な将来のビジョンが定まっていない
し、私自身それで良いと思っているので、今後の職業
選択によって大いにその針路がかわると思われる。今

現在では、家庭教師を通して、人にとって難解なこと
を分かりやすく解説することに魅力を感じるので、そ
れを一般に広く行えるような社会貢献ができたら、と
思っている。

○ 私自身奨学金には大変助けられているので、これか
らの学生達にも奨学金が与えられるように何らかの貢
献はしていきたい。

○ 人類の未来が明るく、全人類が末代まで幸福であり
続けるというのなら、大学に来る必要はなかった。私
に学問など必要ではなかった。どこかの田舎で農業に
携って純朴に暮らしていた筈である。しかし現実はそ
うではない。自分も近い将来、父親になるだろうが、
息子や娘の上に降りかかるだろう破綻の種子が無数に
ある。未来の父親として、「家族を養える力」だけで
なく「破綻の種子を取り除く」ことも、義務であろう。
まだ見ぬ娘、孫への義務として、“来たくもない”大
学へ来ているわけなのだ。人類の持続的発展を近い将
来脅かしそうなリミティングファクターは環境問題で
ある。私は人類の子孫たちへ責任を果たすべく、この
問題を包括的に分析、打開できる様なジェネラリスト
を目指している。たとえ少しも社会を変えることが出
来なくとも、娘に「お父さんは出来ることは全てやっ
たのだ」と胸を張って言える様に……。

○ 地位や収入にかかわらず人を幸せにしていく方面を
重視していきたい。

○ まだ深くは考えていません。
○ その時の社会情勢を見ないと……。そこまで私の頭
では考えきれません。

○ 大学院修了後、学んだことを活かせる理系専門職に
ついて、社会に直接関わることができる研究がしたい。
具体的に挙げると食品関連の仕事を見つけて女性うけ
しそうなヒット商品を考えたりするのも楽しそうだ。
いずれにせよ大学・大学院で培った知識、応用力が活
かせればいいと思ってます。

○ 自分が大学までに学んだ知識等を最大限生かせるよ
うな職業に就き、次世代を担う若者に影響を与えるよ
うな活動をしていきたい。例えば、教育者もしくはそ
れに類似する者に一時的でもいいから関わりたい。

○ 社会に対して貢献しようとは思っていない。自分の
可能性を試すだけ。結果としてそれが人のためになる
ようならいいと思う。

〔理二女子〕

○ 幸福。自分だけでなく人々も幸せになれるようにし
たい。今の日本がダメにならないように。

○ 社会に対して何か貢献とは思っていない。自分のや
りたい事をやっていければ良いと思っている程度。時
に“他人のため、社会のため”といってもロクな事が
ないと思っているので……。
“他人に迷惑をかけないように”生きていたいと思

う。
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〔理三男子〕

○ 医療を通じて。今後は少子化などで医療の負担は大
きくなると思うが、社会のためになるようなことをし
たい。

○ 僕はおそらく医者になるはずであり、その職業を活
かせば社会に様々な関わり方ができると思う。ただ基
本的にはやはり人の役に立ちたい気持ちがあり、基礎
の研究に進むにせよ、臨床に進むにせよ、根底にはそ
の気持ちを持ちつづけるつもりだ。

○ いい医者になってたくさんの人々の健康増進に貢献
したい。

〔理三女子〕

○ 世の中の多くの人々の健康・精神面を支えることに
よって、その人々が社会の様々な分野での活躍するの
を助けることで、社会に貢献したい。多方面からアプ
ローチをしたい。

〔法学部男子〕

○ 一生東大卒という十字架を背負って生きていくのは
辛い。つまり、実力勝負の世界で、コネや学閥に頼ら
ず生きていきたい。閉鎖的な上流層として東大卒が存
在する現在の状況を打ち破る。

○ 社会を構成すること、とりわけ公民としての義務を
果すこと、他者に寛容と尊敬を持って接することを最
低限の心構えとして備え、その上で人間に実際に関わ
る制度をより良いものとしていきたいと考えます。

○ 現在、自主留年を決めた身ですが、来年国家一種に
合格して自治省で地方自治をやりたいと思っています。

○ 社会の潤滑油でありたい。自分は恵まれた立場にあ
り、社会には必ず「泣き」を見る人がいる。自分の幸
せが勿論第一ではあるが、自分の余徳で人を救い、慰
める事が出来るのであれば、それが一番の幸せである。
自分だけの利益追求には執着はなく、自分に関わる人、
取り巻く環境（組織）の幸せが、結局自己実現である。
よって、社会的役割を果たし、担っている組織の中で
働く事で貢献できたらよいと考えている。

○ 税金使って勉強させてもらったので、税金を払って
下さった方々の生活が少しでも豊かに（経済的面だけ
でなく精神的な面も含めた豊かさ）なるような活動を
していきたい。

○ 所得格差の拡大化、国際化、世論の犯罪者必罰主義
化の潮流の中で、弁護士として、貧困者、在日外国人、
被疑者等の社会的弱者のために尽くしたい。そして弁
護士として十分な経験を積んだ後、ゆくゆくは裁判官
となって、公平な裁判の実現に努めたいと思う。

○ 将来法曹ないしは研究者になり、自分をみがくこと
で同時に社会へ貢献できる道を模索したい。「社会に
対する貢献」という場合、それに対し斜に構えた態度
をとる人がいる一方、ノブレス・オブリージュを強調
する人もいるが、どちらかの態度を貫く度胸のない私
は、結局、個人主義の流れの中で、「自分をみがくこ

とが社会貢献につながる」といった折衷的ないき方を
探すしかないだろうと思っている。

○ 金もうけに徹するようなことは決してせず、日本の
ため、そしてひいては世界のためになるようなことを
経済界の中でできる範囲でやっていきたい。途上国に
目を向けていたい。

○ まずは、社会という大きなことを言わず身近な周り
の人に対して誠実でありたい。仕事を責任を持ってこ
なすことで結果的に社会に貢献できればよいと思う。

○ まだ定めきっていません。社会の前に、自分という
個人をつかめていませんから。あえて言えば、社会を
じっくり見定めて、よりよい提言ができるような専門
的知識を身につけたいと思います。まだまだ勉強です。

〔法学部女子〕

○ 奨学金をいただいて大学に来ているので、卒業後は
社会全体の利益になるような仕事に就き、大学を出た
成果を社会に還元したい。また、ゆくゆくは自ら奨学
基金を創設し、もしくは設立趣旨・運用状況に賛同で
きる奨学財団への寄付行為を通じ、金銭的・精神的支
援を家庭外に求めざるを得ない状況にある学生を手助
けしたい。

○ 公務員になって、住みやすく明るい社会を構築する
ために尽力したい。

○ 資格を得て職に就いたら、今までに得た知識と経験
（まだまだ未熟ではありますが）を最大限に生かし、
合理化や効率化の中で社会的に弱い立場に置かれる
人々の再建の手助けをしたい。
又、人との関わり合いを大切にし、自分らしく積極

的に、様々な社会的問題（少年問題、環境問題、男女
差別等）に取り組み、自分のできる範囲の中で改善に
つながる活動をしていきたい。

〔医学部男子〕

○ 自分の特性を活かして、自分自身が受けたいと思う
医療を行っていきたい。ただ進歩・発展ばかりを追い
求めるのではなく、本当にそのことが人間を幸せにす
るのか、を考えて仕事をしていきたい。

○ 可能な限り、いくらでも社会に貢献したいと思って
いるが、どのような形になるかはまだまだ分からない。
専門性を踏まえた上で一般的な見地から貢献できれば
最も良いと思うが、専門的にのみ、或いは無一物の道
人としての貢献になるかもしれない。これは今後の
（大学生活を含めた）精進の次第に因る。

○ 多くの人にいい影響を与えたい。
○ ２つ。もし上の立場に立つことになっても一般人感
覚を失わない。もう１つはおかしいことにおかしいと
言える。この２点に尽きるし、東大を卒業した者の義
務だと思う。

〔医学部女子〕

○ 自分のやりたいことが人のために結果的になってい
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くとよい。
○ 税金を使って学んでいることを考えると、日本の国
に対して貢献することは当然必要だと思う。具体的に
は日本の看護教育、研究の質の向上を持って、貢献し
たいと考えている。

〔工学部男子〕

○ 社会に貢献することを第一義として生きるつもりは
無い。自分は自分の望む生き方をしつつ、どこかでそ
れが社会に還元されてくれれば良いと考えている。し
たがって、どのように貢献したい、という具体的な
ヴィジョンは現段階では存在していない。社会に出て
みなければ決めようもないと思っている。

○ 自分の適性を最大限生かすことで貢献していきたい。
ただし、不当な評価を受けるような所（現在必要以上
にマスコミからたたかれている官僚等）で社会に貢献
する気は全くない。

○ 高校の頃から、これからの社会において環境問題は
最大の課題になると思い、総合的視野・判断力をつけ
たいと考えてきました。大学院に行くかどうかまだわ
かりませんが、つけるべき力をつけ、できれば環境行
政に参加し、自分達の子供や孫により良い地球を残す
という責任を果たしたい。

○ 技術立国と呼ばれていながら、技術に携わる人々、
産業界に対し理解があまりあるとは言えない政治サイ
ドにおいて、技術を学んで更に実社会でそれを生かし
てきた１人として発言をしていきたい。

○ 自分のやりたいことをやって社会に貢献できればそ
れば最も素晴らしいが、社会のために何かをするとい
う意識はあまりもっていない。

○ 身につけた技術が、生かせるような職に就き、研究
によって社会に貢献したい。また、時間を作ってボラ
ンティアもやってみたい。

○ 自分の今まで身につけた技術や知識を使ってできる
ことをする。貢献できたかどうかは歴史が判断してく
れるでしょう。

○ 自分の能力を最大限に活かせる職業について、人々
の生活を向上させることができるようなものをつくっ
たり、研究したりしたい。

○ いい音楽をつくることによって心地好い時間を提供
したい。もしくは音楽を紹介する仕事についていい音
楽を広めたい。

○ 研究者として社会に貢献したい。
○ 教育に関する仕事に就きたいと考えています。そこ
で、今後の日本を造っていく人材の育成に力をそそぎ
たいと考えています。

○ 大学で勉強した内容を生かせる職に就き、地球環境
問題の解決のために仕事をしたい。自分が特に興味を
もっているのは二酸化炭素等の温室効果ガスによる地
球温暖化であるが、他の分野を研究している人たちと
も連携をとり、よりよい解決策を提示したい。

○ 社会に貢献する気はないです。

○ 研究を通じて、新製品開発などによりあえて社会に
貢献しようとは思わないが、結果として貢献したい。

○ 土木関係の会社または役所に就職し、人々の生活を
豊かにするような社会基盤整備を進めていきたい。

〔工学部女子〕

○ 日本社会に貢献する気持ちはほとんどない。
途上国で、そこの人々にとって最適な方法で開発を

進めることで貧富の差を少なくするという形で貢献し
たい。

○ 専門的知識や技術を生かして、今まで誰も思いつか
なかったアイディアを提案し、人々の生活形態を改善
したい。

〔文学部男子〕

○ 民間企業の事務系総合職として働く予定。日本の会
社。より良い商品をより安く売ることで社会に貢献す
る。又、日本経済の回復はそこから始まると思う。

○ 自分にできることをする。但し、高等教育をうけた
以上は、リーダーとして、責任ある貢献をするつもり
だ。

○ 私は一人の考える人として、世の中の問題点をその
淵源から捉えたい。そのためには、報酬をあまり気に
せずに、奉仕でもいいから、活動できるところでして
いきたい。健康で文化的な最低限度の知的生活が送れ
れば満足である。そのために必要な知識・教養を、大
学で集中的に学び、卒業後も学びながら生き、考えて、
問題点を指摘し、解決していきたい。

○ 社会に対して貢献しようという意識がない。
○ やりがいのある仕事をしたい。それが結果的に社会
的貢献につながると信じている。

○ 民間から、経済から、日本社会に風穴をあけていき
たい。政府、大学にはもはや期待していない。幸いに
も今、社会構造がどんどん変化している。それを充分
に活用して影響力のある存在になりたい。

〔文学部女子〕

○ 文化事業にたずさわりたい。
○ 良き社会人、良き母親であること。

〔理学部男子〕

○ 価値観の画一化が進んでいる今日、一人の人間とし
てできる社会への最大の貢献は、情熱と自覚とを持ち、
確かな個性を発揮することと認識しているのでそのよ
うに貢献していきたいと思います。社会は大学に、或
いは自分に何を求めているか、自分のコンピテンシー
は何か等という話をよく耳にしますが、そのような事
を考えるよりも自分の本当にやりたいこと、心の内か
ら燃え上がる情熱と真剣に向き合いながら生きていこ
うと思います。個々人の社会に向けた情報発信がし易
くなった今日、無反省に創造性、感性、新しい価値観、
社会への貢献等と語るのは陳腐な言葉の氾濫をますま
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す深刻化させるものであり、逆に情報の洪水の中でも
心に響くものには必ず誰かの情熱が込められているよ
うな気がします。新しい価値観と堕落との区別がつき
にくい世の中ではありますが、数千年来進行してきた
人類の堕落も、最近とみに加速度を増しているのは誰
の目にも明らかです。やはり、夢を語る上で堕落とい
う言葉を頭の中から払拭できなければ後ろめたさが残
ります。そのようなものを残さない為にも自分の発言、
行動に対して自覚をもっていく所存です。

○ 社会貢献はあまり考えていない。理系の探究は、好
奇心によって行うものであり、偶然の発見によって社
会的利益に結びつく場合もある。強いて貢献について
いうなら、何らかの形で工学に役立つ発見を目指すく
らいであろうか。

○ 「社会のために」という考えはともすれば独善や的
外れな無力感を招くので、「自分のやりたいことをし
て、それが結果的に社会に何らかの貢献ができればそ
れで良い」と考えている。まず自分の能力を磨き、厳
しい研究生活に耐える情熱を持つことが先であると思
う。自分の本分を全うすれば、必ず何らかの社会的貢
献につながるというのが個人的な意見である。

○ 東大生であることをおごらずに、様々な人々と関わ
りを持ち、誰からも親しまれ、尊敬される人間になる
ように努力し、自分の個性をいい意味で主張して、そ
こに自分がいたという記憶を残したい。

○ “社会への貢献”なんて偉そうなことは言えない。
つまり、将来、どういうことができたか、結果による
のだ。

○ 専門は数学なので、それで社会に貢献する気はない。
多くの留学生と知りあった経験から、留学生のため

の活動や国際交流は続けていきたいと思う。

〔理学部女子〕

○ これまでに習ったことを活かし、院修了後、企業や
官庁の研究職に就き、災害の軽減に努めたい。

〔農学部男子〕

○ 自分のまわりにいる人たちが少しでもより幸せを感
じられるようになれるところから始めていきたいです。

○ ある知識層の人間しか知らない問題について、自分
自身が解決への足懸りを作るとか一般の人々にも何が
問題なのかを示して、改善していこうと思えるような
動機付けにつながるような行動・言動を取りたい。

○ しばらくは企業に就職して経済活動を身につけたい。
その後、国際公務員として平和な社会の維持、次世代
が夢を持てるような環境を創造していきたい。

○ 家を継ぐが、大学で身に付けた専門知識を生かせる
ような仕事もしていきたい。国立大学に学んだ者とし
て社会に貢献するのが、義務だと思っている。

○ 現在行っている地域環境ボランティアの活動や環境
省の環境モニターとしての経験を活かして途上国の持
続可能な発展に貢献したい。

○ 生物学、できれば生化学や分子生物学の分野で人間
（と動物）の役に立つ発見ができればよいと思います。

○ 明日が明るいと思えるような世の中にしてゆきたい。
成功するしないはともかく、価値のある人材になりた
い。
自分を含めたまわりの世界、物事全てに、ポジティ

ブになるような、ポジティブに感じられるような流れ
を作っていきたい。
すごい熱い思いなんだけど、今はまだその熱さの１０

分の１もでてない。

〔農学部女子〕

○ 「家庭」を作る仕事をしたいと思っています。高齢
化社会により、一人暮らしのお年寄りの方が孤独な生
活を送ることに対し、地域や家庭との交流が気軽に持
てるような社会作りができたらよいと思います。また、
子供の教育や女性の社会進出による家庭の変化に役立
つような仕事がしたいです。

○ 今まで受けた親切を返すつもりで、特に人の心を癒
す動物を救うことで人々の心の安らぎを得られるよう
な形が理想です。

〔経済学部男子〕

○ 就職後の自らの仕事が社会、特に市民社会の損にな
らないようにしたい。積極的な社会貢献の具体的なイ
メージはまだつかめていない。

○ 少なくとも、受けた授業料相当分の国費支払分は、
社会に還元すべきであり、これに対しては何らかの社
会的活動（例えばボランティア等）を通じて、貢献し
ていきたいと思う。また、高等教育を受けたものの義
務として、それを何らかの形で用いながら、よりよい
社会のために貢献すべきであり、それはいずれの職に
就いたとしても、その仕事を通じて行っていくより他
はないと考える。

○ できる限り多くの人々と知り合い、お互いの考えを
共有したい。

○ 一人の個人が社会に貢献することは元来大いに傲慢
だと思うが、社会に害とならない人間でいることは最
低限の願望である。多くの人が力を合わせて社会の福
利と利便性が達成されているわけだから、その一部に
なり自分も社会も幸福を感じられるならよい。具体的
にどう幸福となるかはその時になってみないとわから
ないから考えないことにしている。

○ 公認会計士としての専門的知識・能力を得た上で、
それだけでなく英語力などの他の能力も活かして、多
くのクライアントにとってプラスとなるような、一人
前の公認会計士として社会に貢献したい。

○ 自由と公平を両立させる社会作りに貢献したい。

〔経済学部女子〕

○ アメリカの大学院でPh. D. をとりたいと思っていま
す。しばらく向こうで最先端の金融知識を身につけて
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から日本へ戻り教職につき、将来日本が金融において
最先端の国となるように貢献したいです。

〔教養学部男子〕

○ 僕は、自分のやりたい事をとことんつきつめていけ
ば、それがそのまま世の中に貢献することになると思
う。だからとことんつきつめたい。

○ 人間が継続的に種として残っていけるような政策、
科学のあり方を提案する。

○ 不平不満だけに目を向けずに前向きに暮らし、まわ
りの人の気分を明るくできるような人になって、ささ
やかに社会に貢献してゆきたい。

○ 将来は研究者を目指している。文系であるため、直
接的・物質的に社会に貢献する（特に目に見える形で）
ことは難しいと思われる。しかし、文系の研究者の役
割として、!１社会の人たちの知的興味を満たす、!２社
会に対して、社会の諸現象に対する視座を与える、!３
教育者として次世代の人材を育成・感化（啓蒙的な意
味ではない）、!４社会に対してコンセプチュアル・モ
デルを提示する、などが挙げられると思う。私も研究
者を目指す以上は自らの知的好奇心を満たすとともに、
これらの形で社会に対する貢献をしたい。

○ ２０代のうちは宮崎県庁職員として郷土のために貢献
しながら、自らのキャリアを積みたい。３０になったら、
また人生の歩みをもう一度考えたい。地方公務員が自
分にあったら続けていくだろうし、それよりももっと
社会に貢献でき自らに合う仕事があるのならば転職し
たい。いずれにせよ、郷土の役に立つような仕事に一
生携わりたい。

〔教養学部女子〕

○ 貧困、飢餓、苦しんでいる人々を少しでも救えるよ
うなことが出来たらいい。

〔教育学部男子〕

○ お金を稼いで寄附したい。世界の紛争地域で働きた
い。

○ いろいろな意味で、「東大生」の使命があると思う。
その使命を、社会における「具体的な」生活実感にて
らしあわせながらつねに反省し、自己実現と社会参加
を行いたい。

○ 「社会に貢献したい」とは全く思わないが、自分の
やった結果が社会に貢献するなら喜ばしいことだとは
思う。

〔教育学部女子〕

○ 社会に貢献することを仕事としてできる公務員とし
て考えていましたが、試験に落ちたため、民間企業に
就職することを決めました。社会人になってしばらく
は、納税することくらいしかできないとは思いますが、
時間にゆとりを持てるようになったら、ボランティア
活動などにも参加してゆきたいと思っています。

〔薬学部男子〕

○ 別に貢献しようと思わない。社会に貢献できるほど
すぐれた人間ではないことがわかってきたので。

○ これからの時代は、人間の神秘を解明していく時代
であると思う。私は、病気の研究をすることで一人で
も多くの病気の人を救いたいと考えている。
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資 料 ２
第５０回（２０００年） 学生生活実態調査票

Ⅰ．基本的事項について
（注）単純集計の数値をイタリック体で同時表示しています。

１．性 別 １．男 ７７．４％ ２．女 ２２．６％

◎学部（専門課程の
方は、右の１から
１１までの該当する
番号を記入してく
ださい。）

１．法 ８．５％ ５．教養（文系） １．９％ ９．農 ３．７％

２．経済 ４．４ ６．教養（理系） ０．７ １０．薬 １．２

４．４ １１．医 ３．２３．文 ５．４ ７．理

１３．１４．教育 １．４ ８．工
２．

◎科類別（教養課程の
方は、右の２１から
２６までの該当する
番号を記入してく
ださい。）

１８．３％２１．文Ⅰ ９．３％ ２４．理Ⅰ

９．２２２．文Ⅱ ５．９ ２５．理Ⅱ

１．２２３．文Ⅲ ８．２ ２６．理Ⅲ

３．現役・浪人等
４．１％ ５．その他（ ） １．９％１．現役 ６８．８％ ３．２浪以上
０．８２．１浪 ２４．４ ４．学士入学

４．現在在学している学

年

２１．１％ ５．５年（医・農獣） ０．４％１．１年 ２４．０％ ３．３年
２５．８ ６．６年（医・農獣） ０．６２．２年 ２８．１ ４．４年

５．入学年度 「西暦」で記入してください。

６．◎進学年度（専門課
程の方のみ。）

「西暦」で記入してください。

Ⅱ．家庭の状況について

７．家庭の所在地はどこ

ですか。

Ａ．地 区
１．東京都 ２４．３％ ５．中 部 １２．５％ ９．九州・沖縄 ８．９％
２．関 東 ３３．２ ６．近 畿 １０．７ ０．その他 ０．３
３．北海道 １．５ ７．中 国 ２．９ 無回答 ０．１
４．東 北 ３．３ ８．四 国 ２．４

都市規模が不明の場合
は具体的に都市名を記入
してください。

Ｂ．都市規模
１．大都市＝人口１００万人以上 ３７．１％ ３．小都市＝人口１０万人未満 １０．２％
２．中都市＝人口１０万人以上 ４２．８ ４．郡 部 ９．５

無回答 ０．４

８．主たる家計支持者は

だれですか。

１．父 ９０．７％ ５．祖父母 ０．４％
２．母 ５．２ ６．配偶者 ０．１
３．本人 ０．７ ７．だれと一口にはいえない １．８
４．兄弟姉妹 ０．１ ８．その他 （ ） ０．８

無回答 ０．３
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９．主たる家計支持者の

職業はどれにあたり

ますか。

１．専門的、技
術的職業

!
#
#
&$

科学研究者、技術者、医師、薬剤師、裁判官、検察官、弁
護士、公認会計士、税理士、芸術家、宗教家、著述家、記
者、俳優、職業スポーツ家、プログラマーなどの方

"
&#
#
%

１６．４％

２．教育的職業

!
#
#
&$

大学（研究所）、短大、高専の教授・助教授などの方、小・
中・高校の教員（校長・教頭を含む。）、その他の教員（私
塾等）

"
&#
#
%

１１．７

３．管理的職業〔会社役員、課長以上の会社員、課長以上の公務員などの方〕４７．２

４．事 務〔一般事務（３を除く）などの方〕 ７．４

５．販 売
!
#
$

小売店主、卸売店主、飲食店主、行商人、保険代理人、販
売店員などの方

"
#
%
４．０

６．農・林・漁業 ０．７

７．生産工程・
採掘作業

!
#
#
#
#
$

金属工業、機械工業、繊維工業などの工程従事者の方、洋
服仕立職、大工、印刷工、菓子製造工などの方、建設作業
員、倉庫作業員、運搬作業員、配達作業員などの方、採掘
作業員などの方

"
#
#
#
#
%

４．０

８．運 輸・通
信・保安・
サービス

!
#
#
#
#
$

鉄道・自動車の運転手、車掌、船舶乗組員、無線通信士、
電話交換手などの方、自衛官、警察官、消防士、守衛など
の方、理容師、美容師、料理人、クリーニング職、給仕、
下宿・アパート等の管理人、清掃員などの方

"
#
#
#
#
%

３．２

９．無 職〔不動産収入・金利・年金生活者などを含む。〕 ３．４

０．そ の 他（ ）１．３
無 回 答 ０．７

１０．主たる家計支持者の

勤務先（設問９の職

業分類）の規模はど

れにあたりますか。

（無職の場合は「０」
と記入してくださ
い。）

Ａ．職業が「１及び３～８」の方は次の中から選んでください。
１．従業員が１，０００人以上の企業及び官公庁 ３８．３％
２． 〃 １００人以上１，０００人未満の企業 １８．２
３． 〃 １０人以上１００人未満の企業 １２．６
４． 〃 １０人未満の企業 １２．１

Ｂ．職業が「２．教育的職業」の方は次の中から選んでください。
５．大学（研究所）、短大、高専の教授・助教授 ６．５
６．小・中・高校の校長・教頭 ２．０
７．上記５、６以外の教員 ３．５

無 職 ―
無回答 ６．８

１１．主たる家計支持者の

雇用形態は大きく分

けてどれにあたりま

すか。

（無職の場合は「０」
と記入してくださ
い。）

１．自分１人（だれにも雇用されていない、まただれも雇用していない。） ４．８％
２．民間企業に勤務（民間企業・団体の職員等） ５４．６
３．官公庁に勤務（国・自治体、公共企業体の職員等） ２１．６
４．経営者・役員又は人を雇用している １３．６

無 職 ３．０
無回答 ２．４
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１２．主たる家計支持者の

年収（税込み）はど

れくらいですか。

（給与生活者の場合は
ボーナスも含めてく
ださい。）

年収を単位「十万円」で記入してください。………………………………１０１．６２十万円
（十万円未満四捨五入して記入）

Ⅲ．生活費の状況について

１３．右の各欄に金額を記

入してください。

（最近３ヶ月の実績か
ら、平均１ヶ月の収
支額を記入してくだ
さい。）

!注食 費
自宅生は外食代（費）
を記入する。

勉 学 費
勉学に必要な書籍代、
実習材料費、文房具
代、実習旅費等（授
業料等の学校納付金
を除く。）

教養・娯楽費
教養・娯楽費のため
の書籍代、サークル
の支出、勉学以外の
旅行の費用、交友費、
スポーツ代、映画・
演劇・音楽会の入場
料等。

雑 費
理・美容代、タバコ
代、化粧品代、ガソ
リン代、電話代、医
療費、水・光熱費等。

支出額を単位「千円」で記入してください。

衣 料 費…………………………………………………………………………９．５３千円

食 費 ………………………………………………………………………２６．５７

住 居 費 ………………………………………………………………………６４．４０

勉 学 費…………………………………………………………………………８．８５

教養・娯楽費 ………………………………………………………………………１４．０８

通 学 費…………………………………………………………………………６．１５

雑 費 ………………………………………………………………………１２．１３

支出額合計………………………………………………………………………１１１．２３

収入額を単位「千円」で記入してください。

家庭からの仕送り・小
遣い
親・兄弟・親類等か
らの仕送り、又は小
遣い等。

家庭からの仕送り・小遣い ………………………………………………………８７．０７

奨 学 金 ………………………………………………………………………５２．７１

アルバイト・雑収入 ………………………………………………………………４７．７８

収入額合計………………………………………………………………………１２１．６３
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Ⅳ．通学・住居について

１４．現在どこに住んでい

ますか。

１．足立・�飾・荒川 ２．６％ １１．川崎市 ３．０％
２．江戸川・江東・墨田 １．７ １２．神奈川県 ２．７
３．台東・文京・豊島 １８．２ （「１０」・「１１」を除く）
４．千代田・中央・港

!
#
#
%#
#
"
#
#
#
%#
$

各区
１．５ １３．浦和・川口・蕨・与野・

大宮の各市
３．１

５．板橋・練馬・北 ８．３
６．中野・杉並・新宿 ９．８ １４．埼玉県（「１３」を除く） ４．４
７．世田谷・渋谷・目黒 １３．４ １５．千葉・船橋・市川・習志

の各市
３．５

８．品川・大田 ２．１
９．東京都（２３区外） １３．２ １６．千葉県（「１５」を除く） ３．９
１０．横浜市 ６．４ １７．その他の県 １．６

無回答 ０．４

１５．居住形態はどれにあ

たりますか。
１．自 宅 ５０．５％ ２．自宅外 ４９．１％ 無回答 ０．４％

１６．現在住んでいる住居

の区分はどれにあた

りますか。

◎（自宅外の方のみ）

１．分譲マンション ３．９％
２．賃貸マンション・アパート（バスつき） ７４．６
３．アパート（バスなし） ４．７
４．下 宿 ２．３
５．東大学寮・三鷹国際学生宿舎 ４．５
６．その他の寮 ８．８
７．そ の 他（ ） １．０

無 回 答 ０．２

１７．あなたが通学に利用

している交通機関を

記入してください。

（主たるものを移動時
間の多い順に２つま
で選び、番号を記入
してください。）

（「１位のみ」）

１．電 車 ７８．５％ ５．自転車 １５．０％
２．バ ス ０．６ ６．徒歩のみ ３．５
３．自家用車 ０．２ ７．その他 ０．３
４．バ イ ク １．７ 無回答 ０．３

１８．片道の通学所要時間

はどれくらいですか。

◎（分単位で記入して
ください。）

所要時間 ………………………………………………………………………………５０．９４分

Ⅴ．奨学金について

１９．日本育英会又は他の

団体から定期的に奨

学金を受けています

か。

１．受けている ２０．７％ ３．受けたくない ５．０％
２．受けたいが受けられな

かった
１７．５ ４．受ける必要がない ５５．８

無回答 １．１

◎設問１９で「２」ま
たは「３」と答え
た方のみ

２０．その理由はどれにあ

たりますか。

１．事務手続が煩雑だから
２．掲示等に気がつかなかった
３．書類を期限までに整えられなかった
４．出願はしたが採用されなかった
５．貸与なので申請しなかった
６．資格がない
７．その他（ ）

無回答

１４．５％
１０．３
４．７
２１．４
２０．５
２４．８
３．０
０．９
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奨
学
金
を
受
け
て
い
る
方
の
み

２１．どこの奨学金を受

けていますか。

（該当する番号を記
入してください。）

１．日本育英会第一種奨学金 ５３．１％
２．日本育英会第二種奨学金・きぼう２１プラン奨学金 ３７．１
３．財団・地方公共団体等の奨学金 ２５．８

無回答 ２．３

２２．奨学金はどんな面

で役に立っていま

すか。

（主たるものを２つ
まで選び、番号を
記入してくださ
い。）

１．家庭の経済的負担が軽減される
２．多少ともゆとりのある生活ができる
３．アルバイトが軽減される
４．奨学金があるので生活が成り立っている
５．定期的な収入があるので助かる
６．その他（ ）

無回答

７６．４％
３９．８
１５．７
３０．１
１９．９
２．３
０．９

２３．奨学金の主たる支

出目的（用途）はど

れにあたりますか。

（主たるものを３つ
まで選び、番号を
記入してくださ
い。）

１．生活費（衣・食・住居費） ７７．３％
２．授業料 ２８．７
３．勉学費 ４９．５
４．教養・娯楽費 ４５．４
５．旅行（帰省旅行も含む） １０．６
６．技術・資格等取得の費用 ５．１
７．耐久消費財購入費用 ９．７
８．貯金 １８．５
９．その他（ ） １．９

無回答 ０．９

Ⅵ．アルバイトについて

２４．過去一年間にアルバ

イトをしましたか。

１．継続的（１ヶ月以上）アルバイトをした ５５．０％
２．臨時（１ヶ月未満）アルバイトをした １２．５
３．継続的＋臨時アルバイトをした １３．２
４．しなかった（「４」を選んだ方は設問３１に進んで下さい。） １９．０

無回答 ０．３

２５．そのアルバイトの

種類はどれにあた

りますか。

（主たるものを２つ
まで選選び、番号
を記入してくださ
い。）

１．家庭教師
２．塾講師
３．試験監督・採点
４．特殊技術（翻訳、通訳、プログラミング等）を要すること
５．一般事務
６．販売・セールス・サービス業
７．肉体労働
８．宿直・警備
９．その他（ ）

無回答

４５．５％
３０．９
９．８
６．９
７．４
２６．３
１５．９
１．５
６．４
―

２６．アルバイトに費や

す時間と収入額は

どれくらいでした

か。

Ａ．時 間（往復時間を含め、一週間当たりの平均時間を記入してください。 ） ……………………………１０．６４時間

Ｂ．収入額（１ヶ月当たりの平均額を単位（「千円」で記入してください。）…………………………………４７．９３千円
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ア

ル

バ

イ

ト

を

し

た

方

の

み

２７．アルバイトの紹介

者はだれでしたか。

（主たるものを２つ
まで選び、番号を
記入してくださ
い。）

１．大学の担当事務
２．大学の研究室
３．内外学生センター
４．新聞広告・アルバイト広告誌
５．インターネットで
６．友人・知人等
７．アルバイト先と直接
８．スーパー・銀行等の伝言板
９．その他（ ）

無回答

１１．２％
１．０
６．７
３２．８
７．６
４６．８
２６．０
２．９
５．０
０．４

２８．アルバイトをした

理由はどれにあた

りましたか。

１．家庭の経済的負担を軽減するため
２．学生生活を楽しむため
３．社会経験のため
４．その他（ ）

無回答

２８．１％
４１．１
２４．０
６．５
０．２

２９．アルバイトの収入

は何に使っていま

したか。

（主たるものを２つ
まで選び、番号を
記入してくださ
い。）

１．生活費（衣・食・住居費）
２．授業料
３．勉学費
４．教養・娯楽費
５．旅行（帰省旅行も含む）
６．技術・資格等取得の費用
７．耐久消費財購入費用
８．貯金
９．その他（ ）

無回答

５３．４％
２．４
１０．３
７１．０
１９．３
１．４
４．４
１８．８
１．７
０．１

◎設問２４で「１」ま
たは「３」と答え
た方のみ

３０．継続的アルバイト

は勉学の妨げにな

りません（でした）

か。

１．かなり妨げになる（なった）
２．多少妨げになる（なった）
３．妨げにならない（なかった）

無回答

１１．０％
４４．３
４１．６
３．１

３１．現在の暮らし向きに

ついてどうお考えで

すか。

１．かなり楽な方
２．やや楽な方
３．普通
４．やや苦しい方
５．大変苦しい方
６．分からない

無回答

２８．６％
２２．４
３０．７
１３．０
３．４
１．１
１．０
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Ⅶ．生活時間について

３２．あなたは、平日（月

曜日～金曜日）に、

右に挙げたことに、

平均でどれくらいの

時間を使いますか。

１．睡 眠 ４０５．２３分
２．食事・団らん ９３．９３
３．身のまわりの用事（洗顔、化粧、身仕度、入浴） ６５．０４
４．アルバイト １１０．３７
５．大学での学習 ２７６．１０
６．自宅・図書館等での学習 ９８．７９
７．大学以外の教育機関での学習 １２１．９７
８．課外活動（サークル・部活動） １００．５３
９．家 事 ４１．１９
１０．通学（往復） ９８．５１
１１．電 話 ２４．０３
１２．会話・交際 ６０．５０
１３．レジャー・スポーツ ４０．２９
１４．テレビ・ラジオ ６８．３０
１５．新聞・雑誌 ３０．５５
１６．読 書 ４３．１３
１７．レコード、CD、ビデオ、映画 ４０．３１
１８．パソコンでの通信・情報収集・ゲーム ５７．９７
１９．その他 ９５．７２

合 計（１～１９の合計）
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Ⅷ．学内施設の利用について

３３．次の学内施設を、授

業の合間、昼休み、

放課後などにどの程

度利用しますか。

その利用度につい

て、該当する施設に

下記の番号を記入し

てください。

１．ほとんど毎日
２．週数回程度
３．週１回程度
４．月１回程度
５．全くない

Ａ．総合図書館（本郷）
１．５．０％ ３．１０．５％ ５． ４９．７％
２．１０．１ ４．２３．１ 無回答 １．６

Ｂ．学部等の図書館・図書室
１．６．８％ ３．２３．０％ ５． ２５．０％
２．２１．６ ４．２２．３ 無回答 １．３

Ｃ．研究室
１．１０．４％ ３．３．８％ ５． ７５．５％
２．３．６ ４．４．７ 無回答 ２．０

Ｄ．情報基盤センター（本郷）
１．１．４％ ３．３．７％ ５． ８３．７％
２．２．２ ４．６．３ 無回答 ２．６

Ｅ．各学部の端末室・情報処理室（本郷）
１．５．７％ ３．７．５％ ５． ６７．４％
２．８．５ ４．８．６ 無回答 ２．３

Ｆ．情報教育棟（駒場）
１．１２．２％ ３．１３．５％ ５． ４４．０％
２．１８．９ ４．９．０ 無回答 ２．３

Ｇ．総合図書館の談話室・ラウンジ（本郷）
１．０．３％ ３．１．９％ ５． ８８．４％
２．１．５ ４．５．１ 無回答 ２．８

Ｈ．学部の談話室・ラウンジ・学生控室
１．７．６％ ３．４．７％ ５． ７２．９％
２．６．３ ４．５．８ 無回答 ２．７

Ｉ．学生部センター（本郷）
１．０．２％ ３．２．２％ ５． ８８．２％
２．０．５ ４．６．０ 無回答 ３．０

Ｊ．学内食堂・喫茶室
１．２８．９％ ３．１５．９％ ５． １３．０％
２．２７．９ ４．１３．１ 無回答 １．２

Ｋ．サークル部室
１．１０．７％ ３．５．５％ ５． ６８．０％
２．８．５ ４．５．１ 無回答 ２．２

Ｌ．学生会館（駒場）
１．４．９％ ３．６．８％ ５． ６４．２％
２．５．２ ４．１６．１ 無回答 ２．８

Ｍ．御殿下記念館（本郷）
１．０．２％ ３．５．７％ ５． ７８．０％
２．３．３ ４．１０．３ 無回答 ２．６

Ｎ．屋外運動場（テニスコート、野球場等を含む）
１．３．２％ ３．５．３％ ５． ７７．１％
２．６．３ ４．５．８ 無回答 ２．４

Ｏ．体育館（駒場）
１．１．６％ ３．１０．５％ ５． ７５．３％
２．６．１ ４．３．５ 無回答 ３．０

Ｐ．その他（ ）
１．１．７％ ３．０．８％ ５． ４２．８％
２．１．２ ４．０．８ 無回答 ５２．８
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Ⅸ．読書について

３４．高校時代に何冊くら

いの本（参考書など

受験対策用のものは

除く）を読みました

か。

Ｂ．小説・文芸書…………………………………………………………………… ５３．７６冊
Ｃ．教養書…………………………………………………………………………… ２３．２４
Ｄ．マンガ・コミック………………………………………………………………１０７．０２
Ｅ．その他…………………………………………………………………………… ３７．３７

３５．今年の４月から現在

までに何冊の本（雑

誌を除く）を読みま

したか。

!１．冊 数
Ａ．勉学に直接必要な本………………………………………………………… １９．３２冊
Ｂ．小説・文芸書………………………………………………………………… １６．８２
Ｃ．教養書………………………………………………………………………… １２．０４
Ｄ．マンガ・コミック…………………………………………………………… ３５．８０
Ｅ．その他………………………………………………………………………… １６．８８

（本の入手先はどこで
すか。）

!２．本の入手先
Ｆ．自分で買った本……………………………………………………………… ３８．３８冊
Ｇ．東大図書館（学部・学科図書室等を含む）の本………………………… １４．６４
Ｈ．その他の図書館の本………………………………………………………… ２３．１７
Ｉ．貸本屋、友人・知人などから借りた本…………………………………… ２６．０５

３６．毎月本代としてどれ

くらいの支出をして

いますか。

Ａ．勉学に直接必要な本……………………………………………………………６．８９千円
Ｂ．小説・文芸書……………………………………………………………………２．５６

（最近数ヶ月の実績か
ら、平均１ヶ月の支
出額を記入してくだ
さい。）

Ｃ．教養書……………………………………………………………………………２．９９
Ｄ．マンガ・コミック………………………………………………………………３．４２
Ｊ．雑誌・実用書……………………………………………………………………２．３０
Ｋ．合 計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｊ）………………………………………………１２．８４

３７．自分の持っている本

は何冊くらいになり

ますか。

（雑誌は除き、!１・!２
について、該当する
番号を選び、記入し
てください。）

!１．Ａ＋Ｂ＋Ｃ

１．５０冊以下
２．５１～１００冊

３７．１％
２３．２

３．１０１～２００冊
４．２０１冊以上

無回答

２１．７％
１５．８
２．１

!２．Ｄ
１．５０冊以下 ６７．３％ ３．１０１～２００冊 ７．４％
２．５１～１００冊 １２．３ ４．２０１冊以上

無回答
８．１
５．０

３８．最近読んだ本のうち

最も関心を持ったも

の、あるいは感銘の

深かったものの名前

を１冊だけ挙げてく

ださい。

書 名 著 者
１．ノルウェイの森…………………………………村上春樹 １０人
１．バトル・ロワイアル……………………………高見広春 １０
３．アルジャーノンに花束を………………………ダニエル・キイス ８

３９．好きな著者、作家名

を１位から３位まで

挙げてください。

１位 １．村上春樹 ５２人 ２．司馬遼太郎 ４８人 ３．夏目漱石 ３３人
２位 １．司馬遼太郎 ２７ １．村上春樹 ２７ ３．夏目漱石 ２６
３位 １．夏目漱石 ２３ ２．吉本ばなな ２２ ３．司馬遼太郎 １９

４０．よく読む雑誌の名前

を３つまで挙げてく

ださい。

１．週刊東京ウォーカー ５１人
２．週刊少年マガジン ４４
３．週刊少年ジャンプ ３７
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Ⅹ．入学までの学習について

４１．あなたの出身高校は

どれに該当しますか。

１．国立（大学附属） １０．９％
２．公立 ３４．２
３．中・高一貫型の私立 ４９．０
４．その他の私立 ３．９
５．大学入学資格検定 ０．２
６．その他（ ） １．３

無回答 ０．４

４２．東大へ入学したいと

思い始めたのは大体

いつごろですか。

１．小学生時代 ７．５％
２．中学生時代 １２．７
３．高校生時代 ７４．８
４．高校卒業後 ４．４

無回答 ０．７

４３．家庭教師に付いてい

ましたか。

Ａ．小学生時代 １．はい ２．２％
２．いいえ ９７．４

無回答 ０．４

Ｂ．中学生時代 １．はい ２．５％
２．いいえ ９７．１

無回答 ０．４

Ｃ．高校生時代 １．はい ２．８％
２．いいえ ９６．８

無回答 ０．４

Ｄ．高校卒業後 １．はい ０．１％ ３．非該当 ６３．１％
２．いいえ ３６．５ （浪人していない等）

無回答 ０．４

４４．学習塾（進学塾）・

予備校に通っていま

したか。

（夏・冬・春季、休暇
中の講習・勉強会参
加を含む。）

Ａ．小学生時代 １．はい ５９．２％
２．いいえ ４０．４

無回答 ０．４

Ｂ．中学生時代 １．はい ４９．３％
２．いいえ ５０．３

無回答 ０．４

Ｃ．高校生時代 １．はい ６３．１％
２．いいえ ３６．５

無回答 ０．４

Ｄ．高校卒業後 １．はい ２７．６％ ３．非該当 ６６．９％
２．いいえ ５．１ （浪人していない等）

無回答 ０．４

２００１．１２．１４ №１２２７

99



◎設問４３または設問４４
のいずれかで「はい」
と答えた方のみ該当
する項目に答えてく
ださい。

４５．それはあなた自身の

希望でしたか。

Ａ．小学生時代 １．自分の希望 ３８．５％ ５．その他（ ） ２．３％
２．親の希望 ５５．５ 無回答 １．１
３．教師の指導 １．０
４．友人・先輩の勧め １．６

Ｂ．中学生時代 １．自分の希望 ６６．７％ ５．その他（ ） １．１％
２．親の希望 ２７．６ 無回答 １．１
３．教師の指導 ０．６
４．友人・先輩の勧め ２．８

Ｃ．高校生時代 １．自分の希望 ８９．６％ ５．その他（ ） １．１％
２．親の希望 ５．７ 無回答 ０．６
３．教師の指導 １．１
４．友人・先輩の勧め ２．０

Ｄ．高校卒業後 １．自分の希望 ８９．９％ ５．その他（ ） ２．１％
２．親の希望 ４．９ 無回答 ０．３
３．教師の指導 ２．８
４．友人・先輩の勧め ―

◎設問４３または設問４４
のいずれかで「はい」
と答えた方のみ該当
する項目に答えてく
ださい。

４６．それは、勉学や受験

に役に立った、ある

いは意味があったと

思いますか。

Ａ．小学生時代 １．大いにある ５５．０％ ４．少し ６．５％
２．かなりある １９．８ ５．全くない ４．４
３．まあまあ １３．５ 無回答 ０．８

Ｂ．中学生時代 １．大いにある ４０．３％ ４．少し １０．４％
２．かなりある ２０．４ ５．全くない ５．５
３．まあまあ ２２．５ 無回答 ０．９

Ｃ．高校生時代 １．大いにある ４１．１％ ４．少し １１．１％
２．かなりある ２１．３ ５．全くない ３．２
３．まあまあ ２３．０ 無回答 ０．３

Ｄ．高校卒業後 １．大いにある ６２．２％ ４．少し ６．３％
２．かなりある １６．３ ５．全くない ２．４
３．まあまあ １２．５ 無回答 ０．３

４７．全員の方に伺います。

あなたはご自分の経

験から、小・中学生

が学習塾（進学塾）

で勉強することを、

どう思いますか。

１．よい ３２．１％ ４．よくない ６．５％
２．やむをえない ２９．６ ５．わからない １４．６
３．感心しない １６．６ 無回答 ０．７

４８．あなたは次のものを

経験しまたか。

（該当するすべての項
目に「１」を記入し
てください。）

Ａ．幼稚園受験……………………………………………………………………… ４．２％
Ｂ．小学校受験……………………………………………………………………… １０．１
Ｃ．中学校受験……………………………………………………………………… ５７．７
Ｄ．高校受験………………………………………………………………………… ５１．８

４９．中学・高校、大学入

試のための勉強は、

人生にとって意味が

ある、大切なことだ

と考えますか。

Ａ．中学受験 １．大いにある １０．５％ ４．少し ２５．９％
２．かなりある ９．６ ５．全くない ２２．６
３．まあまあ ２５．９ 無回答 ５．６

Ｂ．高校受験 １．大いにある ９．９％ ４．少し １８．９％
２．かなりある １７．２ ５．全くない ８．８
３．まあまあ ３３．９ 無回答 １１．３

Ｃ．大学受験 １．大いにある ３０．７％ ４．少し ９．５％
２．かなりある ２９．２ ５．全くない ３．３
３．まあまあ ２６．２ 無回答 １．２
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ⅩⅠ．入学・進学・学業について

５０．東大に入学すること

を、どの程度希望し

ていましたか。

１．どうしても入りたかった ４９．５％
２．だめなら他大学でもよいと思った ３７．７
３．なんとなく １２．７

無回答 ０．１

（「１位のみ」）

５１．東大入学の動機は、

どれにあたりますか。

（主たるものを３つま
で選び、重視した順
に番号を記入してく
ださい。）

１．社会的評価が高いから １９．８％ ８．親・兄弟・姉妹の勧めで １．５％
２．スタッフ・設備が優れているから １８．３ ９．高校の先生や友人などの勧めで ３．０
３．将来の就職を考えて ８．４ １０．その他（ ） ６．９
４．難関を突破したかったから ８．３ 無回答 ０．３
５．私大に比べて授業料が安いから ６．８
６．東大の伝統や雰囲気に憧れて １０．６
７．入学後に学部の選択が可能だから １６．１

５２．入学する時に進学す

る学部、あるいは学

科等を決めていまし

たか。

１．学科等まで決めていた ２９．７％
２．学部のみを決めていた ３７．１
３．学部、学科等は決めていなかった ３３．２

無回答

５３．学部・学科等の選択

に際し、どのような

点を重視しましたか

（しますか）。

（主たるものを２つま
で選び、番号を記入
してください。）

１．最先端の学問が学べること １５．９％
２．自分が惹きつけられた学問分野であること ８１．９
３．その学部・学科等の教官に魅力を感じること １０．２
４．社会のためになる分野であること ２１．４
５．就職の際に有利であること １２．７
６．将来なりたい職業に就くのに必須であること ３４．５
７．選択に際し特に考えなかった（ない） ７．０

無回答 １６．４

◎後期課程及び進学内
定者に伺います

５４．進学の決定は希望通

りでしたか。

１．希望通り決定した ７３．２％
２．ほぼ希望通り決定した １５．８
３．希望通りでなかった ５．２

無回答 ５．８

５５．現在在籍している学

部・学科等（科類）

に満足していますか。

１．満足している ３８．５％ ４．やや不満である ９．５％
２．まあ満足している ３３．６ ５．不満である ４．９
３．どちらとも言えない １１．６ 無回答 １．９

５６．進学振り分け制度に

ついてどのように考

えていますか。

１．現行のままでよい ３３．６％
２．点数だけでない選択方法も取り入れてほしい ３２．９
３．入学時からある程度進路が決まっていた方がよい １１．５
４．特にない １４．４
５．その他（ ） ６．１

無回答 １．４

５７．現在のカリキュラム

に満足していますか。

１．満足している １０．５％ ４．やや不満である ２５．０％
２．まあ満足している ３５．０ ５．不満である ８．１
３．どちらとも言えない ２０．１ 無回答 １．３

５８．現在のカリキュラム

は消化できますか。

１．できる ３６．７％ ３．多少困難 ２２．６％
２．まあまあできる ３６．３ ４．できない ３．３

１．２無回答
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（「１位のみ」）

◎設問５８で「３」また
は「４」と答えた方
のみ

５９．その理由はどれにあ

たりますか。

（主たるものを３つま
で選び、順位に従っ
て番号を記入してく
ださい。）

１．進学・卒業に必要な単位数が多過ぎる １８．２％
２．授業の内容が高度すぎて理解できない科目がある ２２．７
３．カリキュラムの組み方に問題がある １１．５
４．教育上の指導助言が十分でない ７．４
５．高校までの勉強のやり方ではうまく適応できない ４．１
６．大学入試の受験科目として取らなかった １．９
７．授業の準備と復習の時間が十分とれない １０．８
８．授業に対する自分の意欲や努力が足りない １８．６
９．その他（ ） ４．８

６０．学部卒業後、どのよ

うな進路を予定して

いますか。

１．進学する ４５．６％ ４．進学も、就職もするつもり
はない

２．１％
２．就職する ２９．８
３．まだわからない ２１．３ 無回答 １．２

◎設問６０で「１」と答
えた方のみ

６１．どこまで進学を予定

していますか。

１．大学院修士課程 ５６．２％
２．大学院博士課程 ４１．１
３．その他（学士入学等） ２．５

無回答 ０．２

◎設問６１で「１」また
は「２」と答えた方
のみ

６２．その理由は、次のう

ちどれにあたります

か。

（主たるものを２つま
で選び、番号を記入
してください。）

１．高度の専門知識・技術を身
につけるため

７９．９％ ７．社会的評価が高いから ３．０％
８．友人・先輩の意見 ３．２

２．大学で教職に就くため １０．２ ９．大学での進路指導 １．３
３．将来研究者になるため ４６．３ １０．その他（ ） ３．５
４．良い就職先を得るため １８．６ 無回答 ０．２
５．まだ社会に出たくないから ２２．９
６．周囲にすすめられたから ２．８

ⅩⅡ．教科外学習について

６３．現在、大学の授業

以外で、何か学ん

だり習ったりして

いるものがありま

すか。

１．ある（運転・操縦免許取得を除く） ３０．２％
２．ない ６８．５

無回答 １．２

◎
設
問
６３
で
「
１
」
と
答
え
た
方
の
み

６４．それはどのような

ことですか。

（いくつでも選び、
該当する項目に
「１」と記入して
ください。その中
でもっとも力を入

れているもの１つ

に「２」を記入し

てください。）

最も力を入れているもの
１．外国語 １４．０％
２．コンピュータ関係 ３．２
３．法律関係 １８．１
４．経済・会計関係 ６．０
５．医・薬・獣医関係 １．０
６．マスコミ ０．６
７．一般教養 １．３
８．音楽・美術 １１．７
９．文芸・演劇・舞踊 ３．８
１０．宗教関係 ０．３
１１．政治関係 ０．３
１２．その他（ ） ３．８
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６５．それはどのような方

法で学んでいますか。

（設問６４で「２」を
記入したものにつ
いて、１つだけ選
び、番号を記入し
てください。）

１．学校・塾等 ４４．８％
２．通信教育 ６．３
３．ラジオ・テレビ ６．０
４．個人授業 １４．９
５．学内外のサークル ９．８
６．その他（ ） １４．９

無回答 ３．２

６６．それを始めたのは、

どのような理由か

らですか。

（設問６４で「２」を
記入したものにつ
いて、１つだけ選
び、番号を記入し
てください。）

１．現在の勉学の上でプラスになるから ４．４％
２．将来進みたい分野で役に立ちそうだから １４．６
３．技術・能力を身につけたいから １１．１
４．資格取得のため ２０．６
５．受験のため ５．４
６．実生活に役立たせたいから ３．８
７．探究心を満足させるため ２．２
８．趣味を楽しむため １９．０
９．教養を身につけるため ３．２
１０．大学での教育に満足できないため １．３
１１．その他（ ） ３．８

無回答 １０．５

６７．その費用は、月額

でどれくらいですか。 単位「千円」で記入してください。………………………………………………
千円
２２．３７

ⅩⅢ．コンピュータの使用について

６８．コンピュータ（自分

のもの、大学のもの

を含めて）を使用し

ていますか。

１．既に使用している ９４．５％
２．近い将来使用するつもりでいる ０．８
３．使用したいができずにいる ２．２
４．使用するつもりはない ０．７

無回答 １．８

６９．コンピュータを使っ

て右に挙げたことを

行っていますか。

（いくつでも選び、該
当する項目に「１」
と記入してくださ
い。）

Ａ．各種計算・制御・製図………………………………………………………… ４０．２％
Ｂ．情報管理・検索………………………………………………………………… ８２．１
Ｃ．表計算…………………………………………………………………………… ５３．３
Ｄ．ワープロ………………………………………………………………………… ８９．６
Ｅ．電子メールの送受信…………………………………………………………… ９７．７
Ｆ．チャット（WWW掲示板、ICQ等）………………………………………… ５３．６
Ｇ．メーリングリストへの加入・発信 加入 発信
１．一般的なもの…………………………………………………………３５．１％ １２．３％
２．メンバー限定（学 外）………………………………………３３．９ ２０．２
３．メンバー限定（学内サークル）……………………………………４７．９ ２９．４
４．メンバー限定（研究室関係）………………………………………１９．０ ９．５

Ｈ．ホームページへのアクセス 加入 発信
５．研究情報………………………………………………………………５０．１％ ４．９％
６．ニュース………………………………………………………………５４．７ ４．９
７．就職情報………………………………………………………………２４．１ ４．１
８．娯楽的情報……………………………………………………………７８．１ １３．３
９．辞書・事典的情報……………………………………………………４１．３ ２．７
１０．商品情報………………………………………………………………４０．９ ４．０
Ｉ．ホームページの作成…………………………………………………………… ３１．１
Ｊ．ゲーム…………………………………………………………………………… ４１．２
Ｋ．オーディオ・ビジュアル……………………………………………………… ３４．７
Ｌ．その他（ ）……………………………… ３．１
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７０．コンピュータを使う

頻度はどれくらいで

すか。

１．ほとんど毎日使用している ６９．１％
２．よく使用している（週数回程度） ２１．５
３．時々使用している（週１回程度） ７．５
４．あまり使用していない（月１回程度） １．６
５．全然使用していない ０．２

無回答 ―

７１．コンピュータを使う

時間は、１日どれく

らいですか。

１．３時間以上 １２．４％
２．２時間以上～３時間未満 １４．２
３．１時間以上～２時間未満 ３５．２
４．１時間未満 ３８．０
５．その他（ ） ０．１

無回答 ０．１

７２．どこのコンピュータ

を使用していますか。

（いくつでも選び、該
当する項目に「１」
と記入してくださ
い。）

１．自分のパソコン ６５．０％
２．自宅のパソコン（家族と共有） ２６．１
３．学部・研究室のコンピュータ ３５．０
４．情報基盤センターのコンピュータ ５４．６
５．アルバイト先のコンピュータ ７．０
６．その他（ ） ２．６

７３．現在使用しているコ

ンピュータのために

かかる費用はどれく

らいですか。

◎設問７２の選択肢「１．
自分のパソコン」を
「１」と回答した方
のみ

Ａ．ハードウェア購入費用
単位「千円」で記入してください。………………………………………２１８．８２千円

Ｂ．１ヵ月にかかる費用（電話回線使用料等）
単位「千円」で記入してください。…………………………………………５．８７千円

ⅩⅣ．サークル活動について

７４．あなたは、学内外の

サークルに入ってい

ますか（いましたか）。

１．入っている ５７．９％
２．入っていた ２８．６
３．入ったことがない（「３」を選んだ方は設問８３に進んで下さい） １３．２

無回答 ０．３

サ
ー
ク
ル
に
「
入
っ
て
い
る
」・「
入
っ
て
い
た
」
方
の
み

７５．そのサークルはど

んなサークルです

か（でしたか）。

（主たるものを３つ
まで選び、番号を
記入してくださ
い。）

１．東大運動会加入の運動部 ２０．１％
２．スポーツ同好会 ４７．６
３．学術的なサークル １２．７
４．芸術・趣味のサークル ３７．６
５．宗教関係のサークル ０．９
６．事業団体（出版・厚生など） １．６
７．社会的活動を行うサークル ５．５
８．純粋な親睦そのものを目的とするサークル ４．４
９．その他（ ） ０．８

無回答 ０．１

７６．あなたが最も活動

している（した）

サークルのメン

バーはどのような

人たちですか。

１．本学の学生（学部学生・大学院生・研究生）のみ ４５．９％
２．本学及び他大学の学生（本学の学生が主体） ４９．８
３． 〃 （他大学の学生が主体） ２．４
４．一般社会人と一緒 １．２
５．その他（ ） ０．２

無回答 ０．３
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サ
ー
ク
ル
に
「
入
っ
て
る
」・「
入
っ
て
い
た
」
方
の
み

７７．そのサークルの主
な活動場所はどこ
ですか。

１．学内施設（本郷） １１．４％
２．学内施設（駒場） ５３．４
３．学外施設 ２１．０
４．学内及び学外施設 １３．９

無回答 ０．３

７８．そのサークルの規
模はどれくらいで
すか。

１．１０人未満 ３．２％
２．１０～５０人未満 ４８．８
３．５０～１００人未満 ３１．３
４．１００～３００人未満 １４．９
５．３００人以上 １．６

無回答 ０．２

７９．サークルに入った
目的は何ですか。

（主たるものを３つ
まで選び、番号を
記入してくださ
い。）

１．活動内容そのものをやりたい ７８．４％
２．知識・技能を得たい ２３．９
３．社会性を得たい １２．２
４．精神生活を豊かにし人間性を磨きたい １６．８
５．体力をつけ健康を増進させたい ２８．１
６．友人を得たい ６４．９
７．異性と交際する機会を持ちたい ９．９
８．将来（就職など）に有利 １．４
９．サークルに入ると大学での居場所ができる ３１．４
１０．リーダーシップを身につけたい ２．１
１１．純粋・真剣に人生を考えたい １．２
１２．その他（ ） ２．３

無回答 ０．４

８０．サークルに入って
満足していますか
（いましたか）。

１．満足 ５５．３％
２．どちらかといえば満足 ２８．３
３．どちらかといえば不満 １１．５
４．不満 ４．７

無回答 ０．２

８１．サークル活動に要
する時間及び費用
はどれ位ですか
（でしたか）。

Ａ．サークル活動時間……………………………………………………………… 時間
（一週間当たりの平均時間を記入してください。） ８．３９
Ｂ．サークル活動の費用…………………………………………………………… 千円
（１ヶ月当たりの平均額を記入してください。） ８．４４

◎設問７４で「２」と
答えた方のみ

８２．サークルをやめた
理由はどれに当た
りますか。

（主たるものを２つ
まで選び、番号を
記入してください。）

１．活動内容に興味を失った ２７．５％ ８．人間関係の不和 １４．１％
２．体力的に苦しい １０．７ ９．運営が非民主的 ２．７
３．能力が足りない ３．７ １０．サークルの方針に不満 １４．４
４．学業と両立しない ３３．９ １１．指導者に不満 ２．３
５．就職活動で忙しい ２．７ １２．その他（ ） ２８．５
６．出費が多い ９．７ 無回答 ４．７
７．家族の反対 １．０

◎設問７４で「３」と答
えた方のみ

８３．サークルに入らない
理由はどれに当たり
ますか。

（主たるものを２つま
で選び、番号を記入
してください。）

１．学業と両立しない ２６．１％
２．アルバイトが忙しくて時間が足りない １６．７
３．授業だけで満足しており、サークル活動の必要を認めない ７．２
４．個人的にできる趣味・娯楽で満足だ ３９．９
５．入りたいと思うサークルがない ３１．２
６．人間関係が煩わしい １８．８
７．サークルに入ると経済的な負担が心配である ９．４
８．入りたいと思っているが参加の機会がない １２．３
９．入って何かをしたいと考えたことがない １１．６
１０．その他（ ） ９．４

無回答 ３．６

２００１．１２．１４ №１２２７

105



ⅩⅤ．学生生活の満足度について

８４．あなたは一週間に平

均何回ぐらい大学に

来ますか。

１．１回 ２．０％ ５．５回 ４８．１％
２．２回 ３．０ ６．６回 １９．１
３．３回 ６．４ ７．７回 ４．８
４．４回 １４．４ ８．ほとんど来ない １．９

無回答 ０．３

８５．自分の大学生活の目

的をどう考えていま

すか。

（主たるものを３つま
で選び、順位に従っ
て番号を記入してく
ださい。）

（「１位のみ」）

１．専門的学問・研究をする ３１．６％
２．高度な専門知識・技術を身につける ２３．７
３．豊かな教養を身につける １８．０
４．学歴・資格を得る ５．６
５．クラブ・サークル活動に力を入れる ２．７
６．希望する企業等に就職する ０．８
７．社会的活動の担い手となる １．３
８．学生生活を楽しむ ９．６
９．友人を多く持つ ４．０
１０．特に目的を持たず何となく ２．１

無回答 ０．６

８６．現在の学生生活の中

で、次の各項目につ

いて、どの程度満足

していますか。

（それぞれの項目につ
いて、満足度に該当
する番号を選び、記
入してください。）

満足している まあ満足している どちらとも言えない やや不満である 不満である 無回答

１．授業の内容
５ ４ ３ ２ １

７．１％ ４０．３％ ２４．２％ １８．０％ １０．２％ ０．２％
２．大学の環境、

設備
５ ４ ３ ２ １

１５．２％ ４１．１％ ２１．４％ １５．７％ ６．４％ ０．２％

３．経済的状況
５ ４ ３ ２ １

２１．６％ ３１．２％ ２１．８％ １９．０％ ６．２％ ０．２％

４．友 人
５ ４ ３ ２ １

３１．１％ ４０．８％ １７．９％ ６．６％ ３．４％ ０．３％

５．文化・教養
５ ４ ３ ２ １

１０．６％ ３３．８％ ３８．４％ １３．４％ ３．６％ ０．３％
６．余 暇・

レジャー
５ ４ ３ ２ １

１３．１％ ３０．５％ ２７．４％ ２１．７％ ７．１％ ０．２％
７．クラブ・サー

クル活動
５ ４ ３ ２ １

２０．２％ ２９．０％ ３２．６％ ８．４％ ７．４％ ２．３％

８．食 事
５ ４ ３ ２ １

１９．７％ ３６．５％ ２３．８％ １４．２％ ５．７％ ０．２％

９．住 居
５ ４ ３ ２ １

３２．９％ ３４．７％ １６．７％ １１．４％ ３．９％ ０．３％

８７．それでは全体として

大学生活に満足して

いますか。

１．満足している ２７．７％
２．まあ満足している ５０．４
３．どちらとも言えない １０．１
４．やや不満である ７．７
５．不満である ３．９

無回答 ０．２

８８．いろいろ考えてみて、

あなたは幸福ですか。

１．幸福だ ５６．５％
２．どちらかといえば幸福だ ３４．１
３．どちらかといえば幸福でない ５．３
４．幸福でない ３．６

無回答 ０．５
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ⅩⅥ．就職について

８９．どのような職業に就

きたいと思いますか。

（主たるものを３つま
で選び、就きたい職
種の順位に従って番
号を記入してくださ
い。）

（「１位のみ」）

１．大学・官公庁の教育・研究職 ２５．３％
２．企業等の研究職 １３．５
３．技術職 １１．０
４．事務職 ５．５
５．教育職（大学を除く） １．６
６．行政職（公務員） １２．３
７．専門職（医師、弁護士、公認会計士等） １８．４
８．マスコミ（新聞記者、放送記者、アナウンサー、プロデューサー等） ５．０
９．その他（ ） ６．２

無回答 １．１

９０．その職業に就きたい

と考えるのは、どの

ような理由からです

か。

（主たるものを３つま
で選び、重視する順
に番号を記入してく
ださい。）

（「１位のみ」）

１．人を助けたり社会に奉仕する １６．６％
２．安定した生活が保証されている ９．４
３．十分な収入が期待できる ４．４
４．自分の特技・能力や専門知識が活かせる ４２．１
５．華やかで、世間からもてはやされる ０．５
６．社会的な地位・名声が得られる １．６
７．組織にしばられず、自由な活動ができる ７．０
８．人や組織を動かすことができる ２．７
９．独創性や創造性を発揮できる ８．８
１０．その他（ ） ５．２

無回答 １．６

９１．仕事や職場を選ぶ際

にどのようなことを

重視しますか。

（主たるものを３つま
で選び、重視する順
に番号を記入してく
ださい。）

（「１位のみ」）

１．給料がよい ９．０％
２．休みをとりやすい １．８
３．責任が軽い ０．４
４．失業の心配がない ３．５
５．福利厚生が充実している １．２
６．出世の見込みが多い ０．３
７．技術や知識を身につけられる ５．２
８．権限が大きい ０．９
９．やりがいがある ５０．２
１０．能力が発揮できる １７．２
１１．人から評価される ０．８
１２．仕事を行う上で男女の差別がない ０．６
１３．将来発展する見込みがある １．８
１４．職場が都心のオフィス街にある ０．２
１５．職場が自然環境のよい郊外にある ０．１
１６．海外勤務の機会が多い ０．２
１７．転勤が少ない ０．３
１８．いろいろな人と知り合える ０．５
１９．オフィスが新しくてきれい ０．１
２０．職場の人間関係がよい ２．７
２１．その他（ ） １．９

無回答 １．２
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!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

９２．就職活動として、どの

ようなことをしていま

すか（いましたか）。

（該当するすべての項
目に「１」を記入し
てください。）

１．インターネット等で、情報を収集する ３６．２％
２．企業等のセミナーや説明会に参加する １８．６
３．就職に有利なように、大学以外の場所で勉強する ７．７
４．職業資格を取るために、大学以外の場所で勉強する １２．６
５．その他（ ） ５．３

９３．就職する場所はどこ

を希望しますか。

１．東京圏（東京近郊）を希望する ５６．５％
２．東京圏（東京近郊）以外を希望する ２．０
３．出身地に近いところを希望する ５．１
４．東京圏、東京圏以外どちらでもよい ２８．１
５．その他（ ） ５．２

無回答 ３．１

ⅩⅦ．大学への要望について

９４．大学へ特に要望した

いことや期待するこ

とは何ですか。

（主たるものを３つま
で選び、番号を記入
してください。）

１．カリキュラムの改革 ３３．９％
２．教室・実験室の充実 ２２．２
３．教育スタッフの充実 ２１．９
４．進学振り分け制度の改善 ２３．２
５．小人数教育の実施 ２０．７
６．授業の方法の工夫・改善 ４３．２
７．単位認定や学年試験を緩やかに １７．８
８．単位認定や学年試験を厳しく ５．０
９．キャンパスの拡大・移転・統合 ３．９
１０．図書館の充実 ２４．０
１１．談話室・学生控室の充実 ９．２
１２．課外活動諸施設の拡充 １０．７
１３．体育施設の充実 ８．４
１４．福利厚生施設の充実 ３．２
１５．学生自治に対する適切な助成と助言 １．７
１６．学生自治の尊重 ２．５
１７．奨学金（育英資金）・育英貸付金などの拡充や増額 １７．９
１８．就職対策の充実 １２．２

無回答 １．９

ⅩⅧ．具体的記述事項欄
※ご記入の際は、枠内におさまるよう丁寧に

記入願います。なお、特になければ記入し

なくても結構です。

９５．その他、特に大学に対する要望や期待がありましたら、具体的に記入してください。

９５．３５９件 ※

９６．あなたは、卒業後、社会に対してどのように貢献したいですか。

９６．３１８件 ※

お忙しいところ、ご協力ありがとうございました。ご協力者には、調査結果（学内広報）をお送りします。ご希望の
方は、宛名用紙を調査票と共に返送してください。卒業予定の方は必ずお手元に届く住所を記入してくださるようお願
いします。
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学生生活実態調査委員会
平成１３年１１月現在

委 員 長 市 川 伸 一（大学院教育学研究科・教育学部）

副 委 員 長 丹 野 義 彦（大学院総合文化研究科・教養学部）

委 員 苅 部 直（大学院法学政治学研究科・法学部）

〃 中 安 信 夫（大学院医学系研究科・医学部）

〃 久 本 秀 明（大学院工学系研究科・工学部）

〃 井 島 正 博（大学院人文社会系研究科・文学部）

〃 福 井 賢 一（大学院理学系研究科・理学部）

〃 小田切 徳 美（大学院農学生命科学研究科・農学部）

〃 粕 谷 誠（大学院経済学研究科・経済学部）

〃 菊 地 和 也（大学院薬学系研究科・薬学部）

〃 山 口 和 紀（情報基盤センター）

〃 菅 原 秀 章（経 理 部）

〃 坂 口 裕（学 生 部）

〃 日 野 静 雄（学 生 部）

〃 菊 池 力（教養学部等事務部）

調査集計担当 学生部学生課調査掛
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写真提供
本文中：東京大学アルバム編集会
本文中（赤門）：佐藤紀志雄氏

この「学内広報」の記事を転載・引用する場
合には、事前に広報委員会の了承を得、掲載し
た刊行物若干部を広報委員会までお送りくださ
い。なお、記事についての問い合わせ及び意見
の申し入れは、総務課広報室を通じて行ってく
ださい。

№１２２７ ２００１年１２月１４日

東 京 大 学 広 報 委 員 会
〒１１３―８６５４東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務課広報室 !（３８１１）３３９３
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